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連載 ふしぎな動物 「ブタ」 P11

IN JAPAN
Red-hot topics
from JAPAN
P 12 & 13

今月のウェブサイト：

「受け取り忘れているお金、ありませんか？」

check it out!  P12

GOOD DESIGN AWARD 2011

パース出身で水球のオーストラリ
ア代表としてオリンピックに８回
出場、キャプテンを務めたことも
あるトム・ホード氏の名を冠した
国際大会。９回目となる今大会で
は、連続出場の日本代表チームを
はじめ、中国、セルビア、オース
トラリア選抜の４チームが熱い火
花を散らす。
http://www.tomhoadcup.com
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　夏を間近に控えた 11 月 27 日、チャリ

ティー祭「にっぽんチャチャチャ - Genki 

Japan」が行われた。このチャリティー祭は、

東日本大震災被災地の復興を支援する目的

で、西豪州日本人会とパース日本人学校が

共催。被災した方々に心身の健康や元の生

活を取り戻し、いち早い復興を遂げていた

だきたいとの願いを込め、この祭りの開催

でパースの日本人コミュニティーがひとつ

となり元気を送ろうというもの。

　祭り当日は初夏の陽気の中 2000 人以上

が集い、さまざまなプログラムや縁日、ア

クティビティーを楽しんだ。

　幕開けとともに始まった日本人アーティ

ストによるチャリティーコンサートには、

【シドニー 11 月 23 日共同】

　オーストラリア連邦議会の下院は 23 日、

石炭と鉄鉱石の採鉱事業を対象に、一定水

準以上の利益に 30％の税を課す鉱物資源

利用税の関連法案を可決した。法案成立

に必要な上院でも年明けに可決される見通

し。順調なら、来年７月に課税が始まる。

　日本は石炭と鉄鉱石の総輸入量の約６割

をオーストラリアに依存。新税が適用され

れば資源調達コストが上昇する可能性があ

り、日本企業も対応を迫られそうだ。

　今回の新税構想は、政府の財政健全化策

の一環。中国などの新興国を中心に世界的

パースから被災地へ元気を
チャリティー祭が大成功

豪下院、資源新税を可決
利益の 30％、日本に影響も

お帰りなさい
そしていってらっしゃい「しらせ」

　第 53 次南極観測隊（山岸久雄隊長）と

支援物資を昭和基地へ送り届ける南極観測

船（砕氷艦）「しらせ」（中藤琢雄艦長）が

11 月 25 日フリーマントルに入港し、空路

オーストラリア入りした隊員、追加の支援

物資を載せ 30 日、南極昭和基地を目指し

出港した。

　「しらせ」は 12 月下旬から１月上旬にか

けて昭和基地沖に接

岸し、第 53 次越冬隊

は現在越冬中の第 52

次隊と来年２月に業

務を交代し越冬観測

を行う。

　 ま た 今 回 は、 オ ー

ストラリア政府の要

請 に よ り、 同 国 モ ー

ソン基地の沖合の海

氷を切り開く支援も

行 う。 モ ー ソ ン 基 地

周辺は厚い海氷に覆

多くの聴衆がつめかけ、バラエ

ティー豊かなパフォーマンスに

聴き入った。

　特別講演会では、福島県から

来 豪 中 の「 子 ど も の 笑 顔 THE 

BIG K.I.S.S. PROJECT」のメンバー

が被災の経験やその後の活動の

様子を、フリーマントルに寄港

中の南極観測船（砕氷艦）「しら

せ」に乗船している海上自衛官

が震災救助、救難活動について

語ってくれた。また被災地に関

する写真展示や、被災者にクリ

スマスカードを送る「おたより

プロジェクト」など、その周知

と支援の呼びかけが行われた。

　その他、屋外ステージではパー

ス日本人学校児童・生徒が十八

番の「南中ソーラン」を披露。

また、南極観測隊員による「南

極クイズ大会」など、オースト

ラリアに住む者にとって貴重な

体験のできる一幕もあった。

な資源需要が高まる中、富が集中する大手

資源企業の超過利潤を新税で徴収し、年金

の増額や法人税の減税、インフラ投資の拡

大を通じて国内経済全体に還元する狙いも

ある。

　新税をめぐっては、ラッド前首相が昨

年５月、すべての資源事業の超過利潤に

40％の税を課す構想を発表。業界側が猛

反発して支持率が急落し、翌６月の退陣 

の一因となった。政権を引き継いだギラー

ド首相は税率を下げ、課税対象事業を絞

るなど譲歩案を提示して資源大手企業と

合意した。

われ、オーストラリアの観測船「オーロラ・

オーストラリス」が近づくことができない

状態が続き、燃料補給や物資輸送ができな

いでいる。

　帰国する 53 次夏隊と 52 次越冬隊らを乗

せた「しらせ」は、来年２月下旬から 10

日間ほどをかけて海氷の切り開きを実施

し、フリーマントル経由で日本へ向かう。

　主催者代表は、「天気にも恵まれ、大勢

の方にご来場いただき、募金も目標を上回

ることができました。地元の日本人コミュ

ニティーがひとつとなってくださったおか

げで、イベントを成功裏に終えることがで

きました。ご協力いただきました団体、出

店者、出演者、また 100 名超のボランティ

アの皆さま、そして当日会場に足を運んで

いただいた全ての皆さまに心よりお礼を申

し上げます」と語った。

　なお当日の入場料、ブース出店料からの

収益、会場で集められた募金は全て東日本

大震災の義援金として、サポートネット虹

の会を通じて日本赤十字社の東日本大震災

窓口に送金される。
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【
シ
ド
ニ
ー
11
月
21
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
議
会
の

下
院
は
21
日
、
喫
煙
率
を
下
げ
る

た
め
、
国
内
で
販
売
さ
れ
る
た
ば

こ
の
箱
か
ら
宣
伝
色
を
一
掃
す
る

「
世
界
初
」（
豪
政
府
）
の
反
喫
煙

法
案
を
可
決
し
た
。
既
に
上
院
も

通
過
し
て
お
り
、
総
督
の
同
意
を

経
て
近
く
成
立
す
る
。
た
ば
こ
業

者
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、
来
年
12
月

か
ら
ロ
ゴ
や
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
、

宣
伝
文
句
な
ど
を
箱
か
ら
排
除
す

る
よ
う
規
制
さ
れ
る
。

　
業
界
側
は
知
的
財
産
権
の
侵
害

な
ど
と
反
発
。
米
た
ば
こ
大
手
フ
ィ

リ
ッ
プ
・
モ
リ
ス
の
ア
ジ
ア
法
人

（
香
港
）
は
同
日
、
国
連
国
際
商
取

引
法
委
員
会
の
仲
裁
規
則
に
基
づ

い
て
法
的
措
置
の
手
続
き
を
始
め

た
と
発
表
し
、
巨
額
の
賠
償
請
求
も

辞
さ
な
い
方
針
を
示
し
た
。

　
政
府
側
は
「
利
益
を
守
る
た
め

に
戦
う
業
者
側
に
対
し
、
わ
れ
わ

れ
は
国
民
の
命
を
守
る
た
め
に
戦

う
」
と
一
歩
も
引
か
な
い
構
え
だ
。

　
反
喫
煙
法
は
、
健
康
被
害
を
連

想
さ
せ
る
写
真
や
警
告
文
を
大
き

く
印
刷
す
る
こ
と
も
要
求
。
銘
柄

名
は
規
定
の
フ
�
ン
ト
や
色
を
使

い
、
定
め
ら
れ
た
位
置
に
目
立
た

な
く
表
示
さ
れ
る
。

　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ
リ
ス
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
「
マ
ー
ル
ボ
ロ
」
な

ど
の
銘
柄
の
た
ば
こ
を
販
売
し
て

い
る
。

【
ヌ
サ
ド
�
ア
11
月
19
日
共
同
】

　
野
田
佳
彦
首
相
は
19
日
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
で
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ギ
ラ
ー
ド
首
相
と
会
談

し
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
中

断
し
て
い
る
両
国
間
の
経
済
連
携

協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交
渉
に
つ
い
て

来
月
再
開
す
る
方
針
で
一
致
し
た
。

　
野
田
首
相
は
環
太
平
洋
連
携
協

定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
へ
の
日
本
の

参
加
方
針
を
伝
え
「
協
力
を
得
た

い
」
と
要
請
。
ギ
ラ
ー
ド
氏
は
歓

迎
す
る
意
向
を
示
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
９
カ
国

の
一
つ
。

　
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
野
田
首
相
は「
高

い
レ
ベ
ル
の
自
由
化
を
目
指
し
交
渉

を
進
め
た
い
。
双
方
の
関
心
事
項
を

真
剣
に
検
討
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
表
明
し
た
米

海
兵
隊
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
駐
留
方

針
を
踏
ま
え
安
全
保
障
分
野
の
協
力

強
化
に
つ
い
て
も
協
議
。
日
豪
双
方

の
外
務
、
防
衛
担
当
閣
僚
に
よ
る
協

議
（
２
プ
ラ
ス
２
）
を
早
期
に
開
催

す
る
こ
と
で
も
合
意
し
た
。

【
キ
ャ
ン
ベ
ラ
11
月
16
日
共
同
】

　
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
16
日
、
就

任
後
初
め
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
訪

問
、
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
ギ
ラ
ー
ド

首
相
と
会
談
し
た
。
両
首
脳
は
会 

談
後
の
共
同
記
者
会
見
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
北
部
に
米
海
兵
隊
を
駐
留

さ
せ
る
方
針
を
発
表
し
た
。
将
来
的

に
２
５
０
０
人
規
模
に
ま
で
拡
大
さ

せ
る
。
最
前
線
で
戦
闘
任
務
を
受
け

持
つ
海
兵
隊
を
置
く
こ
と
で
、
南
シ

ナ
海
で
海
洋
権
益
拡
大
を
狙
う
中
国

を
け
ん
制
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　
米
豪
両
政
府
に
よ
る
と
、
来
年
半

ば
を
め
ど
に
２
０
０
〜
２
５
０
人

の
海
兵
隊
員
を
配
置
し
、
段
階
的
に

増
強
し
て
い
く
方
針
。
両
国
空
軍
の

軍
事
交
流
も
増
や
す
。
米
国
独
自
の

基
地
は
建
設
せ
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
軍
事
施
設
を
利
用
す
る
。

　
オ
バ
マ
氏
は
会
見
で
「
わ
れ
わ

れ
は
平
和
的
な
中
国
の
台
頭
を
歓

迎
す
る
」
と
述
べ
た
上
で
「
大
国

に
は
責
任
も
伴
う
」
と
強
調
、
南

シ
ナ
海
で
周
辺
国
と
摩
擦
を
引
き

起
こ
し
て
い
る
中
国
に
問
題
解
決

へ
の
努
力
を
促
し
た
。

　
中
国
外
務
省
の
劉
為
民
報
道
局
参

事
官
は
16
日
の
記
者
会
見
で
「
国
際

経
済
が
低
迷
し
て
い
る
状
況
下
で
、

軍
事
同
盟
強
化
は
時
宜
に
か
な
っ
た

行
動
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
、
事
実
上

反
対
す
る
姿
勢
を
表
明
し
た
。

　
米
国
防
総
省
に
よ
る
と
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
国
内
の
米
兵
駐
留
規
模
は

６
月
末
時
点
で
約
１
８
０
人
。
海
兵

隊
は
う
ち
25
人
で
、
本
格
的
駐
留
は

初
め
て
と
な
る
。
ど
こ
か
ら
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
展
開
す
る
か
は
不
明
。

日
本
に
は
現
在
、
約
１
万
７
千
人
の

海
兵
隊
が
駐
留
し
て
い
る
。

　
ロ
ー
ズ
米
大
統
領
副
補
佐
官
は
16

日
、
海
兵
隊
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
駐

留
に
つ
い
て
「
日
本
や
他
の
北
東
ア

ジ
ア
の
米
軍
（
の
役
割
）
に
取
っ
て

代
わ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
、

在
沖
縄
海
兵
隊
の
移
転
計
画
な
ど
に

は
影
響
し
な
い
と
説
明
し
た
。

　
今
年
は
米
豪
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
相
互
安
全
保
障
条
約
（
ア
ン
ザ

ス
条
約
）
締
結
60
周
年
。
両
首
脳
は

安
全
保
障
面
で
の
協
力
促
進
を
確
認

し
た
ほ
か
、環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
を
含
む
通
商
課
題
な
ど
も
話

し
合
っ
た
。

　
オ
バ
マ
氏
は
17
日
に
米
政
府
の

ア
ジ
ア
太
平
洋
政
策
に
つ
い
て
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
議
会
で
演
説
し
た

後
、
海
兵
隊
の
駐
留
先
と
な
る
北
部

特
別
地
域
（
準
州
）
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン

を
訪
れ
る
。

　
オ
バ
マ
氏
は
昨
年
、
米
医
療
保
険

改
革
法
案
や
メ
キ
シ
コ
湾
の
原
油
流

出
事
故
へ
の
対
応
の
た
め
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
訪
問
を
２
回
中
止
し
た
。

【
シ
ド
ニ
ー
10
月
29
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
航
空
大
手

カ
ン
タ
ス
航
空
は
29
日
、
現
地
時
間

の
同
日
夕
か
ら
全
て
の
国
際
線
、
国

内
線
の
運
航
を
停
止
し
た
と
発
表
し

た
。
労
働
組
合
に
よ
る
断
続
的
な
ス

ト
ラ
イ
キ
に
対
す
る
異
例
の
対
抗
措

置
。
日
本
か
ら
の
観
光
客
を
含
め
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
空
の
便
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
ロ
イ
タ
ー
通
信
な
ど
に
よ
る
と
、

ギ
ラ
ー
ド
首
相
は
同
国
の
経
済
に
悪

影
響
を
与
え
か
ね
な
い
と
懸
念
を
表

明
。
労
働
組
合
は
報
酬
や
コ
ス
ト
削

減
計
画
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
お

り
、
政
府
は
労
使
間
の
仲
介
に
乗
り

出
し
た
。

　
運
航
停
止
は
労
使
交
渉
が
ま
と
ま

る
ま
で
続
く
可
能
性
が
あ
る
。
カ
ン

タ
ス
は
代
金
の
払
い
戻
し
な
ど
に
は

応
じ
る
方
針
で
、
今
回
の
措
置
に

よ
る
損
害
は
１
日
当
た
り
２
千
万

豪
ド
ル
（
約
16
億
円
）
に
上
る
と

見
積
も
っ
て
い
る
。
傘
下
の
格
安

航
空
会
社
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
航
空

は
通
常
通
り
運
航
を
続
け
る
。

　
カ
ン
タ
ス
内
で
は
最
近
、
パ
イ
ロ

ッ
ト
な
ど
が
加
入
す
る
三
つ
の
労

働
組
合
と
の
労
使
交
渉
が
も
つ
れ
、

断
続
的
に
ス
ト
が
実
施
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
影
響
で
既
に
６
０
０
便
以

上
が
欠
航
、
約
７
万
人
に
影
響
が
出

て
お
り
、
被
害
総
額
は
６
８
０
０
万

豪
ド
ル
に
達
し
た
と
い
う
。

【
11
月
19
日
共
同
】

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ば
、
そ
こ
に

異
世
界
が
待
ち
受
け
て
い
る
。
摩

訶
不
思
議
な
風
景
に
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
生
き
物
た
ち
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
シ
ョ
ー
ン
・
タ
ン
さ
ん
が
描

く
絵
本
は
、
Ｓ
Ｆ
的
な
物
語
で
あ

り
な
が
ら
、
ど
こ
か
童
話
の
よ
う

な
懐
か
し
さ
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
世
界
中
が
絶
賛
し
た
「
ア
ラ
イ

バ
ル
」
は
、
文
字
が
一
切
な
く
、

繊
細
な
タ
ッ
チ
の
絵
が
雄
弁
に
物

語
る
。
家
族
の
た
め
に
見
知
ら
ぬ

町
で
新
た
な
す
み
か
を
探
し
求
め

る
主
人
公
の
姿
は
、
日
本
で
も
大

き
な
感
動
を
呼
ん
だ
。

　
物
語
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
「
自

分
自
身
や
実
体
験
を
反
映
さ
せ
て

い
る
」
と
い
う
タ
ン
さ
ん
。
作
品

に
は
、
彼
の
生
い
立
ち
が
多
大
に

影
響
し
て
い
る
。

　
父
は
中
国
系
マ
レ
ー
シ
ア
人
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
「
移
民
」
と

し
て
生
ま
れ
育
っ
た
タ
ン
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
古
里
も
異
世
界
だ
っ

た
。「
ア
ジ
ア
的
な
慣
習
や
文
化

は
自
宅
の
中
だ
け
。
一
歩
外
に
出

る
と
違
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
幼
少

か
ら
『
異
質
な
も
の
』
に
強
い
興

味
が
あ
っ
た
」

　
日
本
の
芸
術
文
化
に
も
関
心
が
高

か
っ
た
。
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
て
い

た
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
に
興
奮
し
、
日

本
製
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
お
も
ち
ゃ
に
夢

中
に
な
っ
た
。
父
か
ら
教
わ
っ
た
折

り
鶴
は
、「
ア
ラ
イ
バ
ル
」
で
重
要

な
ア
イ
テ
ム
と
し
て
登
場
す
る
。

　
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
将

来
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
き
、
宮

崎
駿
監
督
の
映
画
に
救
わ
れ
た
。「
宮

崎
さ
ん
の
作
品
に
影
響
を
受
け
た
わ

け
で
は
な
い
が
、
あ
る
時
、
ア
イ
デ

ア
が
私
の
作
品
と
似
て
い
る
点
が

多
々
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
れ

で
自
分
の
方
向
性
は
間
違
っ
て
い

な
か
っ
た
と
自
信
を
持
て
た
ん
で

す
」

　
新
作
「
遠
い
町
か
ら
来
た
話
」

（
河
出
書
房
新
社
）
は
、
実
に
多

彩
な
作
品
が
並
ん
だ
短
編
集
だ
。

一
見
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
物
語
で

も
、
痛
烈
な
風
刺
が
効
い
て
い

る
。「
政
府
が
本
当
に
市
民
の
た

め
に
役
立
っ
て
い
る
の
か
疑
問
に

思
う
。
こ
の
作
品
で
は
権
威
を
や

ゆ
し
た
描
き
方
を
し
て
い
ま
す
」

　
舞
台
や
映
画
の
製
作
も
手
掛
け

る
タ
ン
さ
ん
。
監
督
を
務
め
た「
Ｔ

ｈ
ｅ
　
Ｌ
ｏ
ｓ
ｔ
　
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ

ｇ
」
は
、
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
短

編
ア
ニ
メ
賞
を
受
賞
。
物
語
だ
け

で
な
く
、
そ
の
マ
ル
チ
な
才
能
で

世
界
を
圧
倒
し
て
い
る
。

日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
、
来
月
再
開

野
田
首
相
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
協
力
要
請

米
海
兵
隊
、
豪
北
部
駐
留
へ

　
将
来
は
２
５
０
０
人
規
模

安
保
協
力
拡
大
、
中
国
け
ん
制

豪
カ
ン
タ
ス
、
全
便
運
航
停
止

労
使
対
立
で
、
首
相
も
懸
念

た
ば
こ
の
箱
か
ら
宣
伝
一
掃

豪
、「
世
界
初
」
の
法
案
可
決

「
移
民
」
が
生
ん
だ
異
世
界

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
シ
ョ
ー
ン
・
タ
ン
さ
ん
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【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
10
月
26
日
共
同
】

　
国
連
人
口
基
金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）

は
26
日
、
世
界
の
人
口
が
31
日
に

70
億
人
に
達
す
る
と
の
予
測
を
示

し
た
２
０
１
１
年
版
「
世
界
人
口

白
書
」
を
発
表
し
た
。
60
歳
以
上

の
人
口
は
８
億
９
３
０
０
万
人
（
全

体
の
13
％
）
で
、
世
界
人
口
が

93
億
人
と
な
る
２
０
５
０
年
に
は

24
億
人
（
同
26
％
）
に
増
加
す
る

見
通
し
。
人
口
増
や
貧
困
、
食
料

不
足
な
ど
と
と
も
に
高
齢
化
の
進

行
が
地
球
規
模
の
課
題
と
な
り
そ

う
だ
。

　
白
書
に
よ
る
と
、
11
年
の
世

界
推
計
人
口
の
う
ち
ア
ジ
ア
は

60
％
を
占
め
42
億
人
。
人
口
が
最

も
多
い
国
は
昨
年
に
続
き
中
国
の

13
億
５
千
万
人
、
次
い
で
イ
ン
ド

が
12
億
４
千
万
人
で
、
経
済
発
展

が
著
し
い
両
国
が
「
人
口
大
国
」

と
し
て
突
出
し
て
い
る
。

　
以
下
米
国
（
３
億
１
千
万
人
）、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
２
億
４
千
万

人
）
で
、
日
本
は
同
推
計
値
で
は

１
億
２
６
５
０
万
人
で
昨
年
と
同

じ
10
位
。

　
イ
ン
ド
は
21
年
に
人
口
が
14
億

人
に
達
し
、
中
国
を
抜
き
１
位
と

な
る
見
通
し
。
中
国
は
20
年
代
後

半
、
イ
ン
ド
は
60
年
代
前
半
に
人

口
増
が
止
ま
る
と
推
測
し
て
い
る
。

　
現
在
ア
フ
リ
カ
は
10
億
人
だ
が
、

２
１
０
０
年
に
は
36
億
人
に
急
増

す
る
と
推
計
。
国
連
の
人
口
担
当

幹
部
に
よ
る
独
自
の
試
算
と
し
て

「
高
出
生
率
が
続
け
ば
、
２
３
０
０

年
に
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
だ
け
で
人

口
が
３
兆
１
千
億
人
に
達
す
る
」

と
の
見
方
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
発
展
途
上
国
で
の
著
し
い
人
口

増
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
は
性

教
育
や
家
族
計
画
の
取
り
組
み
の

浸
透
を
求
め
る
と
と
も
に
、
各
国

で
の
調
査
か
ら
出
生
率
低
下
は
女

性
の
教
育
や
地
位
向
上
が
重
要
な

要
因
と
指
摘
し
た
。

　
世
界
人
口
の
増
加
率
は
10
〜
15

年
の
推
定
値
で
年
平
均
１
・
１
％
。

女
性
１
人
が
生
涯
に
産
む
子
ど
も

の
推
定
人
数
を
示
す
合
計
特
殊
出

生
率
は
同
時
期
の
推
定
値
平
均
で
、

先
進
国
は
１
・
７
（
日
本
は
１
・
４
）

だ
が
、
サ
ハ
ラ
以
南
の
ア
フ
リ
カ

諸
国
は
４
・
８
。

　
世
界
人
口
は
１
９
８
７
年
に

50
億
人
に
達
し
、
99
年
に
60
億
人

を
突
破
し
た
。

WORLD NEWS

【
バ
ン
コ
ク
11
月
３
日
共
同
】

　「
50
年
に
一
度
」
の
大
洪
水
に

見
舞
わ
れ
た
タ
イ
。
各
地
で
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
量
の

水
が
押
し
寄
せ
る
中
、
首
都
バ
ン

コ
ク
で
は
タ
イ
人
の
国
民
性
と

い
わ
れ
る
「
マ
イ
ペ
ン
ラ
イ
（
気

に
し
な
い
）
」
気
質
が
至
る
所
に

垣
間
見
え
る
。
氾
濫
す
る
川
で
魚

釣
り
、
水
に
つ
か
っ
た
ま
ま
食
料

を
売
る
屋
台
、
そ
れ
を
買
い
に
来

る
客
�
。
大
災
害
を
た
く
ま
し
く

乗
り
切
ろ
う
と
す
る
庶
民
の
姿

を
追
っ
た
。

　
▽
に
ぎ
わ
い

　
観
光
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
バ

ン
コ
ク
の
仏
教
寺
院
ワ
ッ
ト
・
プ

ラ
ケ
オ
（
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
）
の

前
に
あ
る
船
着
き
場
。
チ
ャ
オ
プ

ラ
ヤ
川
か
ら
あ
ふ
れ
た
水
の
通
り

道
と
な
り
な
が
ら
も
、
焼
き
そ
ば

や
果
物
な
ど
を
売
る
約
40
の
屋
台

と
客
で
に
ぎ
わ
う
。

　「
店
を
閉
め
る
理
由
は
な
い
。
洪

水
に
は
慣
れ
て
い
る
か
ら
気
に
し

な
い
」。
麺
を
売
る
屋
台
を
出
す

女
性
パ
イ
ラ
オ
・
プ
ン
ウ
ッ
ト
さ

ん
（
56
）
は
、
流
れ
る
水
に
両
足

を
膝
下
ま
で
浸
し
た
ま
ま
笑
い
飛

ば
し
た
。

　
生
ま
れ
も
育
ち
も
川
の
そ
ば
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
川
の
表
情
が
変
わ

る
の
を
見
て
き
た
。
洪
水
で
屋
台

か
ら
１
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
川

沿
い
に
あ
る
平
屋
の
自
宅
が
胸
ま

で
浸
水
し
た
た
め
、
母
親
と
２
人

の
子
ど
も
ら
計
５
人
で
屋
台
に
避

難
。
あ
ふ
れ
た
水
で
体
を
洗
い
、

夜
は
屋
台
の
テ
ー
ブ
ル
を
ベ
ッ
ド

に
し
て
寝
る
。

　
洪
水
で
１
日
４
千
バ
ー
ツ
（
約

１
万
円
）
だ
っ
た
売
り
上
げ
は
半
分

に
。
そ
れ
で
も
「
誰
か
が
店
を
閉
め

れ
ば
、
こ
っ
ち
は
チ
ャ
ン
ス
」
と
強

気
の
姿
勢
。
材
料
を
調
達
す
る
対
岸

の
市
場
が
閉
ま
る
ま
で
は
屋
台
を

続
け
る
つ
も
り
だ
。

　
▽
東
洋
の
ベ
ニ
ス

　
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
だ
が
、
元
来
、

氾
濫
に
よ
り
田
ん
ぼ
に
養
分
を
も

た
ら
し
、
肥
沃
な
土
地
を
育
ん
で

き
た
。
上
流
域
の
地
方
で
は
、
人
々

は
氾
濫
を
前
提
に
高
床
式
の
家
に

住
み
、
家
に
小
舟
を
つ
な
い
で
洪

水
に
備
え
た
。

　
バ
ン
コ
ク
も
か
つ
て
は
「
東
洋

の
ベ
ニ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
運
河
の

町
。
町
中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
運

河
に
日
用
品
や
食
べ
物
を
売
る
舟

が
往
来
し
、
人
々
は
生
活
用
水
と

し
て
運
河
の
水
を
利
用
、
水
と
と

も
に
生
き
て
き
た
。

　
タ
イ
の
事
情
に
詳
し
い
東
京
外

国
語
大
大
学
院
の
宇
戸
清
治
教
授

は
「
タ
イ
人
は
洪
水
に
は
慣
れ
て

お
り
、
む
し
ろ
干
ば
つ
を
恐
れ
て

い
る
。
今
年
は
例
年
よ
り
水
量
が

多
い
だ
け
だ
と
受
け
止
め
て
い
る

の
で
は
」
と
話
す
。

　
▽
籠
城

【
バ
ン
コ
ク
11
月
14
日
共
同
】

　「
笑
顔
の
人
、
あ
り
が
と
う
」。
ト

ル
コ
東
部
で
起
き
た
10
月
の
大
規

模
地
震
の
支
援
で
駆
け
付
け
、
９
日

の
別
の
地
震
で
死
亡
し
た
東
京
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
難
民
を
助
け
る
会
」

メ
ン
バ
ー
の
宮
崎
淳
さ
ん
（
41
）
＝

大
分
市
出
身
。
宮
崎
さ
ん
が
支
援
物

資
を
届
け
た
村
々
は
厳
し
い
冬
を

迎
え
な
が
ら
も
、
そ
の
死
を
悼
み
、

語
り
継
ご
う
と
す
る
動
き
が
始
ま

っ
て
い
た
。

　
宮
崎
さ
ん
が
ホ
テ
ル
倒
壊
に
巻

き
込
ま
れ
た
東
部
ワ
ン
か
ら
車
で

約
30
分
。
デ
ィ
ベ
ク
ド
ズ
村
は
12

日
、
激
し
い
吹
雪
に
包
ま
れ
て
い

た
。
10
月
の
地
震
で
は
少
数
民
族
ク

ル
ド
人
の
村
人
約
３
０
０
人
の
う

ち
11
人
が
死
亡
。
泥
れ
ん
が
の
住
宅

45
棟
が
倒
壊
し
た
。

　
10
月
の
地
震
は
イ
ス
ラ
ム
教
の

祝
祭
「
犠
牲
祭
」
の
直
前
。
村
の
宗

教
指
導
者
セ
ブ
デ
ィ
さ
ん
（
27
）
は

「
祭
り
で
肉
を
食
べ
る
の
が
１
年
で

最
大
の
楽
し
み
だ
っ
た
が
、
地
震
で

家
畜
が
死
ん
で
不
可
能
に
。
そ
ん
な

時
に
や
っ
て
来
た
の
が
宮
崎
さ
ん

だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
宮
崎
さ
ん
や
、
ホ
テ
ル
倒
壊
現
場

か
ら
救
出
さ
れ
た
近
内
み
ゆ
き
さ

ん
＝
福
島
県
石
川
町
出
身
＝
ら
は
、

ワ
ン
周
辺
の
村
々
に
支
援
物
資
を

届
け
た
。
同
村
も
そ
の
一
つ
で
、
村

に
は
米
や
食
用
油
の
ほ
か
、
肉
約
50

キ
ロ
が
届
い
た
と
い
う
。
村
人
の
ア

サ
ト
・
ウ
ス
ヒ
ダ
ン
さ
ん
（
51
）
は

「
や
っ
と
肉
が
食
べ
ら
れ
た
。
日
本

は
同
じ
地
震
国
。
わ
た
し
た
ち
の
苦

し
み
を
分
か
っ
て
く
れ
た
」
と
目

を
潤
ま
せ
て
話
し
た
。「
彼
の
死
が
、

と
て
も
悲
し
い
」

　
宮
崎
さ
ん
は
支
援
の
一
方
で
、
子

ど
も
た
ち
と
遊
び
、
村
人
の
写
真

を
撮
影
し
て
交
流
。「
い
つ
も
笑
顔

で
、
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
っ
て
く
れ

た
よ
」
と
ウ
ス
ヒ
ダ
ン
さ
ん
の
息
子

バ
ラ
ム
君
（
10
）。
日
本
人
名
は
発

音
が
難
し
く
、
村
人
は
宮
崎
さ
ん
を

「
笑
顔
の
人
」
な
ど
の
愛
称
で
呼
ん

で
い
た
と
い
う
。

　
村
人
の
年
収
は
２
千
ト
ル
コ
リ

ラ
（
約
８
万
７
千
円
）
程
度
と
貧
し

い
。
村
を
歩
い
て
い
る
と
「
彼
の
た

め
に
祈
り
た
い
」
と
次
々
と
声
が
掛

か
る
。

　
村
長
の
ア
リ
・
カ
ル
タ
さ
ん

（
66
）
は
「
宮
崎
さ
ん
ら
は
、
遠
い

国
か
ら
小
さ
な
村
を
助
け
て
く
れ

た
。
そ
の
心
を
わ
た
し
た
ち
は
決
し

て
忘
れ
な
い
。
復
興
す
る
村
の
建
物

に
、
そ
の
名
前
を
付
け
る
つ
も
り

だ
」
と
力
強
く
話
し
た
。

に
し
た
。

　
意
見
公
募
で
外
国
政
府
が
見
解

表
明
す
る
の
は
極
め
て
異
例
で
、
日

本
の
加
盟
に
対
す
る
関
心
の
高
さ

を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
他
は
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

４
カ
国
。
法
務
、
外
務
両
省
が
関
連

法
案
の
中
間
案
を
ま
と
め
た
の
を

受
け
、
両
省
が
９
月
末
か
ら
１
カ
月

間
実
施
し
た
意
見
公
募
に
、
在
京
の

【
バ
ン
コ
ク
11
月
８
日
共
同
】

　
国
際
結
婚
が
破
綻
し
た
夫
婦
間

の
子
ど
も
の
扱
い
を
定
め
た
「
ハ
ー

グ
条
約
」
加
盟
を
め
ぐ
る
日
本
政
府

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公

募
）
に
、
米
国
や
カ
ナ
ダ
な
ど
６

カ
国
の
政
府
が
共
同
で
子
ど
も
を

連
れ
出
し
た
側
に
有
利
に
な
ら
な

い
よ
う
国
内
法
整
備
を
求
め
る
意

見
書
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
８
日
、

分
か
っ
た
。
政
府
関
係
者
が
明
ら
か

カ
ナ
ダ
大
使
館
が
代
表
し
て
提
出

し
た
。

　
中
間
案
で
は
、
連
れ
出
し
た
子

ど
も
の
返
還
要
求
を
拒
否
で
き
る

条
件
に
つ
い
て
①
国
外
に
連
れ
出

し
た
の
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
が

理
由
②
返
還
し
て
も
責
任
を
持
っ

て
養
育
で
き
る
人
が
い
な
い
上
、

連
れ
出
し
た
配
偶
者
も
元
の
国
か

ら
刑
事
訴
追
さ
れ
、
戻
れ
ば
拘
束

さ
れ
る—

と
規
定
。

　
６
カ
国
の
意
見
書
は
ハ
ー
グ
条

約
で
は
返
還
を
拒
否
で
き
る
の
は

親
か
ら
の
虐
待
な
ど
で
「
子
ど
も
に

重
大
な
危
険
が
及
ぶ
場
合
」
と
し
て

い
る
と
指
摘
。
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

な
ど
は
拒
否
の
理
由
に
な
ら
ず
、
中

間
案
は
条
約
を
逸
脱
し
て
い
る
と

し
て
、
条
約
順
守
を
訴
え
て
い
る
。

　
野
田
佳
彦
首
相
は
９
月
の
日
米

首
脳
会
談
で
早
期
加
盟
を
約
束
。
来

年
の
通
常
国
会
に
条
約
の
承
認
案

と
関
連
法
案
が
提
出
さ
れ
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

　
大
量
の
水
が
流
れ
込
み
、
既
に

危
険
地
帯
と
な
っ
た
土
地
の
ま

っ
た
だ
中
で
踏
ん
張
る
庶
民
も

い
る
。

　
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
た
バ
ン
コ

ク
北
部
サ
イ
マ
イ
地
区
で
は
、
約

２
０
０
戸
が
立
ち
並
ぶ
新
興
住
宅

地
も
70
セ
ン
チ
以
上
冠
水
。
水
位

は
日
ご
と
に
増
し
避
難
者
が
続
出

し
た
。

　
７
年
前
に
こ
の
住
宅
地
に
移
っ

て
き
た
無
職
女
性
オ
ー
ラ
パ
ッ
ト
・

プ
ロ
ム
テ
ー
ト
さ
ん
（
43
）
は
２

階
建
て
の
自
宅
の
１
階
部
分
が
浸

水
し
た
が
、
空
き
巣
と
家
の
様
子

が
気
掛
か
り
で
籠
城
を
決
意
。
同

居
の
妹
と
協
力
し
て
コ
メ
や
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
、
飲
料
水
を
買
い

込
み
、
冷
蔵
庫
は
階
段
の
踊
り
場

に
移
し
て
２
階
で
調
理
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

　
下
水
の
悪
臭
が
漂
う
が
「
も
っ

と
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
人
が

た
く
さ
ん
い
る
。
で
き
る
こ
と
は

自
分
た
ち
で
頑
張
る
」
と
オ
ー
ラ

パ
ッ
ト
さ
ん
。「
家
を
出
て
も
避
難

所
の
世
話
に
は
な
ら
な
い
」
と
力

を
込
め
た
。

世
界
人
口
70
億
人
に

地
球
規
模
の
高
齢
化
予
測

国
連
機
関
が
白
書

ハ
�
グ
条
約
加
盟
で
意
見
書

米
な
ど
６
カ
国
が
日
本
に

困
難
に
も
た
く
ま
し
く 

﹁
気
に
し
な
い
﹂
の
国
民
性

「
笑
顔
の
人
」
語
り
継
ぐ
村

ト
ル
コ
東
部
、
宮
崎
さ
ん
支
援
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し
み
を
分
か
っ
て
く
れ
た
」
と
目

を
潤
ま
せ
て
話
し
た
。「
彼
の
死
が
、

と
て
も
悲
し
い
」

　
宮
崎
さ
ん
は
支
援
の
一
方
で
、
子

ど
も
た
ち
と
遊
び
、
村
人
の
写
真

を
撮
影
し
て
交
流
。「
い
つ
も
笑
顔

で
、
た
く
さ
ん
写
真
を
撮
っ
て
く
れ

た
よ
」
と
ウ
ス
ヒ
ダ
ン
さ
ん
の
息
子

バ
ラ
ム
君
（
10
）。
日
本
人
名
は
発

音
が
難
し
く
、
村
人
は
宮
崎
さ
ん
を

「
笑
顔
の
人
」
な
ど
の
愛
称
で
呼
ん

で
い
た
と
い
う
。

　
村
人
の
年
収
は
２
千
ト
ル
コ
リ

ラ
（
約
８
万
７
千
円
）
程
度
と
貧
し

い
。
村
を
歩
い
て
い
る
と
「
彼
の
た

め
に
祈
り
た
い
」
と
次
々
と
声
が
掛

か
る
。

　
村
長
の
ア
リ
・
カ
ル
タ
さ
ん

（
66
）
は
「
宮
崎
さ
ん
ら
は
、
遠
い

国
か
ら
小
さ
な
村
を
助
け
て
く
れ

た
。
そ
の
心
を
わ
た
し
た
ち
は
決
し

て
忘
れ
な
い
。
復
興
す
る
村
の
建
物

に
、
そ
の
名
前
を
付
け
る
つ
も
り

だ
」
と
力
強
く
話
し
た
。

カ
ナ
ダ
大
使
館
が
代
表
し
て
提
出

し
た
。

　
中
間
案
で
は
、
連
れ
出
し
た
子

ど
も
の
返
還
要
求
を
拒
否
で
き
る

条
件
に
つ
い
て
①
国
外
に
連
れ
出

し
た
の
は
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
が

理
由
②
返
還
し
て
も
責
任
を
持
っ

て
養
育
で
き
る
人
が
い
な
い
上
、

連
れ
出
し
た
配
偶
者
も
元
の
国
か

ら
刑
事
訴
追
さ
れ
、
戻
れ
ば
拘
束

さ
れ
る—

と
規
定
。

　
６
カ
国
の
意
見
書
は
ハ
ー
グ
条

約
で
は
返
還
を
拒
否
で
き
る
の
は

親
か
ら
の
虐
待
な
ど
で
「
子
ど
も
に

重
大
な
危
険
が
及
ぶ
場
合
」
と
し
て

い
る
と
指
摘
。
配
偶
者
か
ら
の
暴
力

な
ど
は
拒
否
の
理
由
に
な
ら
ず
、
中

間
案
は
条
約
を
逸
脱
し
て
い
る
と

し
て
、
条
約
順
守
を
訴
え
て
い
る
。

　
野
田
佳
彦
首
相
は
９
月
の
日
米

首
脳
会
談
で
早
期
加
盟
を
約
束
。
来

年
の
通
常
国
会
に
条
約
の
承
認
案

と
関
連
法
案
が
提
出
さ
れ
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

JAPAN NEWS

【
11
月
21
日
共
同
】

　
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
サ
リ
ン

を
製
造
し
た
殺
人
罪
な
ど
に
問
わ

れ
て
一
、
二
審
で
死
刑
と
さ
れ
、

オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
の
刑
事
裁
判

で
最
後
と
な
っ
た
元
幹
部
遠
藤
誠

一
被
告
（
51
）
の
上
告
審
判
決
で
、

最
高
裁
第
１
小
法
廷
（
金
築
誠
志

裁
判
長
）
は
21
日
、
被
告
側
の
上

告
を
棄
却
し
た
。
松
本
智
津
夫
死

刑
囚
（
56
）
＝
教
祖
名
麻
原
彰
晃

＝
ら
に
続
く
13
人
目
の
死
刑
が
確

定
す
る
。
１
９
９
５
年
３
月
の
教

団
へ
の
強
制
捜
査
か
ら
16
年
８
カ

月
を
経
て
、
計
１
８
９
人
が
起
訴

さ
れ
た
一
連
の
裁
判
が
事
実
上
全

て
終
結
し
た
。

　
刑
事
訴
訟
法
は
、
死
刑
の
執
行

は
共
犯
者
の
刑
が
確
定
す
る
ま
で

行
わ
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
お

り
、
裁
判
終
結
に
よ
っ
て
執
行
を

め
ぐ
る
議
論
が
加
速
し
そ
う
だ
。

　
被
告
側
は
刑
訴
法
に
基
づ
き
、

判
決
翌
日
か
ら
10
日
以
内
に
判
決

訂
正
申
し
立
て
の
手
続
き
が
で
き

る
が
、
量
刑
が
覆
っ
た
例
は
な
く
、

退
け
ら
れ
れ
ば
遠
藤
被
告
の
判
決

が
確
定
す
る
。

　
判
決
は
一
連
の
事
件
を
「
教
団

の
組
織
防
衛
を
目
的
に
、
法
治
国

家
へ
の
挑
戦
と
し
て
組
織
的
、
計

画
的
に
行
わ
れ
、
反
社
会
的
で
人

命
軽
視
も
甚
だ
し
い
」
と
批
判
。

「
地
下
鉄
、
松
本
両
サ
リ
ン
事
件

で
は
多
数
の
死
者
を
出
し
、
残
虐

で
非
人
道
的
な
犯
行
は
比
類
が
な

く
、
遺
族
や
今
な
お
健
康
被
害
に

苦
し
む
負
傷
者
の
被
害
感
情
は
極

め
て
厳
し
い
」
と
指
摘
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
遠
藤
被
告
に
つ
い

て
「
科
学
的
知
識
を
悪
用
し
、
地

下
鉄
事
件
の
サ
リ
ン
製
造
を
主
体

的
に
行
う
な
ど
犯
行
に
不
可
欠
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
」
と
述

べ
、「
刑
事
責
任
は
極
め
て
重
大

だ
。
松
本
死
刑
囚
の
指
示
だ
っ
た

点
な
ど
を
考
慮
し
て
も
、
死
刑
は

や
む
を
得
な
い
」
と
結
論
付
け
た
。

【
11
月
４
日
共
同
】

　
日
本
食
文
化
の
世
界
無
形
文

化
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る

農
林
水
産
省
の
有
識
者
検
討
会

（
会
長
・
熊
倉
功
夫
静
岡
文
化
芸

術
大
学
長
）
は
４
日
、
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

へ
は
「
和
食
」
を
日
本
の
伝
統
的

食
文
化
と
し
て
申
請
す
る
こ
と
、

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
を

取
り
ま
と
め
た
。

　
当
初
は
「
会
席
料
理
を
中
心

と
し
た
独
特
な
伝
統
的
日
本
食

文
化
」
を
申
請
す
る
案
が
提
示

さ
れ
た
が
、
会
席
料
理
よ
り
概
念

の
広
い
「
和
食
」
を
前
面
に
出

す
べ
き
と
の
意
見
を
尊
重
し
た
。

　 

報
告
書
で
は
日
本
食
文
化
の

特
徴
と
し
て
①
年
中
行
事
や
人

生
儀
礼
と
の
結
び
付
き
②
国
土

に
根
ざ
し
た
多
様
な
食
材
を
新

鮮
な
ま
ま
使
用
③
米
飯
を
中
心

と
し
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ

た
食
事
④
だ
し
の
う
ま
味
や
さ

ま
ざ
ま
な
発
酵
食
品
を
活
用—

の
４
点
を
指
摘
。
登
録
を
支
持

す
る
国
民
が
91
・
８
％
に
達
す

る
調
査
結
果
に
も
触
れ
た
。

　
審
査
で
は
食
文
化
を
継
承
す

る
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
か
ど

う
か
が
重
視
さ
れ
る
た
め
、
地

域
の
行
事
な
ど
で
伝
統
料
理
が

提
供
さ
れ
た
り
、
京
都
府
で
日

本
料
理
の
高
等
教
育
機
関
の
設

立
が
検
討
さ
れ
て
い
る
点
な
ど

を
申
請
書
に
盛
り
込
む
。

　
今
後
は
文
化
審
議
会
な
ど
を

経
て
２
０
１
２
年
３
月
に
ユ
ネ

ス
コ
に
申
請
書
を
提
出
。
ユ
ネ
ス

コ
は
事
前
審
査
機
関
で
検
討
を

進
め
、
13
年
11
月
の
政
府
間
委

員
会
で
登
録
の
可
否
を
決
め
る
。

【
11
月
19
日
共
同
】

　「
こ
こ
に
家
が
あ
っ
た
ん
だ
よ
」

と
教
え
て
も
ら
っ
た
先
で
、
そ
の

場
所
だ
け
台
風
が
通
り
過
ぎ
た
か

の
よ
う
に
、
す
べ
て
が
粉
々
に
な
っ

て
い
た
。
洗
濯
機
や
流
し
台
な
ど

が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
家
の
角
材

と
と
も
に
転
が
り
、
家
の
奥
の
高

台
に
は
、
屋
根
が
つ
ぶ
れ
た
軽
ト

ラ
ッ
ク
が
、
高
さ
４
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
と
こ
ろ
で
、
木
に
引
っ
か
か
っ

て
止
ま
っ
て
い 

た
。

　
18
日
夜
の
竜
巻
と
み
ら
れ
る
突

風
で
住
宅
が
倒
壊
、
飛
ば
さ
れ
た

３
人
が
死
亡
し
た
鹿
児
島
県
徳
之

島
町
轟
木
の
現
場
に
19
日
、
記
者

が
入
っ
た
。

　
死
亡
し
た
農
業
吉
田
幸
太
郎
さ

ん
（
66
）
ら
と
同
じ
集
落
に
住
む

無
職
木
庭
吉
久
さ
ん
（
79
）
は
、

突
風
が
吹
い
た
時
は
家
に
い
た
と

い
う
。「『
ガ
ー
』と
い
う
音
が
し
て
、

誰
か
が
家
に
石
を
投
げ
付
け
た
の

か
と
思
っ
た
」。
す
ぐ
外
を
見
る
と

木
片
な
ど
が
散
乱
し
て
い
た
が
風

も
吹
い
て
お
ら
ず
「
本
当
に
一
瞬

の
こ
と
だ
っ
た
」。

　
吉
田
さ
ん
方
か
ら
約
３
０
０

メ
ー
ト
ル
の
場
所
に
住
む
農
業
登

山
光
徳
さ
ん
（
76
）
は
、
自
宅
に

飛
び
込
ん
で
き
た
木
材
や
サ
ト
ウ

キ
ビ
の
破
片
の
片
付
け
に
追
わ
れ

て
い
た
。「
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
飛
ん
で

い
る
よ
う
な
ご
う
音
が
し
た
直
後

に
、
パ
ン
と
い
う
音
が
し
て
窓
ガ

ラ
ス
が
割
れ
た
」

【
11
月
19
日
共
同
】

　
東
日
本
大
震
災
で
出
た
が
れ
き
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
、
多
く
の
自
治

体
が
消
極
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
な
っ

た
。
国
が
唱
え
る
広
域
処
理
の
全
国

的
な
広
が
り
は
ほ
ぼ
絶
望
的
な
状
況

で
、
が
れ
き
処
理
が
進
ま
な
い
。
各

都
道
府
県
担
当
者
の
話
か
ら
は
「
放

射
能
汚
染
」
へ
の
懸
念
を
背
景
に
苦

悩
す
る
姿
も
浮
か
ぶ
。

　
共
同
通
信
は
国
か
ら
受
け
入
れ
を

依
頼
さ
れ
て
い
る
43
都
道
府
県
に
取

材
し
た
。

　
多
く
の
都
道
府
県
担
当
者
が
指

摘
し
た
の
は
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
当

た
り
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
８
千

Ｂ
ｑ
（
ベ
ク
レ
ル
）
以
下
の
焼
却

灰
は
埋
め
立
て
可
能
と
し
た
国
の

基
準
。「
本
当
に
安
全
な
の
か
、
科

学
的
根
拠
を
示
し
て
ほ
し
い
」（
滋

賀
県
）
と
い
っ
た
意
見
の
ほ
か
、「
住

民
が
納
得
で
き
る
説
明
を
」「
作
業

員
の
安
全
が
守
れ
る
の
か
」
な
ど

の
声
が
相
次
い
だ
。

　
一
方
で
、
何
も
進
ま
な
い
現
状

を
見
か
ね
動
き
だ
し
た
自
治
体
も
。

静
岡
県
内
の
自
治
体
は
４
月
の
環

境
省
調
査
で
は
計
６
万
ト
ン
を
受

け
入
れ
ら
れ
る
と
回
答
し
て
い
た

が
、
10
月
の
調
査
で
は
「
受
け
入

れ
検
討
」
と
回
答
し
た
自
治
体
は

な
か
っ
た
。

　
同
県
の
川
勝
平
太
知
事
は
処
理

施
設
を
持
つ
全
市
町
に
「
ゴ
ミ
処

理
能
力
の
余
力
の
１
％
で
い
い
の

で
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
再
三
に

わ
た
り
、
要
望
。
県
市
長
会
と
町

村
会
は
今
月
10
日
、
安
全
の
確
認

な
ど
条
件
付
き
で
、
受
け
入
れ
に

前
向
き
に
取
り
組
む
共
同
声
明
を

ま
と
め
た
。

　
大
阪
府
は
独
自
に
受
け
入
れ
基

準
を
作
成
し
よ
う
と
、
学
識
経
験

者
で
つ
く
る
検
討
会
議
を
９
月
に

設
置
。
現
在
、
各
工
程
の
放
射
性

物
質
濃
度
の
基
準
な
ど
の
検
討
を

進
め
て
お
り
、
12
月
中
旬
を
め
ど

に
指
針
を
ま
と
め
る
方
針
だ
。
府

の
担
当
者
は
「
検
討
中
の
回
答
は

２
カ
所
だ
け
だ
っ
た
が
、
ほ
か
は

受
け
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
検
討
会
議
の
結
果
を
待
っ

て
い
る
状
況
」
と
話
す
。

　
秋
田
県
は
各
市
町
村
の
了
承
を
得

て
、
市
町
村
が
検
討
し
て
い
る
か
、

し
て
い
な
い
か
な
ど
の
回
答
内
容
を

公
表
し
た
。
秋
田
市
以
外
に
検
討
し

て
い
る
自
治
体
は
な
か
っ
た
。
同
県

は
さ
ら
に
「
今
後
の
状
況
次
第
で
は

検
討
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
」
な
ど

を
各
市
町
村
に
質
問
。
そ
の
内
容
も

公
開
し
て
い
る
。

　
秋
田
県
の
担
当
者
は
「
非
公
表
だ

と
、
自
分
の
住
む
自
治
体
の
考
え
が

分
か
ら
ず
、
か
え
っ
て
不
安
感
を
増

大
さ
せ
る
。
も
っ
と
丁
寧
に
情
報
開

示
し
な
い
と
受
け
入
れ
は
進
ま
な

い
」
と
し
て
い
る
。

　
２
０
０
２
年
の
一
審
東

京
地
裁
判
決
は
「
松
本
サ

リ
ン
事
件
で
現
場
に
同
行

し
て
悲
惨
な
結
果
を
痛
感

し
た
の
に
、
地
下
鉄
事
件

で
も
サ
リ
ン
生
成
に
関
与

し
た
」
と
死
刑
を
言
い
渡

し
、
07
年
の
二
審
東
京
高

裁
判
決
も
支
持
し
た
。

　
弁
護
側
は
上
告
審
弁
論

で
「
実
行
犯
で
は
な
く

主
導
も
し
て
い
な
い
。
松

本
死
刑
囚
の
命
令
に
疑
い

を
持
つ
こ
と
さ
え
許
さ
れ

ず
、
思
考
停
止
の
状
態

だ
っ
た
」
と
死
刑
回
避
を

求
め
て
い
た
。

　
一
、
二
審
判
決
に
よ
る

と
、
遠
藤
被
告
は
教
団
で

化
学
兵
器
開
発
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
た
。
松
本
死
刑
囚
ら
と
共
謀

し
、
94
年
の
松
本
サ
リ
ン
事
件
と

95
年
の
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で
計

19
人
を
殺
害
。
滝
本
太
郎
弁
護
士

へ
の
サ
リ
ン
襲
撃
、
猛
毒
Ｖ
Ｘ
に

よ
る
脱
走
信
者
の
支
援
者
男
性
襲

撃
に
も
関
与
し
た
。
京
大
大
学
院

在
学
中
の
87
年
に
入
信
。
翌
年
に

出
家
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
ら
が
飛
ば
さ
れ
た

畑
は
、
住
宅
か
ら
１
０
０
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
高
台
に
あ
り
、

一
緒
に
飛
ん
で
き
た
ら
し
い
畳

や
、
長
さ
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も

あ
る
太
い
木
の
柱
が
散
乱
。
冬

に
備
え
て
用
意
し
て
い
た
の
か
、

袋
に
入
っ
た
ま
ま
の
こ
た
つ
布

団
も
見
え
た
。

　
吉
田
さ
ん
方
の
横
に
あ
る
サ
ト

ウ
キ
ビ
畑
は
、
何
か
に
踏
み
付
け

ら
れ
た
か
の
よ
う
に
一
面
横
倒
し

に
な
り
、
周
囲
の
道
路
に
は
割
れ

た
ガ
ラ
ス
片
が
散
ら
ば
る
。

　
近
隣
の
住
民
に
は
、
突
風
で
浮

き
上
が
る
よ
う
な
感
覚
を
抱
い
た

人
も
い
た
。
農
業
大
橋
豊
司
さ
ん

（
77
）
は
「
家
の
中
に
い
た
が
、
飛

行
機
が
落
ち
た
よ
う
な
大
き
な
音

が
し
て
、
下
か
ら
持
ち
上
が
る
よ

う
な
圧
力
を
感
じ
た
。
こ
ん
な
こ

と
は
初
め
て
だ
っ
た
」
と
、
興
奮

し
た
様
子
で
話
し
た
。

オ
ウ
ム
裁
判
、
終
結 

遠
藤
被
告
の
死
刑
確
定
へ

散
ら
ば
る
角
材
、
木
に
軽
ト
ラ

一
瞬
で
過
ぎ
て
い
っ
た
突
風

汚
染
懸
念
、
苦
悩
続
く

全
国
で
の
処
理
進
ま
ず

【
10
月
28
日
共
同
】

　
海
外
在
住
の
日
系
人
が
母
国

で
一
堂
に
会
し
、
相
互
理
解
や

国
際
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、
第
52
回
海
外
日
系
人
大

会
が
東
京
・
永
田
町
の
憲
政
記
念

館
な
ど
で
開
か
れ
、
28
日
、
「
東

日
本
大
震
災
へ
支
援
を
継
続
し
、

日
本
の
活
力
に
期
待
す
る
」
な

ど
と
す
る
大
会
宣
言
を
発
表
し
、

終
了
し
た
。

　
大
会
は
26
日
か
ら
３
日
間
の

日
程
で
、
北
米
や
南
米
、
ア
ジ

ア
、
欧
州
な
ど
海
外
23
カ
国
、
約

１
８
０
人
の
日
系
人
ら
が
参
加

し
た
。

　
こ
と
し
の
総
合
テ
ー
マ
は
「
強

め
よ
う
日
本
と
の
絆
〜
国
難
に
立

ち
向
か
う
日
本
と
海
外
日
系
人
社

会
」。
初
日
は
、
東
日
本
大
震
災

に
関
す
る
日
系
人
の
支
援
活
動
に

つ
い
て
ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
、
メ
キ
シ
コ
の
日
系
団
体
の
代

表
が
報
告
し
た
。

　
２
日
目
の
代
表
者
会
議
で
は

３
つ
の
分
科
会
で
議
論
。
海
外
移

住
先
の
国
籍
か
ら
日
本
国
籍
へ

の
復
帰
を
希
望
す
る
日
系
人
が

多
い
こ
と
な
ど
か
ら
「
重
国
籍
」

を
容
認
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
日

本
政
府
に
求
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
ま
た
、
在
外
選
挙
が
実
施
さ
れ

た
後
も
登
録
者
数
や
投
票
率
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
在
外

公
館
で
の
フ
ァ
ク
ス
投
票
や
電
子

投
票
の
導
入
な
ど
制
度
の
簡
便
化

を
要
望
す
る
こ
と
で
一
致
。
在
外

選
挙
区
の
創
設
も
併
せ
て
検
討
す

る
よ
う
求
め
た
。

「
大
震
災
へ
の
支
援
を
継
続
」

東
京
で
海
外
日
系
人
大
会

「
和
食
」
を
世
界
遺
産
へ 

農
水
省
検
討
会
が
報
告
書

13 人目、執行の議論加速
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【
11
月
14
日
共
同
】

　
大
阪
地
検
特
捜
部
の
元
ト
ッ
プ

２
人
が
犯
人
隠
避
罪
に
問
わ
れ

た
証
拠
改
ざ
ん
隠
蔽
事
件
の
公
判

は
、
現
職
検
事
ら
５
人
の
証
人
尋

問
が
終
了
。
16
日
か
ら
元
副
部
長

佐
賀
元
明
被
告
（
50
）、
元
特
捜
部

長
大
坪
弘
道
被
告
（
58
）
の
被
告

人
質
問
が
相
次
い
で
始
ま
り
、「
検

察
Ｖ
Ｓ
元
特
捜
」
の
身
内
対
決
は

大
詰
め
を
迎
え
る
。

　
最
高
検
は
「
元
部
長
ら
が
故
意

の
改
ざ
ん
を
過
失
に
す
り
替
え
て

か
ん
口
令
を
敷
い
た
」
と
い
う
事

件
の
構
図
に
沿
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
証
人
の
検
事
ら
か
ら
着
実
に
引

き
出
し
、
立
証
は
十
分
可
能
と
判

断
。
供
述
調
書
の
証
拠
請
求
を
撤

回
す
る
強
気
の
姿
勢
だ
。
対
す
る

弁
護
側
は
、
こ
れ
ま
で
事
件
に
つ

い
て
黙
秘
を
貫
い
て
き
た
被
告
２

人
が
生
の
声
で
反
論
す
る
こ
と

で
、
無
罪
へ
向
け
た
最
後
の
巻
き

返
し
を
図
る
。

　
▽
深
夜
の
電
話

　
公
判
で
最
大
の
争
点
は
、
昨
年

１
月
30
日
午
後
11
時
す
ぎ
、
大
阪

地
検
庁
舎
に
い
た
佐
賀
元
副
部
長

に
前
田
恒
彦
元
検
事
（
44
）
＝
実

刑
確
定
＝
が
「
故
意
の
改
ざ
ん
」

を
打
ち
明
け
た
と
す
る
電
話
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
。

×
×
×
×
×

　
元
副
部
長
「
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ

ス
ク
を
変
え
た
の
は
本
当
か
」

　
元
検
事
「
本
当
で
す
。
デ
ー
タ

の
日
付
を
変
え
ま
し
た
」

　
元
副
部
長
「
お
ま
え
に
は
世
話

に
な
っ
た
。
何
と
か
守
り
た
い
�
」

×
×
×
×
×

　
証
人
尋
問
で
前
田
元
検
事
は
、

JAPAN NEWS

こ
の
夜
の
や
り
と
り
を
一
問
一
答

形
式
で
克
明
に
再
現
。「
最
初
は
柔

ら
か
い
口
調
だ
っ
た
が
、
途
中
か

ら
涙
声
に
変
わ
っ
た
」
と
、
電
話

越
し
の
元
副
部
長
の
様
子
も
語
っ

て
み
せ
た
。

　
こ
の
場
面
に
居
合
わ
せ
た
と
さ

れ
た
検
事
２
人
の
う
ち
、
最
初
に

改
ざ
ん
を
知
っ
た
国
井
弘
樹
検
事

（
36
）
は
「
元
副
部
長
は
『
ち
く
し
ょ

う
。
何
で
前
田
は
こ
ん
な
こ
と
し

ち
ま
っ
た
ん
だ
』
と
叫
ん
だ
」
と

証
言
。
当
時
公
判
部
の
白
井
智
之

検
事
（
41
）
も
「
電
話
の
後
、が
っ

く
り
と
う
な
だ
れ
涙
を
流
し
て
い

た
」
と
、
元
副
部
長
の
様
子
を
描

写
し
、「
告
白
電
話
」
の
存
在
を

際
立
た
せ
た
。

　
▽
矛
盾

　
こ
れ
に
対
し
弁
護
側
は
、
こ
の

夜
に
「
元
副
部
長
は
前
田
元
検
事

と
話
し
て
い
な
い
」
と
し
「
電
話

の
相
手
は
別
の
検
事
だ
」
と
主
張

す
る
。
そ
の
根
拠
と
す
る
の
が
、

元
副
部
長
が
電
話
で
発
し
た
「
大

阪
代
表
で
が
ん
ば
れ
」
と
い
う
一

言
だ
。

【
11
月
12
日
共
同
】

　
損
失
隠
し
問
題
で
揺
れ
る
オ
リ

ン
パ
ス
は
、
消
化
器
系
内
視
鏡
の

ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
だ
。
同
社
に
よ

る
と
シ
ェ
ア
は
国
内
、
海
外
と
も

７
割
を
占
め
る
。
問
題
が
尾
を
引

き
市
場
で
の
信
頼
を
さ
ら
に
失
え

ば
、
資
金
繰
り
悪
化
な
ど
で
製
品

供
給
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
滞
る
恐

れ
も
。
医
師
か
ら
は
「
検
査
や
手

術
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
」
と

懸
念
す
る
声
も
出
て
い 

る
。

　「
万
が
一
、
部
品
の
供
給
が
止

ま
っ
て
交
換
や
修
理
が
で
き
な
く

な
っ
た
ら
、
多
く
の
医
療
機
関
で

手
術
や
検
査
に
空
白
期
間
が
生
じ

る
。
が
ん
の
発
見
も
遅
れ
る
こ
と

に
な
る
」。
内
視
鏡
を
使
っ
た
検
査

を
年
間
約
４
千
件
、
手
術
も
約
千

件
実
施
す
る
「
と
よ
し
ま
ク
リ
ニ
ッ

ク
」（
東
京
）
の
豊
島
治
院
長
は
心

配
す
る
。

　
関
係
者
に
よ
る
と
、
オ
リ
ン
パ

ス
の
シ
ェ
ア
が
高
い
医
療
機
器
に

は
腹
腔
鏡
や
手
術
用
顕
微
鏡
な
ど

も
あ
る
が
、
内
視
鏡
に
つ
い
て
は
、

そ
の
原
型
と
な
っ
た
胃
カ
メ
ラ
を

同
社
が
最
初
に
開
発
し
た
こ
と
も

あ
り
、
他
社
製
品
が
出
れ
ば
す
ぐ

に
改
良
品
で
対
抗
す
る
な
ど
オ

リ
ン
パ
ス
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を

誇
っ
て
き
た
と
い
う
。

　
岡
山
大
病
院
光
学
医
療
診
療
部

の
河
原
祥
朗
医
師
は
「
オ
リ
ン
パ

ス
は
内
視
鏡
本
体
だ
け
で
な
く
、

消
毒
洗
浄
器
や
内
視
鏡
検
査
の
器

　
当
時
、
前
田
元
検
事
と
も
う
１

人
の
検
事
が
東
京
地
検
へ
出
張

中
。
こ
の
発
言
に
つ
い
て
、
白
井

検
事
は
「
前
田
元
検
事
と
の
電
話

で
出
た
」
と
し
た
の
に
対
し
、
国

井
検
事
は
「
別
の
検
事
と
の
電
話
」

と
述
べ
、
証
言
に
食
い
違
い
を
見

せ
た
。

　
弁
護
人
の
１
人
は
「
国
井
検
事

ら
の
証
言
は
捜
査
段
階
の
供
述
と

も
変
遷
し
て
い
る
。
最
高
検
ス
ト
ー

リ
ー
へ
の
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
で
、

信
用
で
き
な
い
」
と
反
撃
へ
意
気

込
む
。

　
佐
賀
元
副
部
長
の
被
告
人
質
問

は
16
日
か
ら
４
回
、
大
坪
元
部
長

は
30
日
か
ら
２
回
を
予
定
し
て
い

る
。
取
り
調
べ
で
事
件
の
経
緯
に

関
す
る
調
書
の
作
成
を
一
切
拒
み
、

保
釈
後
も
「
真
実
は
裁
判
で
明
ら

か
に
す
る
」
と
固
く
口
を
閉
ざ
し

て
き
た
２
人
。
こ
れ
ま
で
の
公
判

で
は
、
元
部
下
ら
の
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
「
再
現
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
を
、

時
折
苦
笑
を
浮
か
べ
な
が
ら
じ
っ

と
聞
き
入
っ
て
き
た
。
自
身
の
口

で
、
あ
の
時
、
何
が
あ
っ
た
の
か

を
ど
う
語
る
の
か
、
注
目
さ
れ
る
。

【
11
月
６
日
共
同
】

　「
ア
ラ
ブ
の
春
」
に
よ
る
ア
フ
リ

カ
・
中
東
の
政
変
や
混
乱
で
、
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
現

地
の
青
年
海
外
協
力
隊
ら
２
６
８

人
を
日
本
に
退
避
さ
せ
、
任
期
中

に
一
時
帰
国
を
強
い
ら
れ
た
場
合

に
支
給
さ
れ
る
「
待
機
手
当
」
と

し
て
計
約
１
・
４
億
円
を
支
出
し
て

い
た
こ
と
が
６
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
へ

の
取
材
で
分
か
っ
た
。

　
政
変
に
よ
る
大
量
帰
国
と
い
う

想
定
外
の
事
態
と
は
い
え
、
数
カ

月
間
、
自
宅
待
機
状
態
で
手
当
を

受
け
取
っ
た
隊
員
か
ら
は
「
税
金

の
無
駄
遣
い
で
は
」
と
戸
惑
う
声

も
聞
か
れ
る
。

　
▽
月
給
　
28
万
円

　
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
、
ニ

ジ
ェ
ー
ル
、
シ
リ
ア
、
ブ
ル
キ
ナ

フ
ァ
ソ
の
５
カ
国
に
派
遣
さ
れ
た

青
年
海
外
協
力
隊
と
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
２
６
８
人
は
、

１
〜
４
月
に
日
本
に
退
避
。
再
派

遣
な
ど
に
備
え
、
規
定
に
基
づ
き

１
人
１
日
６
千
円
の
手
当
を
受
け

取
っ
た
。

　
ニ
ジ
ェ
ー
ル
か
ら
任
期
途
中
の

３
月
に
帰
国
し
た
男
性
隊
員
（
42
）

は
、
再
派
遣
さ
れ
ず
自
宅
待
機
の

ま
ま
９
月
に
任
期
を
終
了
。
待
機

手
当
だ
け
で
計
１
０
５
万
円
を
受

け
取
り
「
無
駄
な
支
出
だ
っ
た
。

活
動
費
に
回
し
て
役
立
て
る
こ
と

も
で
き
た
の
に
」
と
残
念
が
る
。

　
無
職
で
青
年
海
外
協
力
隊
に

入
っ
た
場
合
、
除
隊
後
の
社
会
復

帰
費
用
と
し
て
任
期
中

に
月
９
万
９
７
０
０
円

の
「
国
内
積
立
金
」
を
受

け
取
る
た
め
月
給
は
最
大

約
28
万
円
に
。
女
性
隊
員

（
29
）
は
「
や
る
こ
と
も

な
く
実
家
で
過
ご
し
、
手

当
で
仲
間
の
隊
員
ら
と
国

内
旅
行
を
楽
し
ん
だ
」
と

明
か
す
。

　
▽
一
部
見
直
し

　
外
務
省
所
管
の
独
立
行

政
法
人
で
、
運
営
費
の

大
半
を
交
付
金
に
頼
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
行
政
刷

新
会
議
の
事
業
仕
分
け
で

予
算
や
事
業
の
見
直
し
を

迫
ら
れ
て
き
た
。
国
内
積
立
金
は

本
年
度
か
ら
制
度
を
変
え
て
既
に

１
万
４
７
０
０
円
減
額
と
な
っ
た
。

　
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
計
画

課
の
勝
又
晋
課
長
は
「
帰
国
し
て

も
無
職
で
住
居
の
な
い
隊
員
も
お

り
、
待
機
時
に
何
ら
か
の
支
援
は

必
要
だ
」
と
し
な
が
ら
も
、
今
回

の
支
出
を
受
け
「
金
額
が
妥
当
か
、

内
部
で
も
見
直
す
意
見
が
出
て
い

る
」
と
話
す
。

　
▽
３
週
間
の
再
派
遣

　
一
時
帰
国
し
た
隊
員
の
中
に
は
、

残
り
任
期
わ
ず
か
で
別
の
国
に
再

派
遣
さ
れ
た
人
も
い
る
。
残
り
３

カ
月
で
ガ
ボ
ン
に
再
派
遣
さ
れ
た

20
代
女
性
隊
員
は
「
現
地
を
知
る

だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
。
世
界
遺
産

が
あ
る
町
で
観
光
気
分
の
同
期
隊

員
も
い
た
」。
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
に

再
派
遣
さ
れ
た
中
に
は
残
り
３
週

間
の
隊
員
も
お
り
、
別
の
20
代
女

性
隊
員
は
「
高
い
航
空
券
で
知
人

へ
の
あ
い
さ
つ
に
戻
っ
た
だ
け
」

と
指
摘
す
る
。

　
ほ
か
に
も
「
現
地
で
は
高
価
な

車
や
バ
イ
ク
が
野
ざ
ら
し
に
な
っ

て
い
る
」「
航
空
券
は
別
の
代
理
店

で
買
え
ば
半
額
以
下
」
な
ど
と
、

複
数
の
隊
員
が
「
無
駄
遣
い
」
を

批
判
し
た
。

【
11
月
９
日
共
同
】

　
仕
事
や
地
位
に
淡
泊
な
「
草
食

系
」
の
若
手
会
社
員
が
増
え
、
経

営
に
悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
若
手
が
立
身
出
世
の
意
欲

や
働
き
が
い
を
感
じ
る
機
会
が
乏

し
い
と
い
う
背
景
も
あ
る
よ
う
だ
。

こ
う
し
た
中
、
若
手
に
人
気
が
出

て
き
た
の
が
経
営
学
を
教
え
る
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
や
、
会
社
員
と

し
て
成
功
す
る
た
め
の
極
意
の
本
。

自
ら
活
路
を
切
り
開
け
る
か—

。

　
▽
業
績
に
影
響
も

　「
大
き
な
仕
事
を
任
せ
て
ほ
し

い
、
海
外
赴
任
し
た
い
、
と
い
う

上
昇
志
向
の
若
手
が
減
っ
た
。
業

績
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な

い
」。
あ
る
大
手
企
業
幹
部
は
危
機

感
を
募
ら
す
。
会
社
設
立
を
計
画

中
の
女
性
（
31
）
は
「
厳
し
い
芸

能
界
に
い
た
こ
と
も
あ
る
自
分
の

経
験
か
ら
見
る
と
、
貪
欲
な
若
い

会
社
員
の
友
人
は
少
な
い
で
す
ね
」

と
話
す
。

　
背
景
は
何
か
。
早
稲
田
大
学
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
山
田
英
夫
教

授
は
、
長
期
の
景
気
低
迷
で
企
業

が
若
手
社
員
を
じ
っ
く
り
育
て
る

余
裕
を
持
て
な
く
な
っ
た
こ
と
を

挙
げ
る
。「
以
前
は
若
手
に
失
敗
や

苦
労
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
成

功
の
喜
び
や
対
価
と
し
て
の
出
世

を
実
感
さ
せ
て
い
た
」。
最
近
の
企

業
は
若
手
に
も
高
い
効
率
を
求
め
、

上
司
も
指
導
よ
り
自
身
の
生
き
残

り
に
躍
起
と
い
う
。

　
仕
事
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
進
む
。

「
若
者
は
携
帯
ゲ
ー
ム
世
代
。
ボ
タ

ン
操
作
で
す
ぐ
結
果
が
出
る
よ
う

な
仕
事
で
な
い
と
我
慢
で
き
な
い
」

　
▽
は
い
上
が
れ

　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
は
慶
応
大

や
九
州
大
な
ど
に
も
あ
る
。
会
社

員
や
起
業
希
望
者
ら
が
通
う
。
実

践
に
生
き
る
経
営
学
を
学
ぶ
た
め

だ
が
、
生
徒
の
期
待
は
別
の
こ
と

に
も
あ
る
よ
う
だ
。
山
田
教
授
は

「
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
最
大
の
役

割
は
学
生
間
の
討
論
で
鼻
を
へ
し

折
ら
れ
失
意
の
底
に
落
ち
て
も
、

自
ら
は
い
上
が
る
知
恵
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と
だ
」
と
語
る
。

　
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
家
の

堀
義
人
氏
が
学
長
の
グ

ロ
ー
ビ
ス
経
営
大
学
院
。

東
京
や
名
古
屋
、
大
阪
で

夜
間
と
土
日
に
講
義
す
る
。

学
費
は
計
約
２
８
０
万
円

か
か
る
が
、
入
学
者
は
増

加
中
で
今
春
は
設
立
時
の

２
０
０
６
年
に
比
べ
４
倍

強
の
約
３
５
０
人
に
。

　
堀
氏
の
講
義
が
人
気
だ
。

仕
事
を
通
じ
て
社
会
に
役

立
つ
と
い
う
使
命
感
や
勤

務
先
企
業
を
変
革
す
る
と

い
う
高
い
目
標
を
、
各
自

に
考
え
さ
せ
る
の
が
特
徴
。

自
分
の
し
た
い
こ
と
や
人
生
の
目

的
を
問
い
直
す
こ
と
で
、
向
上
心

を
高
め
ら
れ
る
と
い
う
。

　
▽
出
世
術
を
列
挙

　
１
８
９
０
円
で
学
ぶ—

。
企
業

の
組
織
を
研
究
す
る
米
国
の
専
門

家
が
書
い
た
「『
権
力
』
を
握
る
人

の
法
則
」（
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）

は
ネ
ッ
ト
な
ど
で
話
題
の
翻
訳
ビ

ジ
ネ
ス
書
。
今
年
７
月
に
発
売
後
、

２
カ
月
で
発
行
部
数
が
５
万
部
を

超
え
た
。

　
統
計
や
実
例
を
踏
ま
え
、
望
ま
し

い
出
世
術
を
列
挙
す
る
。「
実
績
は

必
ず
し
も
昇
進
に
連
動
し
な
い
」「
上

司
に
折
に
触
れ
て
質
問
し
、
答
え
に

沿
っ
て
動
く
」「（
オ
バ
マ
米
大
統
領

具
な
ど
関
連
製
品
を
ほ
ぼ
網
羅
す

る
大
企
業
」
と
指
摘
。

　
今
回
の
問
題
に
つ
い
て
「
単
な

る
工
業
製
品
で
は
な
く
、
医
療
機
器

を
作
っ
て
い
る
と
い
う
自
覚
を
持

つ
べ
き
だ
っ
た
。
部
品
の
供
給
が
止

ま
れ
ば
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
の

患
者
に
迷
惑
が
か
か
る
。
そ
う
い
う

こ
と
が
な
い
よ
う
関
係
者
は
配
慮

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

は
以
前
）
先
輩
議
員
に
せ
っ
せ
と

助
言
を
仰
ぎ
人
脈
を
築
い
た
」—

。

　
出
世
を
説
く
理
由
と
し
て
、
大

掛
か
り
な
仕
事
に
は
社
内
で
の
広

範
な
裁
量
権
と
政
治
力
が
必
要
だ

か
ら
と
説
く
。
自
身
の
雇
用
防
衛

に
も
役
立
つ
と
指
摘
し
て
い
る
。

黙
秘
の
２
人
何
を
語
る 

﹁
検
察
Ｖ
Ｓ
元
特
捜
﹂
大
詰
め
に

「
手
術
で
き
な
く
な
る
か
も
」 

内
視
鏡
ト
ッ
プ
、
医
師
懸
念

若
手
に
立
身
出
世
の
教
え 

意
欲
や
働
き
が
い
感
じ
て

待
機
手
当
で
１
・
４
億
円
支
出 

ア
ラ
ブ
政
変
で
帰
国
の
隊
員
に

JICA、無駄遣いの声も

「草食系」は経営に悩み

写真はイメージです
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【
11
月
19
日
共
同
】

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー

グ
が
手
掛
け
た
大
作
２
本
、
初
の

フ
ル
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
監
督
作
「
タ
ン

タ
ン
の
冒
険
　
ユ
ニ
コ
ー
ン
号
の

秘
密
」、
製
作
総
指
揮
作
「
リ
ア
ル
・

ス
テ
ィ
ー
ル
」
が
公
開
。
邦
画
は
ハ

イ
パ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
大
作
「
ワ
イ
ル

ド
７
」
の
他
、多
彩
な
作
品
が
登
場
。

　︻
外
国
映
画
︼

　 

▽
「
リ
ア
ル
・
ス
テ
ィ
ー
ル
」

（
ウ
�
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
配
給
）

ヒ
ュ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ク
マ
ン
主
演
の
Ｓ

Ｆ
娯
楽
大
作
。
生
身
の
人
間
に
代

わ
り
、
格
闘
技
ロ
ボ
ッ
ト
が
ボ
ク

サ
ー
と
し
て
闘
う
時
代
と
な
っ
た

２
０
２
０
年
。
リ
ン
グ
に
全
て
を
懸

け
て
落
ち
ぶ
れ
た
元
ボ
ク
サ
ー
の

父
（
ジ
ャ
ッ
ク
マ
ン
）
と
疎
遠
だ
っ

た
息
子
（
ダ
コ
タ
・
ゴ
ヨ
）
の
絆
、

そ
し
て
起
死
回
生
の
ド
ラ
マ
を
描

く
。
シ
ョ
ー
ン
・
レ
ビ
監
督
。

　
▽
「
タ
ン
タ
ン
の
冒
険
　
ユ
ニ

コ
ー
ン
号
の
秘
密
」（
東
宝
東
和
配

給
）
少
年
記
者
タ
ン
タ
ン
と
相
棒
の

愛
犬
ス
ノ
ー
ウ
ィ
の
冒
険
を
描
い 

た
ベ
ル
ギ
ー
生
ま
れ
の
人
気
コ
ミ
ッ

ク
を
３
Ｄ
ア
ニ
メ
化
し
た
冒
険
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
。
海
賊
に
襲
撃
さ
れ
て
消

息
を
絶
っ
た
帆
船
ユ
ニ
コ
ー
ン
号
の

財
宝
を
め
ぐ
る
争
奪
戦
に
巻
き
込
ま

れ
た
タ
ン
タ
ン
（
ジ
ェ
イ
ミ
ー
・
ベ

ル
）
の
活
躍
を
描
く
。

　
▽
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ポ
ッ
シ

ブ
ル
　
ゴ
ー
ス
ト
・
プ
ロ
ト
コ
ル
」

（
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
配
給
）
ト
ム
・
ク

ル
ー
ズ
主
演
の
人
気
ス
パ
イ
ア
ク

シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
第
４
作
。
モ
ス

ク
ワ
の
ク
レ
ム
リ
ン
爆
破
事
件
関

与
の
容
疑
を
か
け
ら
れ
、
組
織
を
解

任
さ
れ
た
イ
ー
サ
ン
・
ハ
ン
ト
と
そ

の
チ
ー
ム
が
、
疑
い
を
晴
ら
す
た

め
、
過
酷
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
ん
で

い
く
。
ブ
ラ
ッ
ド
・
バ
ー
ド
監
督
。

　
▽
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
ズ
・
イ
ブ
」

（
ワ
ー
ナ
ー
配
給
）
大
み
そ
か
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
舞
台
に
し
た
オ
ー

ル
ス
タ
ー
キ
ャ
ス
ト
の
群
像
劇
。
死

期
が
迫
っ
た
病
人
と
看
護
師
の
交

流
、
か
つ
て
恋
人
同
士
だ
っ
た
男
女

の
偶
然
の
再
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
を
持
つ
老
若
男
女
８
組
の
姿
を

活
写
。
出
演
は
ロ
バ
ー
ト
・
デ
ニ
ー

ロ
、
ヒ
ラ
リ
ー
・
ス
ワ
ン
ク
、
ハ
ル
・

ベ
リ
ー
、
ザ
ッ
ク
・
エ
フ
ロ
ン
ら
。

ゲ
イ
リ
ー
・
マ
ー
シ
ャ
ル
監
督
。

　【
日
本
映
画
】

　
▽
「
ワ
イ
ル
ド
７
」（
ワ
ー
ナ
ー

配
給
）
望
月
三
起
也
の
同
名
人
気
コ

ミ
ッ
ク
の
実
写
映
画
化
。
犯
罪
者
の

中
か
ら
え
り
す
ぐ
ら
れ
、
悪
人
を
問

答
無
用
で
成
敗
す
る
７
人
の
超
法
規

的
警
察
組
織
（
通
称
ワ
イ
ル
ド
７
）

の
前
に
、
謎
の
ス
ナ
イ
パ
ー
が
出
現

す
る
。
出
演
は
瑛
太
、
椎
名
桔
平
、

丸
山
隆
平
、
阿
部
力
、
宇
梶
剛
士
、

平
山
祐
介
、
松
本
実
、
深
田
恭
子
、

中
井
貴
一
ら
。
羽
住
英
一
郎
監
督
。

　
▽
「
源
氏
物
語
　
千
年
の
謎
」（
東

宝
配
給
）
名
作
古
典
の
誕
生
の
秘
密

に
迫
っ
た
高
山
由
紀
子
の
小
説
を
映

画
化
。「
源
氏
物
語
」
の
作
者
・
紫

式
部
（
中
谷
美
紀
）
が
生
き
る
現
実

世
界
と
光
源
氏
（
生
田
斗
真
）
が
女

性
た
ち
と
織
り
な
す
物
語
の
世
界
を

交
錯
さ
せ
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
に
描
い

た
豪
華
絵
巻
。
鶴
橋
康
夫
監
督
。

　
▽
「
聯
合
艦
隊
司
令
長
官
　
山
本

五
十
六
」（
東
映
配
給
）
真
珠
湾
攻

撃
に
よ
っ
て
自
ら
太
平
洋
戦
争
開
戦

の
火
ぶ
た
を
切
る
一
方
、
誰
よ
り
も

戦
争
に
反
対
し
続
け
た
不
世
出
の
軍

人
・
山
本
五
十
六
（
役
所
広
司
）
の

実
像
を
描
き
出
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
大

作
。
共
演
は
玉
木
宏
、
柄
本
明
、
柳
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葉
敏
郎
、
阿
部
寛
、
吉
田
栄
作
、
香

川
照
之
ら
。
成
島
出
監
督
。

　
▽ 

「
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
　
愛
を

伝
え
ら
れ
な
い
大
人
た
ち
へ
」（
松

竹
配
給
）
人
生
を
鉄
道
に
な
ぞ
ら
え

て
描
く
「
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
シ

リ
ー
ズ
第
２
弾
。
１
カ
月
後
に
定
年

退
職
を
迎
え
る
富
山
地
方
鉄
道
の

運
転
士
（
三
浦
友
和
）
と
、
夫
の
人

生
を
支
え
な
が
ら
も
自
分
の
今
後

の
人
生
に
つ
い
て
思
い
悩
む
妻
（
余

貴
美
子
）
の
姿
を
描
く
。
蔵
方
政
俊

監
督
。

　
▽
「
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
×
仮
面
ラ

イ
ダ
ー
　
フ
�
ー
ゼ
＆
オ
ー
ズ
　
Ｍ

Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
大
戦
　
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
　
Ｍ
Ａ

Ｘ
」（
東
映
配
給
）
新
旧
の
仮
面
ラ

イ
ダ
ー
が
共
演
す
る
人
気
シ
リ
ー

ズ
最
新
作
。
フ
�
ー
ゼ
と
オ
ー
ズ
に

加
え
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
な
で
し
こ
ら

の
劇
場
版
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
登
場
し
大
バ
ト
ル
を
繰
り

広
げ
る
。

　 

▽
「
劇
場
版
イ
ナ
ズ
マ
イ
レ
ブ

ン
Ｇ
Ｏ
　
究
極
の
絆
　
グ
リ
フ
�

ン
」（
東
宝
配
給
）
人
気
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
の
劇
場
版
。
円
堂
守
率
い
る

イ
ナ
ズ
マ
ジ
ャ
パ
ン
が
世
界
一
を
達

成
し
て
か
ら
10
年
。
松
風
天
馬
ら
新

世
代
メ
ン
バ
ー
が
集
っ
た
チ
ー
ム
・

雷
門
イ
レ
ブ
ン
の
前
に
、
サ
ッ
カ
ー

界
の
す
べ
て
を
牛
耳
る
管
理
組
織
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
最
強
軍
団
が
立

ち
は
だ
か
る
。

　
▽
「
ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
　
も
の
の

け
島
の
ナ
キ
」（
東
宝
配
給
）
浜
田

広
介
の
国
民
的
童
話
「
泣
い
た
赤
お

に
」
を
下
敷
き
に
し
た
３
Ｄ
の
Ｃ
Ｇ

ア
ニ
メ
。
も
の
の
け
島
に
住
む
赤
お

に
・
ナ
キ
と
青
お
に
・
グ
ン
ジ
ョ
ー

の
友
情
を
軸
に
、
人
間
の
子
ど
も
・

コ
タ
ケ
と
の
交
流
を
描
く
。
声
の
出

演
は
香
取
慎
吾
、
山
寺
宏
一
、
Ｙ
Ｏ

Ｕ
、
加
藤
清
史
郎
ほ
か
。
山
崎
貴
、

八
木
竜
一
両
監
督
。

　
▽
「
映
画
『
け
い
お
ん
！
』」（
松

竹
配
給
）
か
き
ふ
ら
い
の
４
コ
マ
漫

画
を
原
作
と
す
る
人
気
テ
レ
ビ
ア
ニ

メ
の
劇
場
版
。
桜
が
丘
高
校
軽
音
部

メ
ン
バ
ー
の
部
活
ラ
イ
フ
と
、
卒
業

を
控
え
た
３
年
生
４
人
、唯
、澪
、律
、

紬
と
後
輩
の
梓
が
立
て
た
ロ
ン
ド
ン

へ
の
卒
業
旅
行
計
画
を
描
く
。
声
の

出
演
は
豊
崎
愛
生
、
日
笠
陽
子
、
佐

藤
聡
美
、
寿
美
菜
子
、
竹
達
彩
奈
ら
。

写真はイメージです

ス
ピ
ル
バ
�
グ
の
２
作
品
登
場

大
作
、
多
彩
な
ア
ニ
メ
の
邦
画

12
月
公
開
の
映
画
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な
い
の
で
、
大
き
な
裁
ち
ば
さ
み
を

の
せ
た
。

　
翌
朝
、
隣
に
住
む
遠
い
親
戚
が
い

く
ら
な
ん
で
も
こ
れ
じ
ゃ
あ
お
か

し
い
よ
と
言
っ
て
、
ふ
と
ん
の
上
の

裁
ち
ば
さ
み
を
武
士
の
小

し
ょ
う
と
う
刀
の
よ

う
な
も
の
に
取
り
換
え
て
く
れ
た
。

　
ど
う
し
て
百
点
満
点
だ
っ
た
よ
と

言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

孝
行
を
十
分
に
尽
く
さ
な
か
っ
た
か

ら
か
。
長
い
間
ア
メ
リ
カ
に
い
て
ご

く
ま
れ
に
し
か
会

わ
な
か
っ
た
か
ら

か
。
三
十
点
の
減

点
は
ど
こ
か
ら
来

て
い
る
の
か
。

　
今
東
京
で
住
ん

で
い
る
ホ
テ
ル

の
部
屋
の
棚
の

上
に
母
の
位い

は

い牌
を
置

い
て
い
る
が
地
震
の

度
に
落
ち
そ
う
で
心
配
だ
。

　
私
は
三
人
兄
弟
の
長

女
で
あ
る
。
歳と

し

の
離
れ

た
妹
と
弟
が
い
る
が
、

妹
は
十
七
年
前
に
亡
く

な
っ
た
。
父
は
私
が
赤

子
の
こ
ろ
に
亡
く
な

り
、
母
は
私
を
自
分
の

両
親
に
預
け
て
仙
台
で

働
い
て
い
た
が
、
私
が

小
学
校
二
年
生
の
と
き

再
婚
し
た
。
妹
と
弟
が

生
ま
れ
た
。
母
は
十
五

年
前
に
、
母
の
再
婚
相

手
は
三
年
前
に
亡
く

な
っ
た
。

　
母
は
古
い
言
葉
で
い

う
「
職
業
婦
人
」
で
、

看
護
師
、
保
健
師
、
中

学
・
高
校
の
英
語
教
師

の
資
格
を
持
ち
、
物
心

が
つ
い
て
以
来
私
の
記

憶
に
あ
る
か
ぎ
り
、
常

に
働
い
て
い
た
。
宮
城

県
は
山
形
寄
り
の
温
泉
郷
に
生
ま

れ
田
舎
育
ち
だ
っ
た
が
、
男
勝
り
の

勉
強
好
き
、
進
取
の
気
性
に
富
み
、

文
学
、
音
楽
、
外
国
語
と
新
し
い
も

の
に
挑
戦
し
て
楽
し
ん
で
い
た
よ

う
だ
。
父
親
の
事
業
が
左
前
に
な

り
中
退
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、

東
京
の
大
学
で
勉
強
も
し
た
。

　
小
学
校
六
年
生
の
と
き
、
私
は

母
と
継
父
の
い
る
埼
玉
県
Ｏ
市
の

家
に
引
き
取
ら
れ
た
。
祖
父
母
の

も
と
で
寂
し
い
け
れ
ど
も
の
ん
び

り
暮
ら
し
て
い
た
私
の
生
活
環
境

が
一
変
し
た
。
働
く
母
を
助
け
て
、

学
校
か
ら
帰
る
と
そ
れ
ま
で
パ
ー

ト
で
幼
い
妹
や
弟
の
面
倒
を
み
て

く
れ
て
い
た
近
所
の
お
ば
さ
ん
と

交
代
し
て
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を

務
め
、
夕
食
の
下
準
備
に
駆
け
ず

り
回
っ
た
。

　
弟
は
幼
い
こ
ろ
虚
弱
体
質
で
何
か

と
い
う
と
す
ぐ
熱
を
出
し
、
流は

や行
り

の
病
は
誰
よ
り
も
先
に
罹か

か

る
し
ま
つ

で
、
十
三
歳
や
そ
こ
ら
の
私
が
面
倒

を
み
る
の
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
何
と
か
や
り
遂
げ
た
の
は
、

私
も
母
の
持
つ
ガ
ッ
ツ
を
多
少
受
け

継
い
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
あ
る
日
の
午
後
、
風
邪
気
味
で
眠

気
に
襲
わ
れ
て
い
な
が
ら
眠
れ
ず

に
ぐ
ず
っ
て
、
わ
あ
わ
あ
泣
い
て
ば

か
り
い
る
弟
を
抱
い
て
、
私
は
途
方

に
く
れ
て
い
た
。
大
粒
の
涙
を
流
し

て
泣
い
て
い
る
弟
の
顔
を
な
す
す

べ
も
な
く
見
て
い
る
と
、
突
如
本
能

的
な
何
か
が
私
を
揺
り
動
か
し
た
。

着
て
い
た
ブ
ラ
ウ
ス
を
脱
ぎ
、
シ
ャ

ツ
を
捲ま

く

り
上
げ
、
や
っ
と
膨
ら
み
か

け
た
乳
房
を
出
し
て
、
ピ
ン
ク
色
の

花
の
つ
ぼ
み
に
も
似
た
小
さ
な
乳

首
を
泣
き
じ
ゃ
く
る
弟
の
口
に
当

て
た
。

　
弟
は
は
っ
と
し
た
よ
う
に
泣
く

の
を
や
め
て
目
の
前
の
乳
首
に
見

入
っ
て
い
た
が
、
あ
ん
、
と
声
を

上
げ
る
な
り
脱だ

っ

と兎
の
勢
い
で
私
の

乳
首
に
む
し
ゃ
ぶ
り
つ
い
た
。
両

手
で
私
の
乳
房
を
包
み
込
む
よ
う

に
持
ち
、
と
き
ど
き
歌
で
も
唄う

た

う

よ
う
に
、
ふ
ん
、
ふ
ー
ん
と
さ
さ

や
き
な
が
ら
、
乳
首
を
吸
っ
て
い

た
が
、
間
も
な
く
眠
り
に
落
ち
て

い
っ
た
。
満
ち
足
り
た
、
安
ら
か

な
寝
顔
だ
っ
た
。

　
弟
を
そ
っ
と
布
団
に
寝
か
せ
、
身

仕
舞
い
し
な
が
ら
、
私
は
し
て
は

な
ら
な
い
人
の
世
の
掟

お
き
て

破
り
で
も

し
た
か
の
よ
う
に
、
後
ろ
め
た
か
っ

た
。
自
分
は
弟
の
母
親
で
は
な
い
の

だ
と
わ
が
身
に
言
い
聞
か
せ
た
が
、

乳
首
を
吸
わ
れ
た
と
き
の
不
可
思

議
な
心
の
安
ら
ぎ
と
形
容
し
が
た

い
快
感
を
思
い
出
し
、
衝
撃
で
金

縛
り
に
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

あ
れ
が
わ
が
子
に
乳
を
与
え
る
母

親
の
味
わ
う
無
償
の
喜
び
と
充
実

感
な
の
だ
ろ
う
か
。
長
じ
て
経
験
す

る
こ
と
に
な
る
性
的
な
満
足
感
と

は
全
く
異
質
の
も
の
だ
っ
た
。

　
母
は
た
ぶ
ん
に
男
性
的
な
性
格

で
、
お
お
ら
か
で
太
っ
腹
、
娘
た
ち

へ
の
接
し
方
も
淡
々
と
し
て
い
た
。

教
師
で
あ
り
な
が
ら
教
育
マ
マ
で

は
な
く
、
私
や
妹
が
そ
こ
そ
こ
に
勉

強
し
て
学
校
の
テ
ス
ト
で
い
い
点

を
と
る
と
喜
ん
で
く
れ
は
し
た
が
、

さ
ら
に
上
に
挑
め
と
ハ
ッ
パ
を
か

け
た
り
は
し
な
か
っ
た
。
た
だ
、
女

性
も
手
に
職
を
持
ち
自
立
で
き
な

け
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
男
性
に
隷
属

し
て
生
き
る
こ
と
に
な
る
と
娘
た

ち
に
折
に
ふ
れ
懇
々
と
言
い
聞
か

せ
た
。
そ
の
母
も
末
っ
子
で
一
人
息

子
の
弟
に
は
甘
く
、
中
学
ぐ
ら
い
ま

で
溺
愛
し
て
い
た
。

　
弟
が
高
校
を
経
て
大
学
に
入
る

と
、
母
は
息
子
へ
の
接
し
方
に
少
し

ず
つ
距
離
を
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。

就
職
、
結
婚
、
孫
の
誕
生
と
息
子
の

人
生
が
進
展
す
る
に
つ
れ
、
息
子
に

は
息
子
の
生
き
方
が
あ
り
、
親
は
側

面
か
ら
見
守
る
だ
け
に
す
る
べ
し

と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
兄
弟
中
で
一
番
気

が
優
し
い
が
甘
っ
た
れ
で
、
親
へ
の

依
頼
心
の
強
か
っ
た
息
子
と
一
定

の
距
離
を
保
つ
こ
と
で
、
独
立
自
尊
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そ
の
時
は
母
親
の
意

識
が
ど
れ
く
ら
い
は
っ

き
り
し
て
い
た
か
わ
か

ら
な
い
。
た
だ
、
息
子

と
し
て
の
僕
を
採
点
す

る
と
し
た
ら
何
点
く
ら

い
か
な
と
聞
い
た
時
、

一
瞬
間
を
お
い
て
七
十

点
く
ら
い
か
な
と
言
っ

た
。
一
九
七
四
年
十
二

月
十
六
日
、
栃
木
県
佐

野
市
の
佐
野
厚
生
病
院

の
一
室
だ
っ
た
。
室
内

は
暖
房
が
き
い
て
い
た

が
、
窓
の
外
は
木
枯
ら

し
が
吹
い
て
い
た
。
そ

の
頃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

住
ん
で
い
た
私
の
と
こ

ろ
に
母
が
倒
れ
た
と
電

話
し
て
く
れ
た
の
は

従い
と
こ姉
の
千
鶴
子
で
、
す
ぐ
パ
ン
ア
メ

リ
カ
ン
航
空
を
予
約
し
て
東
京
経

由
で
佐
野
ま
で
飛
ん
で
行
っ
た
。

　
昨
日
ま
で
元
気
で
生
徒
さ
ん
に

編
み
物
を
教
え
て
い
た
の
に
と
電

話
の
向
こ
う
で
千
鶴
子
が
説
明
す

る
。
高
血
圧
と
糖
尿
と
二
つ
の
持
病

が
あ
っ
た
か
ら
、
ど
こ
か
で
い
つ

か
異
変
が
起
き
な
け
れ
ば
と
心
配

は
し
て
い
た
。
入
り
口
で
靴
を
脱

い
で
ス
リ
ッ
パ
に
履
き
替
え
、
リ

ノ
リ
ウ
ム
の
床
を
蹴
っ
て
部
屋
に

飛
び
込
ん
だ
ら
少
し
や
つ
れ
た
顔

の
母
が
ベ
ッ
ド
で
こ
ち
ら
を
見
た
。

ヘ
ル
パ
ー
の
お
ば
さ
ん
が
椅
子
を

す
す
め
て
く
れ
た
の
で
、
大
丈
夫
？

と
言
い
な
が
ら
す
わ
っ
た
。
母
は

薄
化
粧
を
し
て
い
た
よ
う
な
気
配

が
み
え
た
。
脳
卒
中
だ
っ
た
の
か
、

心
臓
麻ま

ひ痺
だ
っ
た
の
か
、
迂う
か
つ闊
に
も

今
思
い
出
せ
な
い
。
枕
元
で
か
な
り

長
い
間
母
の
顔
を
見
つ
め
て
い
た
。

時
々
目
を
つ
ぶ
っ
て
眠
っ
て
い
た
。

翌
日
、
千
鶴
子
と
そ
の
夫
の
仁
さ
ん

と
夕
食
を
食
べ
に
行
っ
て
い
る
間

に
母
は
亡
く
な
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
僕
の
場
合
、
マ
ザ
コ
ン

だ
っ
た
と
今
で
は
思
う
。
た
だ
当
時

そ
う
い
う
言
い
方
は
流は

や行
っ
て
い

な
か
っ
た
か
ら
、
何
の
意
識
も
な

か
っ
た
。
マ
ザ
コ
ン
な
ど
は
ス
キ

ン
シ
ッ
プ
と
同
じ
よ
う
に
和
製
英

語
で
、
厳
密
な
定
義
は
何
も
な
い
。

僕
が
生
ま
れ
た
時
に
は
父
は
亡
く

な
っ
て
お
り
、
母
が
再
婚
す
る
ま
で

は
母
ひ
と
り
子
ひ
と
り
の
生
活
が

続
い
た
。
だ
か
ら
僕
の
ま
わ
り
に
は

五
歳
に
な
る
ま
で
母
以
外
に
愛
情

の
対
象
と
な
る
人
は
い
な
か
っ
た
。

僕
が
五
歳
、
母
が
三
十
五
歳
の
時

に
再
婚
し
て
義
理
の
父
親
や
姉
と

一
緒
に
生
活
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
も
僕
の
愛
情
の
向
か
う
と
こ

ろ
は
母
だ
け
だ
っ
た
。

　
そ
の
頃
住
ん
で
い
た
池
袋
の
駅

の
東
口
か
ら
西
口
に
抜
け
る
ト
ン

ネ
ル
の
近
く
で
ず
ぶ
の
素
人
の
中

年
男
が
プ
ロ
の
や
く
ざ
を
ナ
イ
フ

で
殺
傷
し
た
と
い
う
事
件
が
起

こ
っ
た
。
そ
の
普
通
の
お
父
さ
ん

は
十
四
、五
歳
の
中
学
生
の
娘
と
ト

ン
ネ
ル
を
く
ぐ
ろ
う
と
し
た
ら
、

い
き
な
り
男
が
娘
に
襲
い
か
か
っ

た
ら
し
い
。
お
父
さ
ん
は
た
ま
た

ま
持
っ
て
い
た
果
物
ナ
イ
フ
を
そ

の
男
の
胸
に
突
き
刺
し
た
。
傷
害

事
件
と
し
て
お
父
さ
ん
は
警
察
に

逮
捕
さ
れ
た
が
人
々
は
彼
の
娘
を

守
ろ
う
と
し
た
行
為
を
評
価
し
た
。

　
僕
は
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
僕
に

起
こ
っ
た
場
合
に
相
手
の
男
を
刺

し
て
ま
で
も
娘
を
守
る
だ
ろ
う
か
。

娘
で
は
な
く
て
母
親
だ
っ
た
ら
そ

う
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
マ
ザ
コ
ン
と
い
う
の
は
生
ま
れ

な
が
ら
に
身
に
つ
い
た
障
害
で

あ
っ
て
、
死
ぬ
ま
で
共
生
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
僕
は
そ
の
障
害
を
一

生
背
中
に
負
っ
て
生
き
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
自
覚
し
た
。
人
並
み
に

恋
愛
も
二
、三
回
経
験
し
た
が
、
母

親
へ
の
愛
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
く
ら
い
希
薄
な
も
の
だ
っ
た
。

　
病
院
の
看
護
師
さ
ん
や
お
手
伝

い
の
女
性
が
母
の
遺
体
を
拭
き
清

め
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
ら

葬
儀
屋
か
ら
車
が
着
い
た
の
で
、
母

と
家
に
帰
っ
た
。
家
の
中
は
き
れ
い

に
掃
き
清
め
ら
れ
て
北
枕
で
ふ
と

ん
が
敷
い
て
あ
っ
た
。
四
十
三
歳

の
僕
は
、
甲
状
腺
の
具
合
が
悪
く
、

頻
脈
に
悩
ま
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
都

度
ト
ラ
ン
キ
ラ
イ
ザ
ー
を
服
用
し

て
い
た
。
北
枕
の
ふ
と
ん
に
仰あ

お
む向
け

に
横
た
わ
っ
た
母
の
顔
に
白
い
布

を
か
ぶ
せ
、
ふ
と
ん
の
上
に
小こ

が
た
な刀
を

の
せ
よ
う
と
探
し
た
が
見
つ
か
ら

イ
ラ
ス
ト
／
田
沢
ケ
ン

イ
ラ
ス
ト
／
田
沢
ケ
ン

の
精
神
を
息
子
に
促
し
た
か
っ
た

の
か
。

　
母
の
願
い
を
読
み
取
っ
た
か
、
歳

月
を
経
る
に
つ
れ
弟
は
世
慣
れ
た

た
く
ま
し
さ
が
身
に
つ
き
、
親
に

甘
え
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
。
孫

を
可か

わ

い愛
が
っ
て
い
た
両
親
の
様
子

を
見
に
家
族
と
頻
繁
に
訪
れ
て
は
、

な
に
か
と
母
の
相
談
相
手
に
な
っ

て
い
た
。
母
が
膵す

い
ぞ
う臓
が
ん
で
倒
れ
、

緊
急
入
院
し
た
翌
日
あ
っ
さ
り
こ

の
世
に
別
れ
を
告
げ
た
と
き
、
急

激
に
や
せ
衰
え
た
母
の
死
に
顔
に

見
入
っ
た
弟
が
、「
こ
ん
な
に
小
さ

く
な
っ
ち
ゃ
っ
た

ん
だ
ね
、
お
母
ち
ゃ

ん
」
と
さ
さ
や
く

よ
う
に
母
に
語
り

か
け
た
の
が
、
い

ま
も
私
の
胸
の
奥

に
こ
だ
ま
す
る
。

　
私
の
小
さ
な
乳

首
を
無
心
に
吸
っ

た
、
遠
い
昔
の

幼
い
弟
の
心
の
声

だ
っ
た
。

七十点の息子乳首の直感
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テリー 寺
てら

本
もと

PADI コース・ディレクター

河
こう

野
の

  真
ま

由
ゆ

美
み

　12 月に入り待ちに待った夏がやって来ましたが、読者の皆さんいかがお過ごしでしょ

うか？　気温も水温も少しずつ上がり、ダイビング日和のお天気になってきています。

まだダイバーでない人はぜひ、ダイビングに挑戦してみませんか？　水の中は静かで、

とても気持ちいいですよ！　イルカやアシカなど、たくさんの水中生物にも会うことが

できます。今月はまだダイバーでない方のために、初心者コースといわれるオープン

ウォーターコースをご紹介します。

オープンウォーターコース
　このコースはエントリーレベルといわ

れているコースで、コース終了後は水深

18 ｍまでなら世界中の海でダイビングを

楽しむことができます。インストラクター

の付き添いなしでダイビングを楽しめる

ようになるので、ダイビングのパスポート

と言ってもいいでしょう。

３つのパート

　コースは３つのパートに分かれてお

り、１つ目のパートは５つの知識開発

セッション。このセッションにはｅラー

ニングといって、インターネットを使っ

て好きな時間に自分のペースで学ぶと

いうオプションもあります。知識開発

セッションでは、ダイビング器材につ

いて学んだり、深度が増すにつれて増

加する圧力（体が受ける圧力）の影響

などについても学習します。

　２つ目のパートは５つの限定水域講

習（プールトレーニングともいいます）。

この講習では、器材の組み立て方や使

い方を学び、もちろん実際に器材をつ

けて水の中に入ります。万が一起こり

得るトラブルを想定してスキルを練習

します。例えばマスクの中に入ってし

まった水を水中で出す方法。水面にい

ちいち上がるよりも時間の節約になり

ます。その他にも水中を泳ぐのに一番

効率的な泳ぎ方や、足のつりを治す練

習をしたりもします。

　３つ目のパートは、４本の海洋実習！

プールで練習したスキルを実際の海で

もう一度おさらいして、中性浮力をコ

ントロールしながら水中ツアーへ。１

本目よりも２本目、２本目よりも３本

目という感じで、経験を増すごとに上

手になっていくのが分かると思います。

水中ツアーでは、タツノオトシゴやそ

の他たくさんの魚たちを見ることがで

きます。パースの海では講習中にイル

カに遭遇することも多々あります。

　オープンウォーターダイバーになるた

めには、200 ｍの水泳か 300 ｍのスノーケ

ルスイムと、10 分間のフローティングが

義務付けられています。時間制限はありま

せんがノンストップで泳がなければなら

ないので、心配な方は練習をしてみてくだ

さい！

スキューバーダイバーコース
　もし水泳がちょっと苦手、またとりあ

えずダイビングを試したいという方には、

スキューバーダイバーコースが最適です。

このコースでは 10 分間のフローティング

のみ義務付けられており、３つの知識開発

セッション、３つの限定水域講習、２本の

海洋実習をマスターすることになります

が、最短２日間で終了できることもあり、

時間がない方にもお勧めです。コース終了

後は最大 12 ｍの深度、またプロフェッショ

ナルの監督のもとでダイビングを楽しむ

ことができます。スキューバーダイバー

コース終了後、オープンウォーターダイ

バーコースにアップグレードすることも

可能です。

　ダイバーになろうと決めたら、お店選

び。費用や日程の他にも、インストラク

ターのレベルや経験、またインストラク

ター対生徒の比率についても聞いてみま

しょう！

オーストラリア・ワインの話
ダイビング・コラム

連 載
その 78

◇ Audrey Series Coonawarra Cabernet 

 Sauvignon 2009 ....................................＄20

◇ Audrey Series Hunter Valley Shiraz 2009　 

  ...............................................................＄20

◇ Audrey Series McLaren Vale Shiraz 2008　 

  ...............................................................＄20

　次回、ハンターに行かれる折、お勧め

のワイナリーの一つです。

■ DRAYTON'S FAMILY WINES
（ドレイトンズ・ファミリー・ワ
インズ）
設立：1860 年

　初代の Joseph Drayton（ジョセフ・ドレ

イトン）はイギリスの片田舎生まれ、27

歳の 1853 年、幼い２人の息子と妻を連れ

てオーストラリアへ移住する航海の途中、

息子の１人と妻を亡くしました。1850 年

代後半、息子を連れてハンターへ移り、

初めは小麦などの穀物栽培農家を目指し

ていましたが、周囲に葡萄栽培農家が多

かったので見よう見まねで葡萄に転栽し

ました。間もなく再婚し、８人の子供に

恵まれました。初めの息子は鍛冶屋にな

り、再婚での長男が葡萄栽培農家になり、

後にワインメーカーとなりました。

　1947 年、２代目の William の名前をとっ

て W Drayton & Sons が設立されました。

２代目も子沢山に恵まれてそれぞれに家

業を手伝い、大きくしていきました。ワ

イン造りも順調でしたが 1994 年、４代

目を引き継いだ Reg Drayton と夫人の Pam

は Lord Howe Island（ロード・ハウ島）へ

行く途中の小型飛行機の墜落事故で亡く

なりました。悲劇は再び 2008 年にワイン

メーキングの作業中にガス爆発による事

故で５代目の Trevor Drayton が亡くなり、

彼のアシスタントも命は取り留めたもの

の大やけどを負いました。Trevor Drayton

はハンターのワインメーカー協会の会長

でもあり、とても人望の厚い方だったの

で、今でも語られて惜しまれています。

　現在は６代目。150 年以上の歴史を誇

る、ワイン造りに励むファミリーの一つ

です。

■ ROBYN DRAYTON WINES
（ロビン・ドレイトン・ワインズ）

設立：1994 年

　ドレイトン・ファミリーの中で唯一の

女性ワインメーカーとして、ロビンは両

親の飛行機事故の後、独立して彼女のワ

イン造りを始め、セラードアもオープン

して現在に至っています。眺めの素晴ら

しいセラードアには家族の歴史も展示さ

れています。

　シドニーから日帰りで行けるワイン生

産地、ロワー・ハンター（ロワー川の手

前）には 100 余軒のワイナリーがありま

すが、家族経営の古いワイナリーをご紹

介しています。その中でもハンターワイ

ンのパイオニアといわれるファミリーに

スポットを当ててみましょう。

 

■ AUDREY WILKINSON 
VINEYARD（オードレイ・ウィ
ルキンソン・ヴィンヤード）
設立：1866 年

　最新の「グルメ＆トラヴェル」誌によ

りますと、オーストラリア国内のワイナ

リーで最も眺めの素晴らしいベスト 10

の一つ（NSW 州で唯一）に選ばれてい

ます。ハンター全体が 360 度に見下ろせ

る丘の上にあるセラードアは、一度は訪

れてみたいところです。

　オードレイ少年の父が亡くなったと

き、彼はまだ 15 歳でした。父の手伝い

をしていた葡萄（ぶどう）畑をそのまま

引き継ぎました。彼は素晴らしい天賦の

（生まれつきの、天から与えられた）味

覚の持ち主でした。２人の兄、フレデリッ

クとジョンがそれぞれフランスとドイツ

でワインメーキングを学んで戻り 1866

年に家族経営の会社を設立しましたが、

彼らはテントで生活していました。ブッ

シュを開拓、開墾しながらヴィンヤード

を広げていきました。

　1900 年代の初めのころには、オード

レイが造るワインはオーストラリア国内

のワインショウのあらゆる賞を総なめに

するほどになりました。彼の赤ワインと

フォーティファイドワイン（酒精強化ワ

イン＝ポートワインなど）のほとんどは、

ロンドンに輸出されていました。彼は味

覚と技術をたゆまぬ研鑽（けんさん）で

磨き、オーストラリアのワイン業界のパ

イオニアおよびリーダーの一人として、

情熱に燃えて働きました。

　セラードアのスタッフもとても親切

で、テイスティングでは、それぞれのワ

インについて詳しく説明してくれます。

併設されているミュージアムには、初代

のころから使われていたワイン造りの道

具や記録が展示されていて、とても興味

深くご覧になれます。

　ワインにはいろいろの品種、シリー

ズがありますが、Audrey Series が手頃で

しょう。

◇ Audrey Series Semillon 2009 ...............＄20

◇ Audrey Series Semillon Sauvignon Blanc 

 2010 ......................................................＄20

◇ Audrey Series Verdelho 2009 ..............＄20

English-Japanese conversation exchange in the city

「会 WA」参加者募集のお知らせ

JET プログラムの経験者でつくる JETAA 西オース

トラリア支部では、気軽に英日会話が楽しめる交流

会を定期的に行っています。参加費はゴールドコイ

ンで ( おつまみ代となります )。今後の開催予定は

以下の通りです。ふるってご参加下さい。

*

会 WA is held from 5:30pm on Thursday every 

two weeks in the function room at 43 Below. A 

gold coin donation is encouraged to pay for food!

*

Date: December 1 & 15 2011

Time: from 5:30pm(you don't have to be there on time!)

Venue: 43 Below (corner of Hay & Barrack)

*

問い合わせ先／ Inquiries

ニック（Nick）

Tel: 0408-083-131 / president@jetaawa.com
18+ only ; photo ID required
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パ
リ
に
は
何
度
も
行
っ
た
の
で
回

数
は
覚
え
て
い
な
い
。

　
最
初
は
以
前
に
も
書
い
た
ミ
ラ
ノ

駅
か
ら
特
急
の
コ
ン
パ
ー
ト
メ
ン
ト

で
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
駅
に
着
い
た
時

だ
っ
た
。
到
着
し
た
時
の
駅
の
雰
囲

気
が
強
烈
に
印
象
に
残
っ
て
お
り
、

そ
の
後
、
何
度
も
パ
リ
を
訪
れ
る
た

び
に
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
駅
に
行
っ
て
し

ま
う
。
し
か
し
、
現
在
で
は
駅
舎
が

建
て
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
昔
の
風

情
は
残
っ
て
い
な
い
。

カ
ル
チ
�
ラ
タ
ン
周
辺

　
最
初
に
パ
リ
に
行
っ
た
時
、
知
り

合
い
が
パ
リ
に
留
学
中
だ
っ
た
。
彼

に
連
れ
ら
れ
て
歩
い
た
３
日
間
が
、

私
を
大
の
パ
リ
好
き
に
さ
せ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
私
は
そ
の
後
、
パ
リ

を
散
策
す
る
魅
惑
に
取
り
つ
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
彼
は
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
の
ア
パ
ー

ト
の
屋
根
裏
に
住
ん
で
い
た
の
で
、

ま
ず
は
そ
の
周
辺
か
ら
案
内
し
て
も

ら
っ
た
。
ご
存
じ
の
と
お
り
カ
ル

チ
ェ
ラ
タ
ン
は
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
を

は
じ
め
大
学
の
集
中
し
て
い
る
街
で

あ
り
、
学
生
の
街
で
あ
る
。
パ
リ
が

出
て
く
る
小
説
で
は
必
ず
と
言
っ
て

よ
い
ほ
ど
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン
が
登
場

す
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
道
は
狭

く
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
と
し
た
街
並
み
だ

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
レ
ス
ト
ラ
ン

も
あ
り
庶
民
感
覚
の
街
で
も
あ
る
。

ノ
ミ
の
市

　
彼
と
一
緒
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
強

烈
な
印
象
が
残
っ
て
い
る
の
は
ク
リ

ニ
ャ
ン
ク
ー
ル
の
ノ
ミ
の
市
だ
。
パ

リ
に
は
３
大
ノ
ミ
の
市
が
あ
る
ら
し

い
が
、
最
大
の
規
模
を
誇
る
の
が
ク

リ
ニ
ャ
ン
ク
ー
ル
な
の
だ
し
、
ノ
ミ

の
市
の
歴
史
も
古
い
。

　
地
下
鉄
の
終
着
駅
だ
っ
た
（
今
は

知
ら
な
い
）。
駅
を
出
る
と
辺
り
一

面
が
ノ
ミ
の
市
に
な
っ
て
い
た
。
整

然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
好
き
放

題
、
い
た
る
と
こ
ろ
雑
然
と
並
べ
て

い
る
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
思
い
出

し
て
も
「
あ
の
時
、
買
っ
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
。
残
念
！
」
と
思
え
る
素

晴
ら
し
い
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
も
の
も
数

多
く
あ
っ
た
が
、
破
れ
た
服
や
片
足

だ
け
の
靴
ま
で
並
べ
ら
れ
て
い
た
の

に
は
呆
（
あ
き
）
れ
て
し
ま
っ
た
。

少
な
く
と
も
当
時
は
、
目
利
き
が
で

き
れ
ば
「
掘
り
出
し
物
」
が
多
か
っ

た
に
違
い
な
い
。
半
日
歩
い
て
回
っ

た
が
そ
れ
で
も
回
り
き
れ
な
い
ほ
ど

広
大
な
ノ
ミ
の
市
で
あ
り
、
そ
の
規

模
に
お
い
て
も
世
界
一
だ
ろ
う
。

子
供
た
ち
は
ど
こ
で
遊
ん
で
い
る

の
？

　
パ
リ
で
最
初
に
思
っ
た
の
は
「
子

供
た
ち
は
ど
こ
で
遊
ん
で
い
る
の
だ

ろ
う
」
だ
っ
た
。
パ
リ
と
い
う
町
は

大
阪
や
東
京
と
違
っ
て
中
心
部
に
も

多
く
の
住
宅
街
が
あ
る
は
ず
な
の

に
、
子
供
が
見
当
た
ら
な
い
。
彼
に

「
ど
う
思
う
？
」
と
質
問
し
て
も
彼

も
分
か
ら
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
子

供
探
し
を
始
め
た
。
歩
い
て
回
っ
て

も
子
供
が
見
つ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
、

人
に
尋
ね
て
み
た
�
と
言
っ
て
も
彼

が
聞
い
た
の
だ
が
。

　
理
由
は
簡
単
だ
っ
た
。
パ
リ
の
街

は
一
つ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
道
路
が

放
射
線
状
に
延
び
て
い
る
。
だ
か
ら

道
路
と
道
路
と
の
間
隔
が
広
い
。
道

路
に
面
し
て
建
て
ら
れ
た
集
合
住
宅

は
、
奥
で
は
反
対
側
の
道
路
の
集
合

住
宅
と
背
中
合
わ
せ
の
形
に
な
り
広

い
中
庭
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
っ

旅
の
思
い
出
あ
れ
こ
れ
︵
そ
の
10
︶

　
　
　
　
パ
リ
︵
フ
ラ
ン
ス
︶
⑴

中な
か
は
ら原

　
武た
け
し志

連
載

第
24
回

連載コラム／ JAPAN NEWS

た
。
子
供
た
ち
は
、
こ
の
広
い
中
庭

で
遊
ん
で
い
た
の
だ
っ
た
。

夜
の
レ
ス
ト
ラ
ン

　
日
本
で
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
フ
ァ

ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
パ
リ
に
は

か
な
り
多
く
あ
っ
た
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
な
の
に
、
こ
こ
に
も
子

供
の
姿
が
見
え
な
い
。
そ
の
答
え
は

彼
が
知
っ
て
い
た
。
パ
リ
で
は
、
大

人
と
子
供
を
し
っ
か
り
分
け
て
考
え

て
い
る
ら
し
い
と
（
後
で
分
か
っ
た

こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
欧
米
で
は
常
識

で
も
あ
る
）。
だ
か
ら
、
夜
は
大
人

の
時
間
で
あ
り
、
子
供
を
一
緒
に
連

れ
出
す
こ
と
な
ん
て
考
え
な
い
ら
し

い
と
。
そ
の
た
め
に
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
と
い
う
職
業
が
で
き
た
ら
し
い

と
彼
が
言
う
。
そ
う
言
え
ば
、
カ
ッ

プ
ル
は
、
ほ
と
ん
ど
が
夫
婦
の
よ
う

だ
っ
た
。
夫
婦
が
夜
の
時
間
を
大
切

に
過
ご
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
っ
て
注
文
す
る

ま
で
の
時
間
が
長
い
。
日
本
の
よ
う

に
す
ぐ
に
「
ご
注
文
は
？
」
な
ん
て

聞
き
に
こ
な
い
。
注
文
し
て
か
ら
料

理
が
出
て
く
る
ま
で
が
長
い
。
だ
か

ら
仕
方
な
く
？
ワ
イ
ン
を
飲
む
こ
と

に
な
る
。
あ
ち
ら
の
ワ
イ
ン
は
日
本

の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
に
高
価
で
は

な
い
の
で
よ
い
が
、
酒
に
弱
い
私
な

ど
は
「
早
く
料
理
が
出
て
こ
な
い
か

な
」
と
首
が
長
く
伸
び
て
し
ま
う
。

悠
長
に
楽
し
く
食
事
を
味
わ
う
習
慣

が
身
に
付
い
て
い
な
い
我
が
身
が
恥

ず
か
し
か
っ
た
。

昼
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
「
男
尊
女
卑

論
議
」

　
あ
る
日
、
ラ
ン
チ
を
食
べ
て
い
る

と
隣
席
の
夫
婦
が
話
し
か
け
て
き

た
。
も
ち
ろ
ん
彼
の
通
訳
を
介
し
て

の
も
ど
か
し
い
会
話
だ
っ
た
が
、
な

か
な
か
面
白
か
っ
た
の
で
、
今
で
も

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

　
彼
は
新
聞
記
者
だ
と
い
う
。
我
々

が
日
本
人
だ
と
分
か
る
と
「
日
本
は

男
尊
女
卑
の
国
だ
」
と
痛
烈
な
批
判

を
し
て
き
た
の
で
、
反
論
が
大
変

だ
っ
た
。
話
す
う
ち
に
「
日
本
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
知
っ
て
い
る
か
」
と

尋
ね
る
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
東
の
方

だ
と
言
う
。
地
図
上
の
日
本
の
位
置

も
知
ら
な
い
で
批
判
だ
け
は
厳
し

い
。
話
す
う
ち
に
、
私
が
次
の
よ
う

な
こ
と
を
言
っ
た
。「
男
尊
女
卑
だ

と
言
う
が
、
日
本
で
は
80
％
以
上
の

家
庭
で
は
、
女
性
が
財
布
を
握
っ
て

い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
ど
う
か
」
と

尋
ね
た
。
そ
の
途
端
に
形
勢
が
変

わ
っ
た
。
彼
は
「
そ
ん
な
話
は
信
じ

ら
れ
な
い
」
と
言
い
、奥
さ
ん
は
「
そ

の
話
が
本
当
な
ら
、
日
本
は
男
尊
女

卑
と
は
言
え
な
い
。
私
な
ど
、
決
め

ら
れ
た
家
計
費
に
あ
く
せ
く
し
て
い

る
し
、
彼
が
出
張
の
時
に
浮
気
を
し

な
い
よ
う
に
つ
い
て
行
く
た
め
に
、

家
計
費
を
節
約
し
て
貯
金
し
て
い

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
は
、
99
％
以

上
、
男
性
が
家
計
を
支
配
し
て
い
る
」

と
切
々
と
訴
え
る
。

　
日
本
で
は
、
女
性
が
財
布
を
握

り
、
奥
さ
ん
が
ご
主
人
の
小
遣
い
ま

で
管
理
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な

い
と
言
う
と
、「
こ
れ
ま
で
に
聞
い

た
日
本
人
論
と
あ
ま
り
に
も
違
っ
て

い
て
信
じ
が
た
い
が
、
本
当
な
ら
う

ら
や
ま
し
い
」
と
言
う
。
徳
川
時
代

の
武
家
以
外
で
は
、
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
女
性
上
位
な
の
が
日
本
社
会
だ

と
言
っ
て
よ
い
。
江
戸
の
よ
う
に
階

級
が
う
る
さ
く
な
い
地
方
で
は
、
女

性
の
力
は
大
き
か
っ
た
し
、
今
で
は

そ
れ
が
強
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
会
社
や
役
所
で
は
男

尊
女
卑
の
傾
向
が
残
っ
て
い
る
が
、

江
戸
幕
府
の
名
残
だ
ろ
う
。
庶
民
は

女
性
上
位
な
の
だ
。
最
近
の
昼
間
の

喫
茶
室
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
見
れ

ば
、
そ
れ
が
歴
然
と
分
か
る
は
ず
で

あ
る
。

　
パ
リ
で
新
聞
記
者
夫
婦
と
「
男
尊

女
卑
論
」
を
や
ろ
う
と
は
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
何
よ
り
も

通
訳
を
し
た
彼
は
大
変
だ
っ
た
だ
ろ

う
。
ま
だ
留
学
１
年
と
い
う
頃
だ
し
、

フ
ラ
ン
ス
語
が
流
ち
ょ
う
だ
と
は
言

え
な
い
時
期
で
の
こ
と
だ
っ
た
の
だ

か
ら
。
そ
の
後
、彼
は
私
の
従
妹
（
い

と
こ
）
と
結
婚
し
て
い
る
。

　
彼
に
は
、
３
日
間
パ
リ
を
堪
能
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
普
通
の
旅
行
で
は

経
験
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
次
回
か
ら

パ
リ
に
は
自
信
を
持
っ
て
行
け
る
よ

う
に
な
っ
た
と
思
う
。

【
10
月
31
日
共
同
】

　
あ
な
た
は
ふ
だ
ん
、
ど
ん
な
表

情
を
し
て
い
ま
す
か
？
　
化
粧
品

会
社
「
資
生
堂
」
の
メ
ー
ク
の
専

門
家
、
岡
元
美
也
子
さ
ん
が
、
東

京
都
品
川
区
立
鈴
ケ
森
中
学
校
で

笑
顔
の
大
切
さ
に
つ
い
て
生
徒
に

語
っ
た
。

×
×
×
×
×

　
人
間
は
ま
ゆ
の
形
の
変
化
な
ど
、

相
手
の
表
情
の
わ
ず
か
な
変
化
に

も
敏
感
に
反
応
し
ま
す
。
こ
れ
は

人
間
が
進
化
す
る
上
で
身
に
付
け

た
特
殊
な
能
力
で
す
。

　
表
情
は
心
の
動
き
を
表
し
ま
す
。

自
分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
る

手
段
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
笑
顔

は
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

（
交
流
）
で
は
と
て
も
大
切
に
な
り

ま
す
。

　
資
生
堂
の
調
査
で
は
、
多
く
の

人
が
「
親
し
み
や
す
い
」
と
感
じ

る
の
は
、
歯
を
見
せ
る
笑
顔
で
す
。

親
近
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
場
合
、

歯
を
見
せ
て
に
っ
こ
り
笑
う
と
、

相
手
も
笑
顔
を
返
し
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。

　
一
方
、
あ
ま
り
大
き
く
笑
わ
な

い
方
が
、
相
手
は
「
こ
の
人
は
頭

が
い
い
な
」
と
感
じ
る
よ
う
で
す
。

面
接
で
会
社
に
あ
い
さ
つ
に
行
く

と
き
な
ど
は
、
こ
の
“ 

お
さ
え
た

笑
顔 

〞
を
お
ぼ
え
て
お
く
と
い
い

で
し
ょ
う
。

　
口
の
は
し
（
口
角
）
の
上
が
り

方
で
も
、
笑
顔
の
度
合
い
が
変
わ

り
ま
す
。
で
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
口

元
の
筋
肉
を
動
か
し
て
お
か
な
い

と
顔
が
こ
わ
ば
っ
て
し
ま
い
、
な

か
な
か
笑
え
な
い
人
も
。
ほ
っ
ぺ

た
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
り
、
や
せ
た

人
み
た
い
に
引
っ
こ
め
て
歯
の
間

に
入
れ
た
り
し
て
顔
の

筋
肉
を
動
か
し
、
き
た

え
ま
し
ょ
う
。

　
笑
顔
は
健
康
に
い
い

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
口
を
「
う
ー
」
と
発

音
す
る
と
き
の
形
に
し

て
か
ら
、
鼻
で
呼
吸
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
次

に
「
え
ー
」
と
い
う
口

の
形
に
し
て
鼻
で
息
を
。

「
え
ー
」
の
方
が
呼
吸
が

楽
で
す
ね
。
つ
ま
り
、

笑
顔
の
状
態
の
方
が
呼

吸
が
し
や
す
い
の
で
、

脳
に
た
く
さ
ん
酸
素
が

行
き
、
体
を
元
気
に
す

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
社
会
に
出
て
行
く
と
、
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
に

な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
す
て

き
な
笑
顔
で
人
と
接
す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
笑
顔
が
す
て

き
な
人
は
、
相
手
に
親
し
み
や
す

い
と
思
わ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

笑
顔
の
大
切
さ
を
知
�
て 

資
生
堂
の
岡
元
美
也
子
さ
ん 

　
自
分
の
た
め
に
も
、
人
の
た
め

に
も
、
笑
顔
は
と
て
も
役
に
立
ち

ま
す
。
で
も
、
無
理
し
て
笑
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
自
然

に
出
て
く
る
笑
顔
が
、
一
番
す
て

き
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

×
×
×
×
×

　—

岡
元
さ
ん
は
子
ど
も
の
こ
ろ

笑
っ
て
い
ま
し
た
か
？

　
私
は
「
は
に
か
み
屋
」
で
、
人

前
で
は
わ
ー
っ
と
笑
っ
て
い
な

か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

仕
事
を
始
め
て
、
表
情
で
気
持
ち

を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
、
笑
顔
の

大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

　—

学
校
で
笑
顔
を
教
え
る
理
由

は
？

　
最
近
は
、
実
際
に
人
に
会
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
苦
手
な
子
ど
も
が
多
い
と
聞

き
ま
す
。
メ
ー
ル
で
の
や
り
と
り

に
は
、
表
情
は
関
係
な
い
。
表
情

は
急
に
作
ろ
う
と
し
て
も
、
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
か
ら

自
分
の
表
情
を
意
識
す
れ
ば
、
自

然
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

表情で気持ちを伝える
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れていたようです。

　時代が下がって、寛政 12 年（1800 年）

９月に出された「長崎聞見録」によれば

「家猪（ブタ）は唐人紅毛人常々の食料

なり、長崎立山又は稲佐等に多く飼い置

て商う、唐人館紅毛人館等にもあり、野

猪に似てよく肥たるものなり」と記され

ています。戦前に天王寺動物園が編集し

た「動物 2600 年史」でも寛政 11 年（1799

年）北海道でブタの飼育が始められると

あり、また、明治２年（1869 年）、東京

で養豚が始められたと記載があります。

　明治になって西洋文化が急速に取り入

れられ、日本人の栄養面での改善を図る

目的から明治天皇が肉食禁止令を解除し

率先して肉食を奨励しました。幕末の将

軍徳川慶喜も豚肉を好んで食べたことが

史実に残されています。

　今でこそ日本人は豚肉をよく食べるよ

うになりましたが、それもたったの 140

年ほどの歴史しかありません

　ところでブタの先祖はイノシシと書き

ましたが、すべてのイノシシがブタにな

り得たのではなく、大きく分けてイノシ

シ科のアジアイノシシとヨーロッパイノ

シシだけです。アジアイノシシとヨーロッ

パイノシシは農耕民に飼いならされ、お

となしいもの、肉付きの良いものなどが

元・天王寺動物園長　中
なかがわ

川 哲
て つ お

男

Part 69　「ブタ」

正倉院の「漆
し っ ぴ

皮箱」

　毎年開催される奈良国立博物館の「正

倉院展」に今年も行きました。毎回が期

待と興奮と感動で、いつもわくわくしま

す。職種柄、動物関係のものに目を引か

れ興味が注がれます。例えば象牙や犀
さいかく

角

で装飾された太刀や刀
と う す

子（装飾品として

のペーパーナイフ）や馬具などですが、

今回、展示品の中で獣の皮に布を張り、

漆を重ね塗りして磨きをかけた箱物があ

りました。「漆皮箱」と呼ばれ、袈
け さ

裟箱

や衣装箱、文
ふ ば こ

箱、鏡箱として用いられる

ものです。

　ほとんどの漆皮箱は牛皮や鹿皮で作

られますが、展示品の漆皮箱の一つに

“ 猪
いのしし

皮を用いて作られた可能性が想起さ

れる”という解説が妙に気にかかり、本

当に猪の皮であるか確かめるため奈良国

立博物館の学芸員に伺ったところ、正倉

院事務所から展示品と解説が送られてく

るので正倉院の専門官に問い合わせる

か、正倉院紀要を見てくださいとのこと

でした。お話ではイノシシかどうかは

DNA を調べれば簡単ですが、宝物を削っ

てということにはなりませんので、破損

修復の際に残片や剥離箇所を顕微鏡や X

線で調べたり、姿
すがたかたち

形が近似のものから判

断するそうで、牛、馬、鹿、山
や ぎ

羊、羆
ひぐま

、

アザラシ、鮫
さめ

、エイなどの皮膚の表面、

断層などの写真が紀要に掲載されていま

した。

　なぜ、漆皮箱の猪の皮に興味を持った

かというと、今でこそ豚
○ ○

皮の皮革製品は

当たり前ですが、当時、豚皮ではなく猪

皮という点です。正倉院宝物は聖武天皇

（724 年〜 749 年）の御遺愛品を中心に収

蔵されているものですが、その頃、すで

に肉食禁止令や殺生禁止令が施行されて

いて食肉程度しか用途のないブタは飼育

されていなかったのではないかと考えま

した（ウシやウマは農耕、荷駄の運搬、

乗用として利用価値がありました）。従っ

て猪の皮を使った？

肉食・殺生禁止令の影響で

　ブタはイノシシを家畜化して作られた

ものですが、アジアでは紀元前 2000 年

とも 2900 年ともいわれています。日本

の考古学者や動物学者は弥生時代にブタ

が大陸からもたらされ飼育されるように

なったと遺跡の化石骨から推定していま

す。奈良時代までは九州から関東地方に

かけ飼育されたようですが、前述のとお

り肉食禁止令等の影響で急速に途絶えて

しまいます。

　ただ、南西諸島は古くから中国とつな

がりがあったこと、中央の施政に影響が

なかったことなどから変わりなく飼育さ

▲ミニブタ・ゲッチンゲン（大阪・みさき公園） ▲ミニブタ・ベトナムポットベリー（天王寺動物園） ▲アフリカの美しいカワイノシシ
（サンディエゴ動物園）

繰り返し交配されブタになりました。こ

のほかイノシシの仲間にはカワイノシシ、

イボイノシシ、モリイノシシ、バビルサ、

ペッカリーなどがアフリカ、アジア、南

米に分布していますが、それらは家畜化

されることはありませんでした。

最近はブランド豚も

　さて、豚肉はとても美
お い

味しい動物性食

品ですが、宗教等が災いして食するこ

とができない民族がたくさんいます。そ

の点日本人は平和で大らかで、宗教やイ

デオロギーに縛られることなく、貪欲で

贅
ぜいたく

沢で世界中のありとあらゆる食品を食

い尽くしています。

　しかし、消費者が意外と知らないの

は豚肉の流通です。生産された子豚は

母親に２カ月育てられ、その後市場で

セリにかけられ肥育専門の養豚業者に

引き取られて、４カ月間濃厚な配合飼

料で飼育されます。体重が 100kg を超え

た段階で食肉として処理され消費者の

口に入ります。最近は消費者も贅沢に

なってブランド志向でイベリコ豚、鹿

児島黒豚、薩摩黒豚、三
さんげんとん

元豚、梅
メイシャントン

山豚、

東京 X、島豚アグーなど名前にこだわる

ようですが、日本の食料自給率は 40％

です。あまり贅沢を言っている段階で

はないのですがネ……。
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by Wallaby You

Securities and Investments Commission 
(ASIC) records 975,231 "incomplete 
transactions" – one or more of which may 
involve you!

According to ASIC, the amount of 
unclaimed money is rising more than 
ever. Last year, a total of 62 million dollars 
was paid to claimants, with an average of 
$652 per person.

Even if nothing springs to mind, why 
not have a quick (and free) look on the 
websites listed below? You'll get the 
results back quickly simply by entering 
your name, or perhaps the name of a 
friend who has returned to his or her own 
country. See below for details.

www.moneysmart.gov.au/
www.treasury.wa.gov.au/cms/content.
aspx?id=642

Everything is about money these days. 
With rising infl ation hitting the hip pocket 
and Christmas just around the corner, is 
your wallet feeling a little empty?

Well, hold your horses, because there 
might just be some money out there with 
your name on it.

Across the country there are currently 
636 million dollars in unclaimed funds 
sitting in the government's bank 
accounts waiting for their claimants. This 
includes bank accounts that have been 
dormant for over 7 years; unclaimed 
superannuation; inheritances; and 
forgotten deposits. The most valuable 
items are a personal bank account in 
Perth holding $992,750, followed by 
share dividends in Melbourne totalling 
$718,151.

The database of the Australian 

Is there money out there with your name on it?
「受け取り忘れているお金、ありませんか？」

WEBSITE OF THE MONTH: 今月のウェブサイト

とかくお金のかかるこの時代、物価高

騰がさらに生活費を脅かし、加えてクリ

スマスを控えた今月は出費がぐんっと多

くなってお財布の中身が心配。。。

でもちょっと待って！　どこかにまだ

受け取っていないお金があるかもしれま

せんよ！

オーストラリア全国で、現在６億 3,600

万ドルものお金が引き取り手の所在が

分からず政府の口座に眠っているそうで

す。それらの中には、７年以上出し入れ

のない銀行口座、受け取っていない保険

金、遺産、受け取り忘れている敷金など

も含まれます。その中でも最も高額なも

のはパースの個人口座の 99 万 2,750 ド

ル、次いでメルボルンの株の配当金 71

万 8,151 ドルのようです。

オ ー ス ト ラ リ ア 証 券 投 資 委 員 会

（ASIC）のデータベースには 97 万 5,231

件もの「宙に浮いている未完了の取引」

があって、もしかしたらその中にあなた

が受け取るはずのものも含まれているか

もしれません。

ASIC によると、これら引き取り手の

ないお金は以前よりも増え続けていて、

昨年引き取り人が名乗り出たものは総額

6,200 万ドルで１人当たりの平均は 652

ドルだそうです。

心当たりがなくても一度下記ウェブサ

イト（無料）で調べてみてはいかがでしょ

うか？　名前を入力するだけで簡単に結

果が分かります。また日本に帰国した友

人とか調べてあげてもよいかもしれませ

ん。詳しくは下記ウェブサイトで。

www.moneysmart.gov.au/
www.treasury.wa.gov.au/cms/content.
aspx?id=642

Non-frame slope stability 
method (Nippon Steel & Sumikin 
Metal Products)
Sustainable Design Award

This novel slope disaster avoidance 
system embraces both forest 
conservation and the prevention 
of landslides. Traditionally, such 
systems have placed the emphasis 
on disaster avoidance through 
the cutting down of trees and 
installation of cold, uniform concrete 
structures, the result of which has 
been the destruction of ecosystems 
and scenic damage. The non-frame 
method takes its inspiration from 
the natural roots of the forest, using 
artifi cial roots to prevent landslides. 
In doing so, it succeeds in also 
enabling forest conservation.

Foot hoe (Aidagodo)
Small and Medium Enterprise Agency 
Director-General's Award

This hoe is a genuine agricultural tool that 
saves time and squarely fi xes the home 
garden as a new living space. Combining 
innovative design and smithing expertise, its 
expected lifespan is set and its consumable 
parts clearly defi ned. Its serviceable blades 
are a reconstruction of those of a traditional 
hoe using smithing technology, and degrade 
with wear and tear. Its handle, which doubles 
as a foothold, is constructed so as to effi ciently 
transfer force, reducing back strain and 
making home gardening easier for women and 
the elderly.

'Nagare' super-water-repellent 
furoshiki cloth (ASAKURA SENPU)
Small and Medium Enterprise Agency 
Director-General's Award

Furoshiki have been used since the Edo 
Period as cloths on top of which to undress 
when taking a bath and to organise and carry 
personal belongings. This water-repellent 
furoshiki enables carried items to be kept dry 
and, conversely, wet items to be wrapped 
up and carried. It is perfect for all kinds of 
applications, not just clothes. It can be used to 
wrap documents that need to be kept dry; in 
reserve for an unexpected downpour; or even 
as a bucket or shower in an emergency!

Vortex active wheelchair (Nissin Medical 
Industries)
Small and Medium Enterprise Agency 
Director-General's Award

This wheelchair eschews superfl uous 
bells and whistles and asserts its ingenuity 
instead through elegance and clean form. 
Its dry carbon frame is strong and fl exible 
for everyday activity. With a universal design 
featuring fi rm and comfortable seating 
combined with attractive posture, it covers both 
the 'hard' (physical) and 'soft' (psychological) 
aspects, giving confi dence and reassurance to 
its user and those around him or her.

� ante� � e
at Jessica’s

ハイアットホテル裏
スワン川を臨むシーフードレストラン

Shop 1 The Foretescue Centre
Terrace Rd, East Perth
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The Good Design Awards are presented by the Japan 
Industrial Design Promotion Organization (JIDPO) 

to items or projects that excel in a design aspect. They 
cover a broad spectrum, from industrial goods to business 
models and events. This year marks the 55th since their 
inception, with 1,112 awards having been presented out 
of 3,162 entries.
The Awards are not a contest to simply judge how well 
or poorly things are designed. Instead, assessment is 
made on the basis of how a particular design is capable of 
enriching society or our lives.
Design should be rooted in everyday life, but a superb 
design in itself cannot properly enrich society. Without 
using the effects and benefi ts of existing designs to 
continually generate further new designs, richness is 
unachievable. The Good Design Awards provide the 
structure for that ongoing wave.
This month we feature the Grand Award and the more 
intriguing of those designs to receive a Special Award.

IN JAPAN
Red-hot topics
from JAPAN

Grand Award
Information services provided via car 
navigation systems (access maps created 
using 'Internavi' as an initiative in responding 
to the Great East Japan Earthquake) (Honda)

With the objective of supporting smooth mobility 
in areas affected by the Great East Japan 
Earthquake, access information extracted from 
the travel data collected from vehicles of those 
registered with Honda's 'Internavi' car navigation 
system was released starting from 12 March 
2011, the day after the disaster struck. Maps 
incorporating this information were also released 
via Google and Yahoo! Japan to enable people 
to check access routes. This information enabled 
residents of affected regions, and those travelling 
to provide support, to better understand the 
access conditions on the ground.

LED light bulb (Panasonic)
Gold Award

Panasonic has developed the world's fi rst 
'clear glass' LED light bulb, which has an LED 
light source similar to a fi lament in that it can 
disperse light in all directions. With the world's 
leading brightness, high energy effi ciency and 
a 40,000-hour lifespan, this bulb will allow the 
replacement of the ineffi cient incandescent 
bulbs that are gradually being phased out 
across the globe. It can also be used in 
existing lighting equipment and has a simple, 
dust-resistant shape, making it suitable for all 
kinds of illumination styles.

Forest xylophone (NTT docomo)
Gold Award

The clip below illustrates a forest 
conservation initiative in the 
form of the mobile telephone 
'TOUCH WOOD SH-08C', 
made from thinned timber. In 
the clip, a massive xylophone, 
also composed of thinned 
timber, plays Bach amidst the 
stillness of the forest. Through 
the production of this artistic 
work using large amounts of 
thinned timber, the artists have 
been able to excite the interest 
of viewers. The high precision of 
a xylophone that can accurately 
reproduce the music of Bach 
through gravity alone has also 
drawn praise from across the 
globe. View the clip here: 
http://www.youtube.com/watch?v=C_CDLBTJD4M, http://answer.nttdocomo.co.jp/touchwood/

Skylux Crystal surgical lights 
(Yamada Shadowless Lamp)
Gold Award

This light allows surgical procedures to 
be illuminated without casting a shadow 
beneath the surgeon's hands. Because 
halogen lamps, which have been 
traditionally used, are placed overhead 
to illuminate the area which is to be 
operated on, the heat generated by the 
light has been a physical burden on the 
surgeon. This product greatly reduces 
the generation of heat through the use 
of a high-rendering LED light source. 
Its compact size and lightness also 
facilitate the movement that is required 
frequently during an operation, reducing 
the physical strain on the surgeon.

GOOD DESIGN AWARD 2011
The underlying vitality of Japanese Design

shines bright for the future
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【
10
月
27
日
共
同
】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
が

勢
力
を
拡
大
す
る
中
、
紙
媒
体
で

あ
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
存
在
感

が
増
し
て
い
る
。
無
料
で
手
軽
に

読
め
る
上
、
個
性
的
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
性
が
強
い
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の

創
刊
が
相
次
ぎ
、
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
の
役
割
も
幅
を
広
げ
て
い
る
よ

う
だ
。

　
▽
ク
オ
リ
テ
ィ
ー

　
東
京
・
渋
谷
の
「
渋
谷
パ
ル
コ
・

パ
ー
ト
１
」。
流
行
の
最
先
端
を
い

く
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
の
６
階
に

９
月
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
専
門
店

「
Ｏ
ｎ
ｌ
ｙ
　
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
　
Ｐ
ａ
ｐ

ｅ
ｒ
」
が
開
店
し
た
。

　
グ
ル
メ
、
旅
、
趣
味
、
ア
ー
ト

�
全
国
各
地
の
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン

ル
の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
約
１
５
０

誌
が
常
時
置
か
れ
、
客
は
気
に
入
っ

た
も
の
を
自
由
に
持
ち
帰
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
運
営
す
る
石
崎
孝
多
さ
ん
は
28

歳
の
元
会
社
員
。
も
と
も
と
雑
誌

好
き
で
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
増
え
て
き
た

こ
と
に
注
目
し
「
１
カ
所
に
集
め

た
ら
面
白
い
の
で
は
な
い
か
」
と

考
え
た
。
個
人
で
開
い
た
展
示
会

が
好
評
で
、
昨
年
12
月
に
渋
谷

キ
ャ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
に
店
を

オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
週
に
約
２
千

人
が
詰
め
掛
け
、
マ
ス
コ
ミ
の

取
材
も
殺
到
。
パ
ル
コ
移
転
後
は

客
足
が
さ
ら
に
伸
び
て
週
に
３
千

人
、
週
末
は
１
日
に
６
０
０
人
が

訪
れ
る
。

　
主
な
客
層
は
10
代
か
ら
30

代
。
ネ
ッ
ト
で
は
見
つ
け
に
く
い

デ
ィ
ー
プ
な
情
報
が
詰
ま
っ
た
誌

面
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　
石
崎
さ
ん
は
「
日
本
人
は
紙
文

化
が
好
き
だ
し
、
ネ
ッ
ト
や
電
子

書
籍
が
広
ま
っ
て
も
紙
媒
体
は
絶

対
に
残
る
。
こ
の
店
が
、
若
者
の

活
字
離
れ
の
歯
止
め
に
つ
な
が
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
語
る
。

　
▽
地
元
の
輪

　「
い
つ
も
楽
し
く
読
ん
で

る
よ
」「
あ
の
店
、
再
開
し

た
ん
だ
」

　
東
日
本
大
震
災
で
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
宮
城
県
石
巻

市
。
28
歳
の
岩
田
昇
太
さ
ん

は
、
仮
設
住
宅
約
６
千
戸
に
、

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
地
域
情

報
誌
「
石
巻
元
気
だ
よ
り
」
を
一

軒
一
軒
配
布
し
て
い
る
。

　
岩
田
さ
ん
は
沖
縄
で
ヨ
ガ
教

室
を
開
い
て
い
た
が
、
大
震
災

で
「
何
か
行
動
を
起
こ
さ
な
け

れ
ば
」
と
被
災
地
に
入
り
、
が

れ
き
処
理
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
進
め
て
き
た
。
町
の

復
興
が
進
む
と
と
も
に
「
長
期

的
な
視
野
に
よ
る
被
災
者
支
援

を
」
と
思
い
付
い
た
の
が
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
の
発
行
だ
っ
た
。

　
編
集
や
製
本
な
ど
の
経
験
が
全

く
な
か
っ
た
岩
田
さ
ん
だ
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
に
助
け
ら
れ
、

「
明
る
い
ロ
ー
カ
ル
話
題
」
に
特
化

し
た
「
石
巻
元
気
だ
よ
り
」
を
８

月
に
創
刊
。
以
後
、
２
週
間
に
１

度
の
ペ
ー
ス
で
刊
行
し
、
仮
設
住

宅
や
個
人
商
店
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

に
配
布
し
て
い
る
。

　
岩
田
さ
ん
は
「
紙
で
見
る
喜
び
、

ポ
ス
ト
に
入
っ
て
い
る
喜
び
も
あ

る
。
街
づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に

焦
点
を
合
わ
せ
た
誌
面
作
り
で
地

元
の
輪
を
広
げ
、
復
興
の
起
爆
剤

と
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
▽
１
・
５
倍

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
、

許
可
な
く
発
行
で
き
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
。
フ
リ
ー
に
は
「
無
料
」

と
「
自
由
」
の
意
味
が
あ
る
。

　
日
本
生
活
情
報
紙
協
会
に
よ

る
と
、
２
０
１
０
年
調
べ
の
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
発
行
部
数
は

３
億
３
７
６
６
万
部
で
、
こ
の
10

年
で
約
１
・
５
倍
に
激
増
し
た
。

規
制
緩
和
で
店
頭
や
駅
で
の
設
置

が
増
加
し
て
身
近
な
メ
デ
ィ
ア
と

な
り
、
読
者
は
従
来
の
主
婦
中
心

か
ら
男
性
や
シ
ニ
ア
ま
で
拡
大
、

デ
ジ
カ
メ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
取

材
・
編
集
機
材
の
進
化
で
発
行
者

も
個
人
や
学
生
に
ま
で
裾
野
が
広

が
っ
た
。

　
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
強
み
を

「
狙
っ
た
特
定
の
地
域
に
、
情
報
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
届
け
ら
れ
る
」
と

言
う
同
協
会
の
久
保
ま
り
子
事
務

局
長
。
リ
ク
ル
ー
ト
が
04
年
に
創

刊
し
た
総
合
誌
「
Ｒ
25
」
を
機
に
、

質
の
高
い
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
が
急

増
し
た
と
い
う
。

　
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
未
来
は
ど

う
な
る
の
か
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
「
ニ
ッ
チ
」
だ
と
久
保
さ
ん
は

言
う
。

　「
有
料
紙
誌
の
隙
間
を
狙
っ
た

ジ
ャ
ン
ル
を
い
か
に
取
り
上
げ
、

広
告
も
取
れ
る
媒
体
を
作
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
る
か
。
現
代
人
の

限
ら
れ
た
自
由
時
間
の
奪
い
合
い

で
、
他
メ
デ
ィ
ア
と
の
競
争
は
さ

ら
に
激
し
く
な
る
」

【
10
月
27
日
共
同
】

　
各
地
方
の
人
々
が
製
作
し
た
日

本
映
画
が
、
海
外
の
映
画
祭
で
高

く
評
価
さ
れ
る
事
例
が
相
次
い
で

い
る
。
地
域
の
歴
史
や
今
を
伝
え

る
芸
術
性
の
高
い
作
品
が
注
目
を

集
め
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

か
ら
発
信
さ
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス

ト
ー
リ
ー
も
共
感
を
呼
ん
で
い
る
。

　
▽
地
方
都
市
の
現
実

　
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
た
商
店
街
、

不
景
気
の
あ
お
り
を
受
け
る
土
木

建
築
業
、
外
国
人
移
民
と
の
衝
突

�
。
甲
府
市
が
舞
台
の
映
画
「
サ

ウ
ダ
ー
ヂ
」
で
、
富
田
克
也
監
督

は
約
１
年
間
の
リ
サ
ー
チ
に
基
づ

い
て
、
地
方
都
市
の
現
実
を
多
層

的
に
描
い
た
。

　
主
人
公
は
、
実
際
に
地
元
で
土

木
作
業
員
と
し
て
働
く
監
督
の
幼

な
じ
み
だ
。
富
田
監
督
は
「
愛

着
の
あ
る
友
人
た
ち
の
映
画
を
撮

ろ
う
と
し
た
ら
、
彼
ら
が
生
き
て

い
る
社
会
の
変
化
を
無
視
で
き
な

か
っ
た
。
厳
し
い
現
実
を
描
い
た

が
、
そ
れ
を
避
け
て
は
先
に
進
め

な
い
」
と
話
す
。

　
約
２
０
０
の
個
人
や
団
体
か
ら

寄
付
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
地
元
の

協
力
で
映
画
は
完
成
。
８
月
の
ス

イ
ス
・
ロ
カ
ル
ノ
国
際
映
画
祭
で

批
評
家
賞
を
受
賞
し
た
。「
映
画
祭

で
は
、
大
作
か
自
主
映
画
か
に
関

係
な
く
き
ち
ん
と
評
価
し
て
く
れ

た
。
映
画
を
通
し
、
地
方
に
住
む

自
分
た
ち
に
何
が
必
要
か
考
え
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
力
を
込
め
た
。

　
▽
地
元
の
誇
り

　
奈
良
県
で
映
画
を
撮
り
続
け
て

い
る
河
瀬
直
美
監
督
は
、
新
作
「
朱

花
の
月
」
で
も
同
県
飛
鳥
地
方
を

舞
台
に
し
た
。
万
葉
集
の
時
代
か

ら
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
人
々
の
営

み
を
描
き
「
子
供
を
持
っ
て
一
層

地
域
や
土
地
、
歴
史
に
関
心
を
持
っ

た
。
次
に
何
か
を
つ
な
ぐ
世
代
と

し
て
の
思
い
も
込
め
た
」
と
い
う
。

　
映
画
の
製
作
は
、
地
元
の
橿
原
・

高
市
広
域
行
政
事
務
組
合
な
ど
。

５
月
の
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
に
出

品
さ
れ
、
橿
原
市
の
担
当
者
は
「
芸

術
性
の
高
い
監
督
の
作
品
な
の
で
、

監
督
の
思
う
よ
う
に
撮
っ
て
も
ら

う
の
が
一
番
良
い
と
信
じ
て
い
た
。

カ
ン
ヌ
へ
の
出
品
は
地
元
に
と
っ

て
誇
り
だ
」
と
喜
ん
だ
。

　
▽
恩
返
し

　
中
国
の
金
鶏
百
花
映
画
祭
で
は

10
月
21
日
、「
エ
ク
レ
ー
ル
・
お
菓

子
放
浪
記
」
で
主
演
し
た
12
歳
の

吉
井
一
肇
が
、
外
国
映
画
部
門
の

最
優
秀
男
優
賞
に
輝
い
た
。
戦
後

の
荒
廃
の
中
、
少
年
が
人
々
に
支

え
ら
れ
て
生
き
る
物
語
だ
。
津
波

で
被
災
す
る
前
の
同
県
石
巻
市
で

撮
影
さ
れ
、
市
民
が
炊
き
出
し
や

エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
で
協
力
し
た
。

　
吉
井
は
東
京
で
開
い
た
記
者
会

見
で
「
受
賞
に
よ
っ
て
映
画
を
多

く
の
人
に
見
て
も
ら
え
れ
ば
、
東

北
の
方
に
恩
返
し
に
な
る
の
か
な

と
思
う
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　
ま
た
震
災
で
液
状
化
の
被
害
を

受
け
た
千
葉
県
浦
安
市
を
舞
台
に

し
た
映
画
「
カ
ル
テ
ッ
ト
！
」
も
、

ロ
シ
ア
の
国
際
芸
術
祭
「
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の

開
幕
で
、
招
待
作
品
と
し
て
上
映

さ
れ
た
。
同
市
在
住
の
作
家
鬼
塚

忠
の
小
説
が
原
作
で
、
音
楽
を
通

し
て
家
族
の
再
生
を
描
い
て
い
る
。

　
浦
安
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
会
員
で
も
あ
る
冨
田
隆
示
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
は
「
映
画
が
海
外
で

評
価
さ
れ
、
世
界
に
発
信
で
き
る

町
だ
と
感
じ
ら
れ
て
誇
ら
し
い
」

と
胸
を
張
っ
た
。

【
11
月
17
日
共
同
】

　
工
場
見
学
が
ブ
ー
ム
だ
と
い
う
。

試
飲
が
で
き
る
醸
造
所
な
ど
の
定

番
だ
け
で
な
く
、
見
学
で
き
る
物

作
り
の
現
場
が
増
え
て
い
る
。
秋

の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
、
趣
向
を
変

え
て
工
場
を
訪
ね
た
。

　
ま
ず
は
ス
ポ
ー
ツ
用
品
製
造
の

「
ロ
ン
ウ
ッ
ド
」（
富
山
県
南
砺
市
）。

プ
ロ
野
球
選
手
の
バ
ッ
ト
な
ど
を

手
が
け
て
い
る
が
、「
日
本
の
選
手

の
細
か
い
こ
だ
わ
り
は
世
界
一
」

と
社
長
の
池
田
真
一
さ
ん
。
木
材

を
選
ん
で
乾
燥
さ
せ
、
切
り
削
っ

て
い
く
の
だ
が
、「
１
ミ
リ
単
位
の

発
注
が
多
い
」
と
い
う
。

　「
人
々
の
心
の
フ
�
ト
（
写
真
）

を
増
や
す
」
が
同
社
の
モ
ッ
ト
ー
。

池
田
さ
ん
は
「
心
に
焼
き
付
く
ス

ポ
ー
ツ
の
場
面
を
作
り
た
い
」。

　
ラ
バ
ー
マ
ス
ク
（
ゴ
ム
製
の
か

ぶ
り
物
）
を
作
っ
て
い
る
「
オ
ガ

ワ
ス
タ
ジ
オ
」（
さ
い
た
ま
市
）

に
は
、
ゴ
ム
の
臭
い
が
漂
っ
て
い

た
。
石
こ
う
の
型
に
ラ
バ
ー
を
流

し
込
ん
で
乾
燥
さ
せ
、
髪
な
ど
は

手
作
業
で
貼
り
付
け
る
。
肌
に
直

接
触
れ
る
の
で
、
衛
生
面
に
も
要

注
意
だ
。

　
レ
デ
ィ
ー
・
ガ
ガ
、
野
田
佳
彦

首
相
、
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
�
。
さ
ま

ざ
ま
な
顔
が
並
ぶ
が
、
社
長
の
小

川
博
久
さ
ん
は
「
１
番
人
気
は
“ 

大

仏 

〞
。
宴
会
で
使
う
の
か
な
」
と

話
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー
や
忘
年
会
が

続
く
季
節
、
出
荷
は
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
。

　
化
粧
水
な
ど
約
３
千
品
種
を
扱

う
資
生
堂
鎌
倉
工
場
（
神
奈
川
県

鎌
倉
市
）。
団
体
・
個
人
、
30
人
以

上
の
見
学
者
と
一
緒
に
、
靴
カ
バ
ー

と
帽
子
、
白
衣
を
着
け
て
初
め
て

工
場
内
に
。
メ
モ
を
取
ろ
う
と
す

る
と
「
鉛
筆
と
消
し
ゴ
ム
で
は
か

す
が
残
る
の
で
、
ペ
ン
で
お
願
い

し
ま
す
」
と
同
工
場
の
平
井
純
子

さ
ん
。
徹
底
し
た
衛
生
管
理
だ
。

　
生
産
ラ
イ
ン
で
は
、
機
械
で
口

紅
が
で
き
る
様
子
を
見
学
で
き
る

が
、
最
後
に
は
必
ず
人
間
が
口
紅

に
欠
け
が
な
い
か
、
色
が
違
っ
て

い
な
い
か
な
ど
を
確
認
す
る
。「
大

量
生
産
し
て
も
、
お
客
さ
ま
に
届

く
の
は
た
っ
た
一
本
で
す
か
ら
」

と
平
井
さ
ん
。

　
機
械
で
の
単
調
な
商
品
生
産
ば

か
り
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
工
場
見

学
。
し
か
し
、
商
品
一
つ
一
つ
に

息
を
吹
き
込
ん
で
い
る
の
は
ど
こ

も
“ 

人
間 

〞
だ
っ
た
。

存
在
感
増
す
手
軽
な
紙
媒
体

デ
ィ
ー
プ
か
つ
ニ
ッ
チ
で
勝
負 

地
方
発
の
映
画
、
次
々
海
外
へ

歴
史
や
今
を
伝
え
、
心
つ
な
ぐ

国
際
舞
台
で
高
い
評
価

バ
�
ト
に
マ
ス
ク
に
化
粧
品 

大
人
の
工
場
見
学
記

〈フリーペーパー〉
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鍼
し
ん
き
ゅ
う灸
院
Ｚ
Ｅ
Ｎ
　
レ
セ
プ
シ
ョ
ニ
ス
ト

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
来
る
前
は
何
を
？

　
デ
パ
ー
ト
の
松
坂
屋
名
古
屋
本
店
で
案
内

係
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
そ
し
て
苦
情
受
付
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
５
年
半
勤
め
た
う
ち
の
５
年

間
は
苦
情
受
付
係
で
し
た
ね
。
大
抵
の
人
は
２

〜
３
年
す
る
と
ス
ト
レ
ス
性
の
病
気
に
か
か
っ

て
辞
め
て
し
ま
い
ま
す
。
若
い
女
性
社
員
が
受

付
の
部
署
に
配
属
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

負
担
も
大
き
く
長
く
勤
務
し
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
ね
。
私
は
長
い
ほ
う
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
は
ど
う
し
て
？

　
結
局
私
も
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
、
デ
パ
ー

ト
を
退
職
し
て
１
年
間
の
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
ビ
ザ
で
パ
ー
ス
へ
来
ま
し
た
。
そ
の
１
年

間
は
何
も
し
な
い
「
休
息
」
の
つ
も
り
で
し
た
。

１
年
後
に
ま
た
戻
っ
て
こ
よ
う
と
決
め
帰
国
し

ま
し
た
。

　
帰
国
後
は
地
元
名
古
屋
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
会

社
で
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
職
を
得
て
１
年

弱
ほ
ど
勤
め
、
ま
た
パ
ー
ス
へ
戻
り
今
度
は
Ｔ

Ａ
Ｆ
Ｅ
へ
１
年
間
通
い
ま
し
た
。

　
そ
の
時
は
オ
フ
ィ
ス
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
の
コ
ー
ス
を
取
り
、
シ
テ
ィ
ー
の
Ｍ
Ｙ

Ｅ
Ｒ
の
隣
に
あ
る
土
産
物
店
で
も
ア
ル
バ
イ
ト

を
。
主
人
と
は
２
回
目
に
パ
ー
ス
へ
来
た
こ
の

時
に
知
り
合
っ
た
ん
で
す
。

Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
の
後
は
日
本
へ
？

　
主
人
と
の
出
会
い
は
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ー

ス
が
終
わ
っ
た
ら
日
本
へ
戻
ろ
う
と
決
め
て
い

た
の
で
、
帰
国
後
は
愛
知
県
に
あ
る
福
祉
系
の

大
学
に
就
職
し
ま
し
た
。
図
書
館
司
書
の
資
格

を
持
っ
て
い
た
の
で
、
大
学
の
図
書
館
員
に
応

募
し
た
の
で
す
が
、
面
接
の
際
に
国
際
交
流
科

に
空
き
が
あ
り
、
語
学
習
得
者
手
当
も
つ
く
か

ら
と
そ
ち
ら
の
仕
事
を
勧
め
ら
れ
、
半
年
ほ
ど

勤
め
ま
し
た
。

　
在
職
中
に
結
婚
の
話
が
持
ち
上
が
り
大
学
は

退
職
、
そ
の
後
は
１
年
ほ
ど
実
家
へ
帰
り
家
事

手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

ご
両
親
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
行
き
は
反

対
さ
れ
な
か
っ
た
？

　
心
配
は
さ
れ
ま
し
た
が
、
止
め
て
も
無
駄
だ
と

思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
父
親
は
か
な
り
厳
し
い

ほ
う
で
し
た
か
ら
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
ビ
ザ

で
渡
豪
す
る
時
は
準
備
を
全
て
整
え
て
、
出
発
の

１
カ
月
前
に
父
に
話
し
て
そ
の
２
週
間
後
に
仕
事

を
辞
め
ま
し
た
。
事
後
承
諾
で
し
た
ね
。

　
結
婚
す
る
時
も
全
て
の
手
続
き
を
終
え
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
彼
が
来
る
の
が
決
ま
っ

て
か
ら
「
結
婚
し
よ
う
と
思
う
」
と
報
告
し
た

く
ら
い
な
ん
で
す
。

Ｚ
Ｅ
Ｎ
で
働
き
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
結
婚
し
３
回
目
に
パ
ー
ス
へ
来
た
時
は
、

以
前
働
い
て
い
た
土
産
物
店
で
す
ぐ
働
き
始

め
た
ん
で
す
。
そ
の
店
に
Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
医
院
長

第 43回

近こ
ん
ど
う藤 

ま
み 

さ
ん

今
は
子
ど
も
た
ち
が
生
活
の
中
心
。

　
　
で
も
将
来
は
教
育
に
携
わ
る
仕
事
を
。

と
奥
さ
ま
が

買
い
物
に
い

ら
し
て
、
う

ち
で
働
か
な

い
か
と
。
週

５
日
フ
ル
タ

イ
ム
の
仕
事

を
頂
き
ま
し

た
。
結
局
出

産
の
２
週
間

前

ま

で

勤

め
、
い
っ
た

ん
退
職
し
ま

し
た
。

　
当
時
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
妊

　
先
月
号
で
お
話
を
伺
っ
た
ウ
ィ
ー
ラ
ウ
ッ
ト
（
ノ
ッ
ト
）・
チ
ャ
イ
ワ
ッ
ト
さ
ん

か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
３
歳
の
双
子
の
女
の
子
の
母
と
し
て
毎
日
子
育

て
に
奮
闘
す
る
近
藤
ま
み
さ
ん
。
ス
ビ
ア
コ
に
あ
る
鍼
灸
院
Ｚ
Ｅ
Ｎ
の
受
付
で
も
働

く
彼
女
に
仕
事
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
出
産
・
子
育
て
に
つ
い
て
伺
っ
て
み
た
。

娠
中
の
管
理
に
力
を
入
れ
た
治
療
を
し
て
い
て
、

自
宅
に
い
る
よ
り
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
い
た
ほ
う

が
近
く
に
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
い
る
分
、
安
心

で
し
た
ね
。

　
出
産
後
の
復
帰
は
、
子
ど
も
が
２
歳
に
な
っ

た
時
に
、
ま
た
働
い
て
も
ら
え
な
い
か
と
言
わ

れ
、
週
１
回
２
時
間
程
度
、
子
ど
も
同
伴
と
い

う
条
件
で
再
開
し
ま
し
た
。
　

Ｚ
Ｅ
Ｎ
で
の
お
仕
事
は
？

　
受
付
業
務
を
し
て
い
ま
す
。
医
院
長
の
お
話

で
は
、
働
き
者
の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
に
合
わ
せ

て
く
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
ス
タ
ッ
フ
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
。
こ
ち
ら
の

人
は
ち
ょ
っ
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

に
行
く
と
言
っ
て
突
然
い
な
く
な
っ
た

り
、
頻
繁
に
入
る
予
約
を
う
ま
く
さ
ば

く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
医
院
長
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
で
す

が
、
日
本
で
修
業
さ
れ
た
方
な
の
で
日

本
人
の
き
め
細
や
か
さ
を
求
め
て
い
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
は
子
ど
も
の
都
合
に
合
わ
せ
て
も

ら
っ
て
い
て
、
子
ど
も
の
体
調
が
悪
け

れ
ば
突
然
の
休
み
も
も
ら
え
ま
す
。
子

ど
も
を
連
れ
て
仕
事
に
行
っ
て
い
ま
す

か
ら
、
時
間
的
制
限
も
あ
り
ま
す
が
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
管
理
や
、
フ
ァ
イ
リ
ン

グ
等
を
任
さ
れ
て
い
て
や
り
が
い
は
あ

り
ま
す
。

　
今
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ
フ
も

数
が
減
り
、
医
院
長
が
不
在
の
時
は
週

に
１
回
出
勤
す
る
だ
け
で
す
が
、
医

院
長
が
在
院
の
時
は
医
院
長
の
タ
イ

ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
う
ま
く
回
し

て
い
く
の
と
、
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
リ
ス
ト
に
常

に
50
人
く
ら
い
の
患
者
さ
ん
が
待
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
何
と
か
振
り
分
け

る
た
め
に
週
の
う
ち
数
日
は
出
勤
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

パ
ー
ス
で
出
産
、
子
育
て
を
経
験
し
て
苦

労
や
不
安
は
？

　
実
家
の
両
親
の
手
助
け
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、

主
人
の
両
親
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
自
分
が
病
気
に
か
か
っ
て
し
ま
う

と
大
変
さ
を
感
じ
ま
す
ね
。

　
特
に
双
子
で
す
か
ら
、
最
初
の
１
年
は

か
な
り
大
変
で
し
た
。
楽
に
な
る
時
は

い
っ
ぺ
ん
に
楽
に
な
り
ま
す
け
ど
。
２
歳

を
超
え
た
ら
一
人
遊
び
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
、
下
の
子
が
い
る
よ
り
楽
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
も
友
達
が
い
る
状
態

で
す
か
ら
ね
。
環
境
を
設
定
し
て
あ
げ
れ

ば
自
分
た
ち
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
小
さ
か
っ
た
こ

ろ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
見

ず
知
ら
ず
の
人
か
ら
「
頑
張
っ
て
ね
」
と

よ
く
言
わ
れ
ま
し
た
。「
う
ち
も
双
子
で

大
変
だ
っ
た
の
よ
、
あ
な
た
も
頑
張
っ
て

る
わ
ね
！
」
と
肩
を
た
た
か
れ
た
り
も
し

ま
し
た
。
励
み
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　
今
後
は
日
本
語
を
し
ゃ
べ
ら
せ
る
こ
と

が
一
番
の
課
題
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う

ね
。
父
親
は
日
本
語
が
全
く
し
ゃ
べ
れ
な

い
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
父
親
の
前
で
は

英
語
を
使
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
は

子
ど
も
た
ち
と
は
日
本
語
で
話
す
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
保
育
園
に
上
が
る
と

日
本
語
が
ど
ん
ど
ん
消
え
て
い
く
そ
う
で
す
。

母
親
と
過
ご
す
時
間
が
少
な
く
な
っ
て
、
友
達

は
日
本
語
を
話
す
子
が
少
な
い
で
す
か
ら
ね
。

今
後
は
ど
の
よ
う
に
？
　

　
こ
れ
か
ら
も
パ
ー
ス
で
子
育
て
が
で
き
た
ら

よ
い
で
す
ね
。
物
価
が
高
い
と
か
あ
り
ま
す
が
、

子
育
て
に
は
と
て
も
良
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
歩
く
と
ど
こ
に
で
も
き
れ
い
な
公
園

が
あ
り
ま
す
し
、
図
書
館
に
は
必
ず
子
ど
も
用

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
。

　
仕
事
に
関
し
て
は
、
続
け
ら
れ
る
間
は
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
は
日
本
の
国
語
の
教
員
免
許
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
こ
ち
ら
で
も
資
格
を
取
っ
て
教
育
に

携
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
考
え
て
は
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え

ず
、
子
ど
も
た
ち
が
保
育
園
に
行
く
ま
で
は
、

無
理
を
せ
ず
に
マ
マ
で
あ
る
こ
と
を
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
は
次
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
ジ
ョ
ン
・
ペ
テ
ッ
ト

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
パ
ー
ス
で
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
を
な
さ
っ
て
い
ま
す
。
知
り
合
っ
た
き
っ
か

け
は
、
ス
カ
ー
ボ
ロ
の
日
本
人
の
プ
レ
イ
グ
ル
ー

プ
で
ジ
ョ
ン
さ
ん
の
奥
さ
ま
と
知
り
合
い
ま
し

た
。
目
立
つ
こ
と
が
大
好
き
で
と
っ
て
も
フ
レ

ン
ド
リ
ー
、
日
本
語
は
ペ
ラ
ペ
ラ
。
楽
し
い
お

話
が
聞
け
る
と
思
い
ま
す
よ
。
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ヒラリーズで行われるトライアスロン。子供

から大人、初心者から一流選手までを対象に

したさまざまなコースが用意されている。詳

細は www.trievents.com.au で。

■ Fireball World Sailing Championships

12 月 27 日（火）〜１月７日（土）

Mandurah Offshore Fishing and Sailing Club：

115 Breakwater Parade, Mandurah

40 カ国以上で開催されているファイヤーボー

ル・セーリング・チャンピオンシップ。世界

中から集まった 160 人以上の参加者がインド

洋上で競い合う。詳細は www.mofsc.com.au で。

■ Golden River Developments Perth Cup

12 月 31 日（土）午前９時開場

Ascot Racecourse：70 Grandstand Rd, Ascot

西オーストラリア州最大の競馬レース、パー

スカップ。グルメランチ、出店、ファッショ

ンショー、エンターテインメントなども楽し

める大みそかのビッグイベント。詳細は www.

perthracing.com.au で。

入場料：一般＄35、コンセッション＄20

チケット：FoxTix 1300-111-369

■ Hyundai Hopman Cup XXIV

12 月 31 日（土）〜１月７日（土）

Burswood Dome：Great Eastern Hwy, Burswood

第 24 回目の開催となるホップマンカップ。参

加国はチェコ、アメリカ、デンマーク、ブル

ガリア、フランス、スペイン、オーストラリア、

中国。全仏オープン優勝のリー・ナ（中国）、

世界ランキング 11 位のマリオン・バルトリ

（仏）が出場。詳細は www.hopmancup.com で。

料金：一般＄30 〜＄117、コンセッション＄25

〜＄69、子供（15 歳以下）＄19 〜＄63

チケット：Ticketek

■ Manjimup Cherry Harmony Festival

12 月 10 日（土）

パースの南約 300km に位置するマンジマッ

プ市内各所で行われるフード＆ワインフェス

ティバル。採れたてのサクランボやその他の

特産物の販売、種飛ばし競争、ファミリーコ

ンサートなど、催し物がいっぱい。入場料無料。

詳細は www.cherryfestival.com.au で。

ルイーザ・メイ・オルコットの自伝的小説「若

草物語」を題材にしたブロードウェイミュー

ジカル。19 世紀後半、父が従軍牧師として南

北戦争に出征し、女ばかりとなりながらも明

るく暮らす四姉妹の物語をポール・トレジャー

が演出。

料金：大人＄20、子供＄15

チケット：www.roleystonetheatre.com.au

■ Jane Eyre

12 月２日（金）〜 17 日（土）午後７時 30 分

（日曜日は午後１時 30 分公演も）

Harbour Theatre：70 Adelaide St, Fremantle

原作はシャーロット・ブロンテの長編恋愛小

説「ジェーン・エア」。孤児として育った主人

公ジェーンが、正直になること、勇気を出す

こと、我慢することを通して苦渋に満ちた人

生から立ち上がる様を描く。　

料金：一般＄24、コンセッション＄22、学生・

子供（15 歳以下）＄18.50

チケット：BOCS

■ Christmas in LazyTown

12 月 10 日（土）午後２時＆午後４時、11 日（日）

午前 11 時

Burswood Theat re：Great Eas te rn Hwy , 

Burswood

活発な少女ステファニーは、スーパー・ヘル

シー・ヒーローのスポータカスと一緒に、怠

け者の町レイジータウンの子供たちを外で遊

ばせようと奮闘する。しかし、それが面白く

ないロビー・ロッテンはスポータカスを町か

ら追い出そうと…。歌やダンス、笑いがいっ

ぱいの子供向けライブステージ。

料金：＄34.90 〜＄44.90

チケット：Ticketek

■ Disney Live：Mickey's Music Festival

12 月 28 日（水）〜 30 日（金）午前 10 時、

午後１時、午後４時

Riverside Theatre, Perth Convent ion and 

Exhibition Centre：21 Mounts Bay Rd, Perth

ディズニーの仲間が大集合。ヒップポップや

スウィング、ロックにリミックスしたディズ

ニーのヒット曲にのせて、ミッキーマウス、

ミニー、ドナルド、グーフィー、アラジン、

ウッディなど、25 名以上のキャラクターによ

るジャムセッションが始まる。

料金：＄29.50 〜＄36.50、ファミリー＄105

〜＄135

チケット：Ticketek

■ Perth 2011 ISAF Sailing World 

 Championships

12 月３日（土）〜 18 日（日）

Fremantle Harbour, Challenger Harbour and 

Bathers Bay：Fremantle

ISAF（国際セーリング連盟）セーリング・ワー

ルド・チャンピオンシップは、世界の名だた

るプロセーラーたちが世界一の座とロンドン

オリンピック出場権を競う世界選手権。日本

からは全ナショナルチーム（８種目 28 人）が

出場する。観戦ポイントはベイザーズ・ベ

イ、チャレンジャー・ハーバー、サウス・

モールなど。観戦無料。レース日程は www.

perth2011.com で。

■ Paspaley Polo in the City

12 月 10 日（土）午前 11 時〜午後６時

Langley Park：East Perth

一年に一度各都市で行われるポロ（馬上球戯）

の試合。オーストラリア各地から集まったトッ

ププレイヤーによる試合を観戦する絶好の機

会。食事やワイン、華やかなファッションを

楽しむこともできる。

料金：＄73.95

チケット：Ticketmaster

■ Hillarys Triathlon

12 月 18 日（日）

Whitford Nodes Park：Whitfords Ave, Hillarys

BOCS

Tel:（08）9484	1133/1800	193	300

www.bocsticketing.com.au

Moshtix

Tel:	1300	438	849	

www.moshtix.com.au

Ticketmaster

Tel:136	100

www.ticketmaster.com.au

TICKETEK

Tel：132	849

www.ticketek.com.au	

パース市内の主なチケット・アウトレット

＜ BOCS ＞

Perth	Concert	Hall：5	St.George's	Terrace

His	Majesty's	Theatre：825	Hay	Street

＜ Ticketmaster ＞

Cloisters	Newsagency：863	Hay	Street	

＜ TICKETEK ＞

Pharmacity：717	Hay	Street	Mall

※イベント開催日時、会場、料金等は予告

なしに変更されることがありますので、ご

確認の上お出かけください。

※チケットには別途手数料が適用される

場合があります。

■ Roving Carollers & Santa

12 月２日（金）〜 24 日（土）

パース市内各地で行われるクリスマスイベン

ト。タキシード・ジャンクションやメン・イン・

ハーモニーなど、13 組のコーラスグループが

クリスマススピリッツを歌で届ける。シティー

各所にサンタも登場。日程などの詳細は www.

showmeperth.com.au で。

■ City of Perth New Year's Eve   

 Celebrations

12 月 31 日（土）午後６時〜深夜０時

Corner James St and Lake St, Northbridge

ノースブリッジの広場で行われるパース市主

催の年越しイベント。ライブミュージックや

ダンスなど、さまざまなパフォーマンスが繰

り広げられる。

問い合わせ：（08）9461-3368

■ Sade

12 月６日（火）午後５時開場

The Esplanade：Perth

イギリス出身のバンド、シャーデー。ナイジェ

リア生まれの女性ボーカル、シャーデー・ア

デュの落ち着いたミステリアスなボーカルが特

徴。アメリカで大成功を収めたアルバム「ソル

ジャー・オブ・ラブ」を引っ提げてのコンサート。

料金：＄121.50 〜＄399

チケット：Ticketmaster

■ Morning Melodies：Christmas with

 the Andrews Sisters

12 月 14 日（水）午前 10 時 30 分

His Majesty's Theatre：825 Hay St, Perth

1930 〜 50 年代にアメリカで大活躍したアン

ドリューズ・シスターズの素晴らしいハーモ

ニーを、パースの女性アーティスト３人が再

現。曲目には「ジングルベル」「ホワイト・ク

リスマス」「シルバー・ベルズ」など、伝統的

なクリスマス楽曲が満載。

料金：＄26

チケット：BOCS

■ Bach Christmas Oratorio

12 月 15 日（木）午後７時 30 分

St. George's Cathedral：38 St George's Tce, 

Perth

1734 年にバッハが作曲したクリスマス・オラ

トリオ（聖譚曲）。イエス降誕、羊飼いへのお

告げ、マギの礼拝などの場面を描いた全６部

を、セント・ジョージ大聖堂合奏団とバロック・

オーケストラ、混声４部合唱が演奏。

料金：一般＄45、コンセッション＄38

チケット：BOCS

■ Men in Harmony

12 月 16 日（金）午後６時〜午後７時

Forrest Place：Perth 

歌を愛する男性コーラスグループ、メン・イン・

ハーモニーによる野外無料コンサート。マイ

ヤーデパート前で行われるパース市主催のク

リスマスコンサートで、男声４部合唱を披露。

■ Handel's Messiah

12 月 17 日（土）午後８時

Perth Concert Hall：5 St George's Tce, Perth

ヘンデルによって作曲されたオラトリオ「メ

サイア」。イエス・キリストの生涯を題材とし

た独唱曲、重唱曲、合唱曲で構成。ソリスト

にサラ・マクリバー、コンサートマスターに

ポール・ライトを迎えて。

料金：一般＄44 〜＄72、コンセッション・学

生＄38 〜＄62、子供（15 歳以下）＄15

チケット：BOCS

■ Human Nature

12 月 31 日（土）午後７時＆ 10 時 30 分

Burswood Theat re：Great Eas te rn Hwy , 

Burswood

オーストラリアのボーカルグループ、ヒュー

マン・ネイチャー。アルバム「ベガス：ソン

グス・フロム・シン・シティ」から「イッツ・ノッ

ト・アンユージュアル」や「ビバ・ラスベガス」

など、数々のヒット曲を披露。

料金：＄85 〜＄299

チケット：Ticketek

■ The New Year's Eve Vienna Pops 

 Concert

12 月 31 日（土）午後９時 20 分

Perth Concert Hall：5 St George's Tce, Perth

パース・ポップス・オーケストラと、ユース

合唱団 I Voci Singers によるクラシック音楽の

コンサート。演目はシュトラウス、モーツァ

ルト、シュトルツ、シューベルトなど多数。

料金：一般＄65 〜＄100、コンセッション・

学生＄55 〜＄75（いずれもグラスシャンパン

付き）

チケット：BOCS

■ Summadayze

１月３日（火）正午

Sir James Mitchell Park：South Perth

世界的に知られる野外ダンスイベント「サマー

デイズ」が、今年もパースにやって来る。ペン

デュラム（豪）、スヌープ・ドッグ（米）、シザー・

シスターズ（米）、グランドマスター・フラッシュ

（米）をはじめ、豪華なラインナップ。

料金：＄151.50 〜＄325

チケット：Ticketmaster

■ Blood Brothers

〜 12 月 10 日（土）午後８時（３日と 10 日

は午後２時公演も）

Limelight Theatre：Civic Dr, Wanneroo

アレクサンドル・デュマ・ペール著「コルシ

カの兄弟」（1844 年）をベースにしたミュー

ジカル。舞台は 1950 年代のリバプール。出生

時に引き裂かれた双子の波乱に満ちた人生を

描く。

料金：一般＄26、コンセッション＄21

チケット：www.limelighttheatre.com、または（08）

9571-8591

■ Little Woman

〜 12 月 10 日（土）午後８時（３日は午後２

時公演も） 

Roleystone Theat re：587 Brookton Hwy, 

Roleystone

SBS ラジオ日本語放送
（パース 96.9FM）

毎週火曜  午後 10 時〜 11 時

フェスティバル

シアター

季節の催し

スポーツ

コンサート
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TENKADORI YAKITORI RESTAURANT
焼鳥レストラン「天下鳥」
Shop 5/502 Hay St. SUBIACO
(08)9382-2291 www.tenkadori.com.au
備長炭による焼鳥は格別。うなぎの蒲焼
も好評。忘年会、新年会、おせち料理（20
食限定）のご予約承り中。

REGENT CAKES
リージェント・ケーキ
10/45 Francis Street, NORTHBRIDGE, WA
☎  (08) 9227-8081
元有名ホテル勤務のケーキ職人が腕を振
るう店。人気のアンパンは、早めに買う
ことをお勧め。                        　  水曜定休

LOI'S (Lion Oriental Foods Co.）
 ロイズ ( ライオンオリエンタルフーズ）
13 Fitzgerald Street, NORTHBRIDGE
☎ (08) 9228-9898   Fax (08) 9228-8669
日本食品はパース最大の品揃えスーパー。
毎土曜日は日本の食料品とお酒を $10 以
上お買い上げで 10％引き。セール品も要
チェック。日本のビール、酒、焼酎、梅
酒も西豪州最大の品揃え。駐車場完備。

LOI'S Eastern Supermart
 ロイズ イースタン スーパーマート
125 Barrack St. PERTH /☎ (08) 9221-1001 
シ テ ィ 中 心。 日 本 食 品 の 品 揃 え 豊 富。
セール品多数。是非お立寄り下さい。

ビジネスクラシファイド
BILLABONG Backpackers Resort
ビラボン・バックパッカーズ・リゾート
381 Beaufort  Street, HIGHGATE, 6003
☎ 	(08) 9328-7720    Fax (08) 9328-7721
四ツ星保持。清潔で市内やノースブリッ
ジ近。朝食、出迎え、卓球、プール、バ
レーコート等全て無料。2007 年西豪州ベ
ストバックパッカー受賞。2008 〜 10 年は
３年連続ファイナリスト受賞。１泊 $25 〜

NORTHBRIDGE ENGINE FIT & AUTO SERVICE
ノースブリッジ エンジン フィット オート サービス
402 Newcastle St. NORTHBRIDGE, WA 6003
☎ 0422-237-728  日本語 ／ (08) 9328-9198
丁寧確実な整備点検 & 一般修理を心掛け
ています。経験豊富な整備士にクーラン
トチェックも安心してお任せ下さい。牽
引車有。日本人経営。ゆかまでお気軽に

NAITO PAINTING
内藤ペインティング
☎ 0417-949-381
塗装の事ならお任せ下さい。大小問わず
お 気 軽 に お 電 話 下 さ い。 見 積 り 無 料。
Reg. No. 3677

LET'S RELAX MASSAGE in Perth
レッツ・リラックス・マッサージ
125 Barrack St. PERTH, Loi's Supermart 上階
☎ (08) 9221-1001 ストレスにはボディ、
指圧、リフレクソロジー等マッサージを。
経験豊富な日本人セラピスト常駐。飛入
歓迎。$40/30 分、$70/60 分。年中無休。

Satomi Hair on Wheels
サトミ・出張ヘアーサービス
☎ 0415-200-119 / (08) 9227-6629
ヘアーカット、パーマ（＋デジタルパー
マ、ストレート）、カラー（＋ヘナ）
日本の材料を使用しております。
お気軽に御利用下さい。

RYOKO for Hair
出張ヘアデザイン
☎ 0423-937-192 / ryoko4hair@yahoo.co.jp
パーマ、カラー、ヘナ、ウェディングヘ
アメイク。カット $35 〜。営業時間：平
日９時半〜３時　年内のご予約はお早め
に！　予約状況は http://ryoko4hair.client.jp/

Rich & Co.
西田　洋
350 Walcott Street, MT LAWLEY, WA 6050
☎ (08) 9276-7092（自宅 )	/	0413-354-878
nhiroshi1005@hotmail.com　パース在 32 年 。
住 宅 売 買 、借家のご相談承ります。迅速、
誠実、経験豊富。お気軽にどうぞ

ALTITUDE real estate
不動産のことならアルティチュードへ

Suite 6/8 Alvan St. SUBIACO, WA 6008
豊富な経験を生かし 、安心して暮らせる

『住み心地の良い家』をご紹介致します。
皆様に喜んでいただけるよう専心努力を
致します。携帯：0417-273-739
担当：細川貢司　koji@altitudere.com.au
www.estatequest.com.au　( 日本語 )

ALLIED RESIDENTIAL MARKETERS
アライド・レジデンシャル・マーケターズ

担当：森本　　☎ 0438-640-011（携帯）
相場情報、売買物件探しのノウハウ等、
経験豊かな日本人スタッフが親身に対応
相談無料。お気軽にお問い合わせ下さい。
REIWA'07,'08 Master Salesperson 賞受賞

Hair Salon SUZUKI
ヘアサロン　鈴木
2 Carob Court, O'CONNOR, WA 6163
☎ 0429-493-739 / chiemipoh@yahoo.co.jp
日本の TV 番組や映画を見ながらヘアカッ
ト。ご予約は e-mail 又は SMS で。料金表
送ります。休み：12 月 17 日〜１月 16 日
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 　西豪州政府観光局／ W.A. Visitor Centre
   	 55 William St, Perth W.A. 6000
 　☎ 1300 361 351

 　移民・市民権局／ The Department of   
   Immigration and Citizenship
   836 Wellington Street, West Perth
 　☎ 13 18 81

 　税務署／ Australian Taxation Office
 　45 Francis St., Northbridge W.A. 6003
 　☎ 13 28 61

■ 在豪日本国大使館／ Embassy of Japan, Canberra
 　☎ (02) 6273 3244   www.au.emb-japan.go.jp

■ 在パース日本国総領事館
 　The Consulate-General of Japan in W.A.
 　U22 / Level 2, 111 Colin St
 　West Perth     ☎ (08) 9480 1800
 　www.perth.au.emb-japan.go.jp

■（法）西豪州日本人会
 　Japanese Association of W.A. (Inc.)
　	パース日本商工会議所
 　Japan Chamber of Commerce and 
 　Industry in Perth Inc.
 　☎ (08) 9285 1765
	 jccip@iinet.net.au

■（法）西豪州日本クラブ
 　Japan Club of W.A. Inc.
 　Mr. Toshitake Hirose   
	 ☎ (08) 9245 4760 / 0451 058 988

■（法）豪日協会
 　Australia - Japan Society (W.A.) Inc.
　 ☎ (08) 9365 7137

■ 社会福祉法人 「サポートネット 虹の会」
 　☎ 0403-530 928 

■  兵庫文化交流センター
 　Hyogo Prefectural  Government Cultural
	 Centre
 　☎ (08) 9385 9002

■ パース日本人学校
 　The Japanese School in Perth	  ☎ (08) 9285 1758
 　www.japaneseschool.wa.edu.au

■ ジェトロ・シドニー・センター
 　JETRO Sydney  ☎ (02) 9276 0100 

日本関連機関

政府関連機関

■	 緊急電話／ Emergency Calls	 000
	 ① Fire ( 消防）、Police ( 警察）、Ambulance ( 救急）
	 ② 住所と状況を伝える

■	 ガス／ Gas　　13 13 52

■	 水道／ Water　 13 13 75

■	 電気／ Electricity　 13 13 51

■	 番号案内／ Directory Assistance
	 　豪州国内　12 23 
	 　海外　12 25 

■	 電話の故障／ Telephone Faults
	 　一般家庭用　　13 22 03
	 　業務用　　13 29 99
	 　携帯電話　　018 018 111
	 　回線不良  （国内）　　11 00
	    　            	（国際）　　12 21

■	 タクシー／ Taxis
	 　スワン　　13 13 30
	 　ブラック＆ホワイト　　13 10 08

その他

主要機関連絡先 Yellow Pages

     The articles that the Japan Australia News prints are correct at 
the time of printing but please note that there is a possibility that 
information may change after printing. In regard to advertisements 
and articles written by contributors outside of the Japan Australia 
News, the opinions expressed do not necessarily reflect the 
opinions of the Japan Australia News. Reproduction without 
permission of any article, photograph or illustration printed in the 
Japan Australia News is strictly prohibited.
     It is a condition of advertising in the Japan Australia News 
that the advertisement does not breach the Commonwealth 
Trade Practices Act (1974) or Copyright Act (1968), or the 
Western Australian Sale of Goods Act (1895) or Fair Trading 
Act (1987). However, please note that the Japan Australia News 
does not guarantee the absence of breaches or the reliability 
of advertisements, nor does it accept responsibility for such 
breaches.

お　こ　と　わ　り
　弊社では、本紙掲載記事の正確さに万全を期しており
ますが、掲載後にデータや情報が変更になる場合もござ
いますのでご了承ください。また、広告、社外寄稿者の
記事に関しては、必ずしも社の見解を反映した内容では
ないことをお断りいたします。
　なお、掲載記事、写真、図版の無断転載を禁じます。
　掲載の広告内容は連邦公正取引法（1974 年）または
著作権法（1987 年）、西オーストラリア州商品販売法

（1895 年）または公正取引法（1987 年）、およびこれら
の法律に類似する法律の規定に違反するものではないこ
とを条件にしていますが、広告の内容や信憑性に関して
の責任は負いかねますのでご了承ください。
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JA NEWS 2012 年１月号は、12 月 30 日 ( 金 ) 発行の予定です。
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※毎月末日発行を予定しておりますが、配送の都合により多少遅れる場合もあります。各所配布部数には限りがあります。確実に入手なさりたい方は定期発送お申し込みをお勧めします（P 17参照）。

JA NEWS　主要配布スポット

■ Murdoch 
Murdoch University (Japanese 
  Department)
■ Myaree 
Hanaro Mart
Perth Kimchi
Yee Seng Oriental Supermarket
■ Nedlands 
Kido Restaurant
Kongs Oriental Store
Sunazuka Perth Holistic Acupuncture
■ Northbridge 
Arigataya
Central TAFE
Lion Oriental Foods
MC Beauty
Regent Cakes
■ Perth
Billabong Backpackers Resort
Blue Tourist & Student Centre
hair plus	
H.I.S.
Jaws Mint Restaurant
Loi's

■ Victoria Park
Japanese Cafe Ulara
Inter Continental Perth Burswood
■ Vines
The Vines Resort & Country Club
■ Welshpool	
Meijin Garage
■ West Perth
Consulate-General of Japan
■ Whitford
Kobe Sushi
■ Winthrop
City Travel Centre
Sakura Japanese Foods
■ Yokine
Aoi Japan

                                                   （順不同）

Macs Link
Maruyu
Matsuri Restaurant
Milner English College
Nao Japanese Restaurant
Nichigo Centre
Nihongo Iryou Centre	
Rainbow Lodge
Restaurant Jun
Roselle Hair Lounge
TAKA'S Kitchen
WA Tourist Centre
Zensaki Restaurant
■ Rockingham
Regional Campus Community Library
■ Shelly
Kahmon Restaurant
■ Subiaco
Brilliant Hair
Green Tea House
Nippon Food Supplies
Moisteane
Tenkadori
Toraya Restaurant
Zen Restaurant

■ Albany
Albany Public Library
■ Applecross
Ohnamiya
■ Bassendean
Suisen
■ Bunbury
International College of English
Kokoro Japanese Restaurant
■ Beaconsfield
Challenger TAFE
■ Bentley
Curtin University (Japanese Department)
Curtin University (ELICOS)
POLYTECHNIC WEST
■ City Beach
Hyogo Cultural Centre
Japanese School in Perth
The Weekend Japanese School
■ Claremont
Methodist Ladies College
Sado Restaurant
■ Crawley
University of Western Australia
 (Asian Studies)

■ East Perth
Chanterelle at Jessica's
Hyatt Hotel
Perth Ambassador Hotel
■ East Victoria Park
Senoji Japanese Restaurant
Restaurant Ninniku Jip
■ Fremantle 
Fremantle Library
Fremantle Tourist Information
Oceans Restaurant
Taka's Kitchen
■ Innaloo 
Sasuke Take Away Food
■ Joondalup 
Joondalup Library
■ Leederville 
LUNA Cinema
■ Mandurah 
Mandurah Library
■ Morley 
Sushi - Don
■ Mt Lawley
ZAKKA BOX
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ヘアスタイリスト募集

国際的な美容師を目指しているヘアスタイ

リストさん募集 !!　ローカルのお店で働き

たいと思っている方、まずはうちのお店で

世界に通用するスタイリストを一緒に目指

しませんか ?　英語で対応出来る方、長期

働ける方優遇。パートタイムだけでも結構

です。経験者のみ。

☎ 02 9904 3336 担当 Takumi まで。

********************************************************

美容師募集

CITY、 チ ャ イ ナ タ ウ ン に あ る Japanese 

Hairsalon Takeshi & Team では、美容師を

募集しています。スタッフは全員フレンド

リーで、楽しいサロンですので仲間になり

ませんか ?　是非、ご連絡下さい。

E-mail: hairsalontakeshi@yahoo.co.jp

住 所 : City mark level1 shop F1A, 683-689 

George St NSW 2000

担当 : 塩崎 まで / ☎ 0431 769 521

********************************************************

不動産営業急募

Work 5 and 1/2 days.Fluent in speaking and 

writing Japanese and English must have 

current drivers license.Work for a busy real 

estate. office in Ultimo/City. $60,000 OTE (On 

Target Earnings)

Please send resume info@dilan.com.au 

Immediate start required. Alvie.

********************************************************

キッチン、ホールスタッフ募集 !

Chatswood の 和 食 レ ス ト ラ ン「Ichimaru」

では元気なスタッフを募集しています。ビ

ジネスビザ・サポートもあります。独立希

望の方の相談にも乗ります。

☎ 0416 334 384 ひろさわまで。

********************************************************

キッチン、ホールスタッフ募集 !

ニュートラルベイの「スシトレイン」では

キッチン & ホールスタッフを募集していま

す。一緒に頑張りたいという方、ご連絡く

ださい。☎ 02-9908-8891 まで。

********************************************************

ニュートラルベイ Kai Sydney

レストランスタッフ大募集

Kai Sydney レストランではキッチン、ホー

ルスタッフを大募集しています。一緒に楽

しいお店を作りましょう。☎ 0437 272 401

Mail: kakinuma@iinet.net.au かきぬままで

********************************************************

Manmaruya 

Japanese Noodle Bar スタッフ募集

Campsie、Hurstville 両店共キッチンスタッ

フ、フロアスタッフを募集しています。ど

ちらも駅から 30 秒、おいしいラーメンの

まかないもあります。長期で働ける調理

師の方、ランチだけちょっと働きたい主

婦の方、どなたでもお気軽にお問い合わ

せください。Campsie ☎ (02) 9789-5759、

Hurstville ☎ (02) 9586-3117 後藤まで。

********************************************************

Sushi-YA Chatswood スタッフ募集

キッチンハンド・ホールスタッフ・寿司シェ

フ長期で働ける方。フルタイム・パートタ

イム、未経験でも OK!　時間帯など相談し

ます。賄い・ドリンク・チップ付き。お気

軽に連絡下さい。☎0430 720 523 中村まで。

月〜土無料英会話２時間と聖書 30 分

www.freeenglishclasses.org City クラス

パース日本語キリスト教会　冠婚葬祭も

日曜集会午後 1:00 〜　どなたでもどうぞ

☎ 0413-243-065 ／ 9448-8755　ヤング迄

********************************************************

女声合唱団 The Milky Way メンバー募集中

懇切丁寧な指導＋笑い＋楽しいティータイ

ム有り。初心者歓迎！不定期参加もＯＫ。

随時見学受付

場所：101 Kimbery St, West Leederville 

(Church) 時間：毎週金曜日、11am 〜 1pm

連絡先：☎ 0401-328-965

********************************************************

“クアイア さくら”　団員募集

20 年以上の歴史ある日本人合唱団

日本語が読めれば OK

日時：毎週水曜日、10am 〜 12pm

於：Hollywood Bowling Club, Club House

会費：月 10 ドル（お茶代を含む）

お問い合わせ先：祐子（0417-179-079）

********************************************************

ＴＯＹＯＫＯ’Ｓ　Hair in Carlisle

☎ 0448-610-963    tadatoyo@gmail.com

カット、カラー、パーマ、縮毛矯正、

ヘアーセット、着付けなど、出張も可能

なのでお気軽にお問合せ下さい。

********************************************************

パースのパソコン相談所＊日本語で対応

http://perth-pc.com/　℡ 0430-115-911

電話、メールでお問い合わせください。

********************************************************

世界にたった一つのハンドバッグや犬の

洋服を製作します。詳細は下記サイトに

て。　http://cm-inutomo.com

********************************************************

梅村学園中京大学 OB 会会員募集

梅村学園関連の中学、高校、大学出身で

学生、ワーホリ、仕事、永住の在豪の方

々ご連絡下さい。

teruhito.hirahara@dbschenker.com

********************************************************

オーストラリア・シドニー発

TEL : 02-9909-0111  FAX : 02-9909-0888

info@wjenta.com

www.wjenta.com

デリバリ及び加工スタッフ募集中

Botany にある食品加工工場 (Thanks Foods)

では、配達のデリバリ・スタッフ及び工場

内で作業をする加工スタッフを募集してい

ます。時間は平日７:00~16:00 まで。英語に

自信がない方でも安心して働ける職場です。

未経験の方でも大丈夫ですので、ご興味の

ある方はぜひお問い合わせください。ご連

絡お待ちしております。

電話 (02) 9316-5833/5855、またはメールで

info@thanksfoods.com.au 佐藤まで。

********************************************************

歯科助手募集

経験のある歯科助手募集中。学生・永住ビ

ザの方ご連絡下さい。☎ 02-9252-5888

スタッフ募集！
３か月から６か月間フルタイムで働ける

ホールスタッフ及びキッチンハンド。

パートタイムも常時募集しています。

祭レストラン　☎（08） 9322-7737

松島、吉田まで☎ 0411-881-715 

*****************************************************

シェフ（和食経験者）、キッチンハンド、

フロア担当を求めています。お気軽に。

SADO ISLAND RESTAURANT

Claremont  ☎ 0417-988-064 野村まで

********************************************************

キッチンハンド募集！長期働ける方、永

住者優遇。Innaloo の Bunnings 向かい。

Sasuke Japanese Takeaway ☎ 9445-7831

********************************************************

ランチタイム・スタッフ募集

（月〜金、朝〜昼すぎ）

☎ 044-880-3332 わさび (Woodside)

********************************************************

直ジャパニーズレストラン
117 Murray St. Perth

キッチンスタッフ募集

ワーキングホリデーの方は、長期（6 か月） 

働ける方、しっかりした調理経験のある

方。永住者は未経験も考慮します。

電話連絡の上、履歴書をお持ちください。

担当：たかよ　電話：9325-2090

スタッフ募集

ウェスタンの接客、和食、料理に興味、

情熱のある方。新しいことへチャレンジ

精神のある方大歓迎です。英語指導、

接客指導あります。

せのじ Japanese Restaurant ☎ 9362-2979

********************************************************

日本語医療センターパース

カジュアル医療通訳スタッフ募集

＊週２〜３日フレキシブルに

　勤務可能な方（土曜含む）

＊要上級英語力（医療英語含む）

＊ WH 不可、長期勤務可能な方

CV ( 日・英両方）送付

IMS Pacific GPO BOX 2574 PERTH 6001

お電話でのお問い合わせはご遠慮下さい。

********************************************************

年内に都内に帰国する方、正社員として

六本木で働きませんか？内容は損害保険

の提案から契約まで日本語・英語で行っ

て頂きます。詳細はメールで丸高まで。

insurance@human-corporation.com

ENGLISH LESSONS 英会話クラス

37 Barrack Street, PERTH

☎ 0407-426-628　 スピーキングとヒア

リング中心で少人数制クラス。教師は皆、

経験豊かなネイティブ。90 分＄20。

特殊コース（発音、IELTS、FCE、家庭訪問

レッスン）可能。無料体験レッスン実施。

求　人

LASSIFIEDS クラシファイドC

教えます

その他

NSW 州　求人
＜週刊ジェンタより＞
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Japan Strengthens Preparedness 
for Disaster after 3/11

More Practical Blind-type Disaster Drills

On October 29, the Tokyo Metropolitan 
Government (TMG) conducted comprehensive 
disaster management drills with Koganei Park 
as the main venue on the assumption that the 
capital was the epicenter of an earthquake. 
Officials of TMG, the local municipalities, the 
Self Defense Forces, police and fi re departments, 
and other related organizations, as well as 
many citizens, took part in the drills. TMG's 
disaster drills have been carried out every year 
around the National Disaster Prevention Day of 
September 1, but this year's drills were put off 
as many offi cials of the organizations concerned 
had been dispatched to disaster areas of the 
Great East Japan Earthquake, in one team after 
another.

The drills were conducted on the assumption 
that about 8 a.m. an epicentral earthquake with 
an intensity of a weak 6 or over on the Japanese 
scale hit Tokyo. Taking into account the lessons 
from the 3/11 earthquake and tsunami, details 
such as planned damage situations and drill 
procedures had not been given to the participants 
because this time "blind-type" drills were 
introduced for the first time. Unlike previous 
drills in which scenarios and role allotments 
were known beforehand, this time participants 
were required to cope with the situation on the 
spot, which made the drills more strained and 
practical.

In a blind-type rescue drill whose participants 
included police officers, firefighters, and 
members of the Self Defense Forces and the 
Tokyo DMAT (disaster medical assistance 
team), a situation was created in which many 
residents were trapped under collapsed houses. 
Although it was not decided beforehand who 
would remove the wreckage houses or search 
for the injured and the rescuers didn't know 
how many people were injured, the rescuers 
confi rmed their roles on the spot and carried out 
their rescue work helping each other.

A drill for transporting relief supplies was also 
blind-type. While heaps of relief goods were 

Latest Efforts to Spread Natural 
Energy: From more technological 
development to local production for 
local consumption

As a result of the Fukushima Daiichi Nuclear 
Power Plant (NPP) accident, Japan's Basic 
Energy Plan is being reviewed, and people are 
paying closer attention to natural energy than 
ever. The Renewables Japan Status Report 
2011, however, says that in 2009 natural energy 
accounted only for about 3.4% of all electricity 
generated in Japan, a tiny 1% increase after 
2000. The delay in the promotion of utilization 
of natural energy can be attributed to some 
factors: institutional and legal questions; 
technological restrictions; and the intrinsic 
operational problems of each natural energy 
form -- for example, wind power generation 
is causing complaints from residents around 
the windmills such as headaches due to low 
frequency waves and the unpleasant sound 
produced by them.

This time we introduce cutting-edge 
technology and efforts to overcome these 
diffi culties to encourage further spread of natural 
energy use.

Offshore wind power generation proceeding 
apace: More technological development in 
wind power generation

"Offshore wind power generation" has been 
getting people's attention these days, with 
demonstration experiments being conducted 
one after the other and the construction of 
new power-generation facilities announced. 
As the words indicate, offshore wind power 
generation means power generation by 
windmills constructed on the sea far from land. 
The windmills used in conventional wind power 
generation caused low frequency waves or noise, 
about which people living nearby complained. 
Besides that, they had the problem that strong 
winds did not necessarily blow in areas where 
demand for electricity was great. Offshore wind 
power generation, however, has no rotating-
sound problems, and it is easy to collect stronger 
and more stable wind than on land; much is 
expected.

In September this year, the government of 
Japan decided to construct an offshore wind 
power plant with a floating structure, the first 
of its kind in the world, on the sea off the coast 
of Fukushima Prefecture. An online article of 

November 8, 2011

Watch Japan NowWatch Japan Now

November 14, 2011

being brought in by U.S. military helicopter or 
Self Defense Force trucks, municipal officers 
and volunteer citizens in charge of sorting were 
requested to handle these goods, responding 
on the spot to requests for goods from evacuee 
centers or to information on severed roads 
coming in by the minute.

Another drill was held to enhance local 
disaster prevention; about 2,000 citizens took 
part in this drill to rescue the imaginary injured 
from under collapsed houses by themselves. 
The citizens used jacks to help their neighbors 
out and carried them on makeshift blanket 
stretchers. According to a website article of the 
Mainichi Shimbun of October 29, a participant 
salaried worker, 43, said, "I have learned for 
the fi rst time how diffi cult it is to rescue people 
and how important it is to help each other with 
neighbors we do not usually meet."

Improving Measures for those with Diffi culty 
in Returning Home 

It is also an important challenge to prevent 
people from trying to return home when it 
seems all but impossible, as such efforts could 
lead to secondary disaster. According to the 
Mitsubishi Research Institute, Inc., when the 
Great East Japan Earthquake occurred, about 
14 million people were relatively far away from 
their homes (out of the wards, towns, villages, 
etc. where they lived) in Tokyo and three other 
neighboring prefectures. As the mass transport 
system was paralyzed, about six million people 
were estimated to have returned home on foot 
or by bicycle on March 11. At peak hours, the 
car lanes of arterial roads were packed with 
pedestrians hurrying home.

In Minato ward in the center of Tokyo, offi ce 
workers and others rushed to evacuee centers 
meant only for the ward's residents, creating 
more confusion. In October this year, Minato 
ward put into effect, for the fi rst time in Japan, 
an ordinance that requires companies or shops 
in the ward to prevent their employees from all 
going back home at the same time, to accept 
those who cannot return home, and build 
stockpiles of provisions, in order to cope with 
those who cannot return home at a time of a 
large-scale disaster.

Other efforts are being made; some 
preschools, for example, have started Twitter 
services to let parents know their children's 
situation, reflecting the fact that at the time of 
3/11 people could not get safety information on 
their family members because neither fi xed-line 
phones nor cellphones were working very well, 
with the result that they tried to get home one 
way or another.

(Copyright 2011 Foreign Press Center / Japan)

natural energy supply of the partner regions, the 
government seeks to reduce CO2 emission in 
Tokyo and stimulate the regions' economy and 
increase job opportunities there. By procuring 
power generated from natural energy sources 
from outside Tokyo through a unique route, the 
government is planning to raise the proportion 
of natural energy in Tokyo's total energy 
consumption up to 20% by 2020.

One thing I have noticed about the Japanese 
culture along the years is that the idea to always 
try your best is embedded in people’s thinking.

There’s a very common saying in Japan, 
‘ganbatte’, which means to try your best. The 
English equivalent would be ‘good luck’ as in 
Australia, rarely do we wish each other to ‘try 
our best’. In fact it almost sounds rude to tell 
somebody to ‘please try their best’ as it sounds 
as if accusing them of having not tried hard 
enough. The Japanese phrase is used in almost 
exactly the same context to ‘good luck’ but says 
something fundamentally different. ‘Try your 
best’ implies that to succeed we need something 
more than “good luck”. It is evident that luck 
seems to be the driving motivation for success 
for many Australian workers.

This phrase may come across as something 
that is simply lost in translation, but I assure you 
it is far from that. This mentality carries through 
everything many Japanese people do, even 
trivial things. It is not simply a concept that is 
practiced before entering an exam or preparing 
for a job interview. It is that strive for perfection 
in everything, from pouring that tea to a cup or 
helping you clean the dishes.

This mentality is something that dictates the 
workplace. In Australia, a job is something 
that pays the bills. We all have families to go 
home and weekends to enjoy. That’s why it’s 
every Aussie’s god forsaken right to not work 
on Sunday. This is something many that are 
new to Perth fi nd brain melting to comprehend. 
Perth is fi lled with parks and BBQs but it is rush 
hour on Sundays. Ask an Australian to work on 
weekends or after hours and a heavy price needs 
to be paid. Sunday is a no go zone. Come 5pm 
it is knock off time and we do not have to think 
about work once we go home to our real lives.

In Japan, signing an employment contract is 
signing your soul away. Your career is your only 
life. The expectation to always do your best is 
taken to the extreme in the workplace. Japanese 
workers are not paid by the hour, but rather 
are expected to work until all work is done 
for the day. This means that if your superior 
is still working, so must you no matter what 
time of day it is or what numbers are written 
on your contract. Dedication to the career does 
not end there. It is often expected to end a long 
day’s work with drinks with the colleagues, 
something like Friday after work drinks with the 
extra added pressure. The difference is, joining 
these after work drinks is almost a requirement 
in Japan and is something that is valued very 
highly. Regardless if your family is waiting at 
home or if you dared make plans after work, 
most workers come along as to not appear as 
an outsider or distance themselves from their 
colleagues. An employee’s absence could be 
detrimental to workplace relations and their 
career.

I’ve mentioned careers at offices but this 
mentality seems to apply to every type of job. 
Even the man at the train station whose sole 
job is to stand there, he stands there with pride 
and does it to the best of his ability wearing 
his perfectly ironed uniform. The cashier at the 
restaurant always speaks with enthusiasm and 
always handling money and presenting it with 
both hands. This may be why we see pouring 
tea transformed into an art, cutting pieces of 
raw meat and putting it on rice an art. People 
transforming their lives into moving works of 
art (read Geisha).

It’s fascinating how one simple phrase can 
refl ect a culture’s mentality and work ethic.

Ganbatte.

Opinions will be published online and in the 
next edition of JA NEWS and you could receive  
double movie pass. Find us on Facebook and 
Twitter ‘graytown.org’

Ganbatte Mentality
by Haiiro Gray

<Contributed Article>

This phrase may come across as something 
that is simply lost in translation, but I assure you 
it is far from that. This mentality carries through 
everything many Japanese people do, even 
trivial things. It is not simply a concept that is 

Ganbatte Mentality
by Haiiro Gray

Looking Glass

the Sankei Shimbun on September 13 reported 
that instead of constructing the bases of the 
windmills directly on the seabed, the floating 
method would be adopted because considering 
the construction costs, this method, in which the 
floating bases of the windmills are connected 
to the seabed with chains, would be more cost-
effective in Japan with its few shallow sloping 
beaches. Although one test is being carried 
out in Norway, Japan's floating offshore wind 
power generation on a commercial basis will be 
the first of its kind in the world. Construction 
will start in FY2013 and, if everything goes 
well, about 60-80 large windmills will fl oat on 
the sea off the coast of Fukushima Prefecture, 
generating 300,000-400,000 kilowatt electricity, 
or one third of that of a nuclear power station. 
This project intends to generate one million 
kilowatt in the future.

Apart from the abovementioned project, 
Fukuoka City, in collaboration with Kyushu 
University, will start an experiment of floating 
wind power generation using the "wind lens" 
system as soon as early December. The "wind 
lens," a duct attached around the rotor (turbine), 
can gather more wind than the conventional 
windmill and generate electricity even in a 
place where the wind is not very strong. The 
duct creates air pressure behind the rotor and 
the difference in pressure then makes the wind 
speed 1.3-1.5 times stronger, generating three 
times as much power as the conventional 
windmill. As efficient wind power generation 
has become possible even in Fukuoka City 
with poor wind conditions, the city is planning 
to spread this floating offshore wind power 
generation as "Fukuoka-generated technology" 
to other places in Japan.

Advanced measures in some regions: 
Regional cooperation and local production of 
energy for local consumption 

While at the national level institutional and 
market reforms (ex. lowering the purchase price 
of power generated from natural energy sources, 
upgrading of power grid...) are needed, some 
local governments and regions are trying to 
promote natural energy use through their own 
unique advanced measures.

For instance,  last  spring the Tokyo 
Metropolitan Government concluded the Six-
Region Interregional Cooperation Agreement 
to Promote Renewable Energy with the 
prefectural governments of Hokkaido, Aomori, 
Iwate, Akita and Yamagata. By connecting the 
enormous demand for energy in Tokyo and the 
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ティーガン・チャブ
　2005 年から２年間、JET プログラムの
CIR（国際交流員）として大阪市国際交流課
に勤務。西オーストラリア州パース在住。

Tegan's "Nandeyanen" in Perth Part	75	Tegan	Chubb
第 75 便

ティーガンの
こんなことあってん！！

ティーガン・チャブ

　またまたクリスマスの時期が巡ってき

た。パースの街が飾りつけられてきれい

だし、スーパーではミンスパイが売り出

されている幸せな季節だ。今年は初めて自

分でクリスマスのボンボンでも作ろうかな

と思っている。しかし、毎年大変なことが

……プレゼントだ。プレゼントを渡すのが

大好きだし、いただくのももちろん大好き

だけど、ショッピングが大変だ！　最近は

パースの人たちだと欲しいものがあれば自

分で買うし、みんなそれぞれ自分のスタイ

ルがあるから、その人の好みに合わないも

のを買ってしまうんじゃないかと心配だ

し、難しい！　そう感じる人がたくさんい

るような気がするのは、プレゼントの文化

が少しずつ変わりつつあるんだと思う。

　去年のクリスマスに、すごく驚いたこと

があった。あるお友達に幼い娘が２人い

る。そしてクリスマスに遊びに行ってプレ

ゼントを渡したら、最近しゃべれるように

なったお姉ちゃんのほうが、「あれ？１つ

だけ？」とちょっと変だと思ったみたい！

実はこのラッキーな子たちは、おばあちゃ

んたち２人にすごく愛されていて、毎回遊

びに来るたびにプレゼントを何個ももらえ

るらしい。それで、クリスマスのプレゼン

トが１つだけなんて、意外なことだったみ

たい。でも今はまだちっちゃいから可愛（か

わい）くていいけど、大きくなったら物を

いただくということについてどう思うよう

になるのかな？　その経験から学んだ私

は、２人のお誕生日に、大きいプレゼント

を１つじゃなくて何個か小さいプレゼント

を渡してあげたらすごく喜んでもらえたけ

ど、彼女たちと一緒に遊ぶチャンスさえあ

れば私は十分うれしいんだけどね。

　年を取るにつれて物より、人とのつなが

りや経験のほうが大事だと考えるように

なってきたように思う。

　もう物は要らないという人が多くて、

パーティーの時プレゼントの代わりに、そ

の分のお金をチャリティーに寄付するよう

に言われることがある。そして頼まれなく

ても、物を贈る代わりに寄付をする人も珍

しくなくなってきた。今年の４月に結婚さ

れたイギリスのウィリアム王子も、結婚祝

いは物ではなく、チャリティーへの寄付を

希望したらしい。世の中には何も物を持た

ず、十分な食べ物もなくて苦しんでいる人

がたくさんいるのだから、これはとても素

敵だと思った。

　昔、高校生の時に日本でホームステイ

をしたことがあるのだけれど、その時の

２つの経験から、物が多過ぎると困ると

いうことを知った。１つは、ホームステ

イ・ファミリーのお父さんはある会社に

部長として勤めていたから、お中元とお

歳暮の時期には部下たちが、お煎餅やチョ

コレートなどの食べ物とか、お皿やティー

カップなど、いろいろなものを送ってき

た。そしてホームステイのお母さんは毎

回、包みを開けて喜んだり、ちょっと不

満そうな顔をしたりしていた。違いは何

かというと、食べ物や飲み物だとみんな

It is almost Christmas time once again, 
heralded by seasonal decorations and lights 
adorning the streets of Perth, and delicious 
mince pies being sold in supermarkets. It’s a 
happy time. I’m even considering attempting to 
make Christmas bon bons for the fi rst time this 

で食べたり飲んだりできるし、後に何も

残 ら な い か ら う れ し い。 し か し お 皿 や

ティーカップだと、もういっぱいいっぱ

いのキッチンに置けるスペースを探さな

いといけなかったし、地震が来たら壊れ

る恐れがあるから、これ以上物を置くの

は危ない。お父さんは何年もその会社に

勤めていて毎年お中元とお歳暮をもらう

から、もう物をもらっても置けるスペー

スがない。物が置けるようにもっと大き

なお家を買わないと！とお母さんがよく

笑っていた。

　そしてもう１つの経験は、オーストラリ

アを離れて日本で暮らすことになった時、

持っていけるもの、そして帰国する時には

持って帰れるものが厳しく制限されてい

た。それで物が欲しくても、「どうせ持っ

て帰れないから買っても仕方がない」とい

うふうに考えるようになった。だからあま

り物を買ったりせずに、そのお金でよく友

達と遊びに行ったり、旅行したりするよう

になった。パースに戻ってから何年にもな

るけど、今もその習慣が続いている。だか

らお友達のお誕生日には一緒にコンサート

に行ったり、ちょっと変わった楽しい経験

（乗馬、フェリーでのスワン川ツアーなど）

をしたりするほうが好き。

　物持ちだけど時間貧乏という人が多いみ

たいだから、時間をつくって一緒に何かを

楽しむのが一番だと私は思う。

　JA NEWS のスタッフと読者の皆さんも、

クリスマスの時期にはのんびりして、お友

達やご家族と幸せいっぱいな時間を過ごし

てください！

　 こ の 欄 へ の 感 想 な ど、 読 者 の 方 か ら

ティーガンへのメッセージを募集していま

す。teganjanews@gmail.com までメールをお

送りください。日本語でも英語でも OK で

す。ご感想を楽しみにしております！

▲ エリザベス女王も、孫のウィリアム王子がプレゼントよりチャリティーを優
先したことを誇りに思ったかな？（英連邦首脳会議でパースを訪れた女王さまを
エスプラネードでパチリ！）
I wonder if Queen Elizabeth was proud of her Grandson for preferring 
charity over presents?

year. But every year carries 
with it the same burden… 
presents. I love giving 
presents, and of course I 
love to receive presents, but 
choosing presents to buy 
is hard! These days people 
tend to buy the things that 
they want themselves, 
and they have their own 
style that you worry about 
buying the wrong thing and 
clashing with, which makes 
it really difficult. I get the 
impression that there are 
growing numbers of people 
who feel the same way, as I 
notice the culture of giving 
presents is slowly changing.

Something happened last 
year that really surprised 
me. A friend of mine has 
2 little girls. I went to visit 
for Christmas last year and 

gave them both some little presents, but the older 
sister who has recently started to talk seemed 
quite put out and said “What? Only one?”! It 
turns out that these two lucky little girls are very 
spoilt by 2 very adoring Grandmothers, who 
lavish them with numerous gifts every time they 
see them. So only receiving one present was 
quite an odd occurrence to them. This is a cute 
reaction while they’re still tiny little things now, 
but I wonder how they will grow up to view the 
act of receiving presents in the future? Learning 
from that experience, for their birthdays instead 
of giving one larger gift, I gave them several 
smaller gifts which seemed to make them much 
happier. But the truth is, for me it’s worth all the 
presents in the world just to have the chance to 
hang out together.

It seems that as I get older, I’m starting 
to appreciate time with my friends and fun 
experiences much more than collecting more and 
more things.

As a lot of people already own too many 
things, I’ve started receiving party invitations 
that request that I donate to a charity rather 
than spend money on a gift. It’s also becoming 
more normal for people to do this even if not 
requested. Even England’s Prince William 
who was married in April this year apparently 
requested that guests don’t lavish guests on the 

young couple, but rather donate to charity. I 
thought that this was a wonderful gesture in a 
world where many people are suffering from not 
even having enough food, let alone belongings.

When I was an exchange student living 
with a family in Japan a long time ago, there 
were 2 experiences that made me realise that 
having too many things can be a real burden. 
The first was that my host father was quite 
high up in his company, and so for o-chūgen 
(mid-year greeting) and o-seibo (New Year’s 
greeting) he was sent gifts from those of lower 
rank in the company as a gesture of thanks and 
good will. These gifts ranges from food items 
such as chocolate and senbei (rice crackers), 
to items such as plates and teacups. Each time 
something arrived my host mother would open 
the package, and either be really pleased, or 
seem a bit disappointed. The difference was that 
if she received food or drink, then she could 
share it with everyone to enjoy and afterwards 
throw away the packaging. But if the gift was a 
plate or cup, she would then have to fi nd room 
in her already-full kitchen to keep it, which was 
already in danger of things getting broken if 
there was an earthquake. As my host father had 
worked in his position for many years, the more 
things they received, the less space there was to 
put anything. So my host mother would often 
joke that they would need to buy another house 
just to fi nd the space to store everything!

The other experience was the realization, after 
moving overseas to live in Japan, that there were 
strict limits on not only how much I could take 
with me, but also how much I would be able to 
bring back home to Australia. So if I did want 
to buy something, I often found myself thinking 
“Well there’s no point buying it since I won’t 
be able to take it with me anyway”. So with the 
money that I saved from not buying things, I 
was able to go out with friends and travel a lot 
instead. Even after living back in Perth, I’m still 
continuing this tradition. So I love being able to 
take my friends out to concerts or on interesting 
adventures (such as horseriding or on a ferry tour 
of the Swan River etc) for their birthdays.

So many people appear to be resource rich but 
time poor these days, so I think it’s best to take 
some time out and enjoy something together. 

I wish all of the staff of JA NEWS, and all 
readers a very happy Christmas! I hope that you 
are able to enjoy some time out with your friends 
and family.

I’m inviting comment from readers of JA 
NEWS to let me know directly what you think. 
You can contact me on teganjanews@gmail.
com. I look forward to hearing from you!
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業
の
手
で
八
戸
屋
台
村
「
み
ろ
く

横
丁
」
が
開
設
さ
れ
た
と
い
う
の

が
、
お
お
ま
か
な
経
緯
で
あ
る
。

ち
な
み
に
八
戸
は
、
今
回
の
津
波

の
被
害
は
軽
微
だ
っ
た
。

　
私
が
お
邪
魔
し
た
店
は
家
庭
料

理
「
わ
が
家
」。
せ
ん
べ
い
の
よ
う

に
丸
い
温
和
な
名
物
女
将
（
お
か

み
）
が
、
心
の
こ
も
っ
た
家
庭
料

理
で
も
て
な
し
て
く
れ
る
。
お
客

は
観
光
客
と
地
元
が
半
々
で
、
八

戸
事
情
や
観
光
情
報
が
手
に
と
る

よ
う
に
分
か
る
。
さ
ら
に
女
将
は
、

私
の
要
望
に
応
え
て
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
な
ス
ナ
ッ
ク
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
。
地
元
の
客
２
人
が
付
き

添
っ
て
く
れ
た
の
も
「
人
情
の
地

み
ち
の
く
」
ら
し
く
て
よ
か
っ
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

蒲
生 

輝
（
が
も
う
・
て
る
）

　
１
９
４
４
年 

長
野
県
生
ま
れ
。
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ラ
イ
タ
ー
。

政
治
、
比
較
文
化
、
歴
史
、
旅
行
な
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
こ
れ
ま
で
に
16
冊
の

著
書
が
あ
る
。
現
在
、
千
葉
日
報
に
文

化
時
評
コ
ラ
ム
を
連
載
中
。

Columnist and freelance writer Teru GAMO has 
published 16 books in such varied genres as politics, 
comparative culture, history and travel. He currently 
contributes a culture and current affairs column to a 
daily newspaper, Chiba Nippo.

　
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
博
多
の
屋
台

を
冷
や
か
し
た
の
だ
が
ガ
ッ
カ
リ
。

　
大
名
物
の
豚
骨
ラ
ー
メ
ン
の
味

が
冴
（
さ
）
え
な
い
。
正
直
に
言

う
と
不
味
（
ま
ず
）
い
。
そ
れ
も

本
場
中
の
本
場
、
長
浜
の
屋
台
だ

か
ら
余
計
で
あ
る
。
そ
の
前
に
寄
っ

た
、
冷
泉
（
れ
い
せ
ん
）
公
園
沿

い
の
欧
風
屋
台
は
、
ま
ず
ま
ず
で

あ
っ
た
が
、
値
段
は
高
め
だ
し
、

客
が
全
員
観
光
客
で
や
や
興
ざ
め
。

　
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
に
よ

る
と
、
今
や
博
多
の
屋
台
客
の
ほ

と
ん
ど
が
観
光
客
。
料
金
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
も
絶
え
な
い
と
か
。

当
局
も
「
こ
れ
は
ま
ず
い
」
と
対

策
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　
博
多
の
屋
台
は
こ
こ
数
年
、
縛

り
が
か
か
っ
て
い
た
。
新
規
参
入

と
経
営
権
の
譲
渡
を
認
め
な
い
方

針
で
、
年
々
減
少
傾
向
。
昨
今
は

激
減
と
い
う
。
こ
れ
で
は
博
多
文

化
の
一
角
が
崩
れ
る
と
、
こ
の
夏
、

福
岡
市
の
高
島
市
長
は
危
機
感
を

抱
き
、
総
務
省
か
ら
派
遣
さ
れ
た
、

弱
冠
26
歳
の
若
手
・
臼
井
智
彦
氏

を
「
屋
台
課
長
」
に
任
命
し
、
活

性
化
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
効
果
、

い
ま
だ
現
れ
ず
と
い
う
こ
と
か
。

　
臼
井
氏
は
け
な
げ
に
も
、
自
腹

で
飲
み
食
べ
ま
く
っ
て
博
多
屋
台

の
再
生
に
挑
む
と
意
欲
的
。

　
呑
（
の
）
ん
兵
衛
で
ハ
シ
ゴ
好

き
の
私
は
、
全
国
縦
断
で
屋
台
を

訪
れ
て
い
る
。
北
か
ら
帯
広
、函
館
、

八
戸
、
福
島
、
富
山
、
松
本
な
ど
。

あ
の
夕
張
に
も
屋
台
村
が
オ
ー
プ

ン
し
て
連
夜
賑
（
に
ぎ
）
わ
い
、

久
し
ぶ
り
に
活
気
を
取
り
戻
し
て

い
る
と
い
う
。
逆
に
、
松
本
市
の

「
華
の
う
ら
町
夢
屋
台
は
し
ご
横

丁
」
の
よ
う
に
落
ち
込
ん
で
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
ア
ル
プ
ス
、
温

泉
な
ど
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
好

イ
メ
ー
ジ
の
高
原
都
市
に
屋
台
は

不
似
合
い
な
の
か
。

　
東
京
都
内
に
は
新
種
が
現
れ
た
。

戦
後
の
闇
市
時
代
か
ら
あ
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
、
屋
台
街
に
変
身
し
て

賑
わ
っ
て
い
る
の
が
渋
谷
区
の
「
恵

比
寿
横
丁
」。
特
徴
は
、
飲
食
店
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
が
参
画
し

て
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
か

つ
実
力
派
の
シ
ェ
フ
が
店
を
出
し

て
い
る
こ
と
。
中
で
も
中
華
の
石

川
敏
行
氏
は
テ
レ
ビ
東
京
の
番
組

「
Ｔ
Ｖ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
中
華
部
門

の
勝
者
。
そ
の
彼
が
目
の
前
で
中

華
鍋
を
ふ
る
っ
て
く
れ
る
の
だ
が
、

や
は
り
美
味
（
う
ま
）
い
。
価
格

も
１
皿
６
０
０
〜
８
０
０
円
と
手

頃
な
の
も
い
い
。

　肩
の
触
れ
合
い
が
屋
台
の
魅
力

　
全
国
的
に
は
、
人
気
と
質
が
伴
っ

た
屋
台
村
の
優
等
生
と
し
て
独
走

す
る
の
が
八
戸
市
の
、
繁
華
街
に

位
置
す
る
屋
台
村
「
み
ろ
く
横
丁
」。

屋
台
は
か
く
あ
る
べ
き
と
い
う
条

件
が
揃
（
そ
ろ
）
っ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
店
主
の
対
応
が
あ
た
た

か
い
。
地
場
の
食
材
を
使
っ
た
ス

ロ
ー
フ
ー
ド
が
お
い
し
い
。
地
元

の
お
客
さ
ん
と
話
が
弾
む
。
観
光

情
報
の
発
信
基
地
に
な
っ
て
い
る
。

実
際
、
み
ろ
く
横
丁
に
は
25
軒
が

出
店
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

工
夫
を
凝
ら
し
た
料
理
ア
イ
テ
ム

を
競
う
。「
ひ
っ
つ
み
」
や
「
八
戸

せ
ん
べ
い
汁
」、
県
内
産
大
間
（
お

お
ま
）
マ
グ
ロ
の
切
り
出
し
な
ど

は
、
聞
い
た
だ
け
で
涎
（
よ
だ
れ
）

が
出
そ
う
。

　
地
場
の
家
庭
料
理
の
味
も
、
割

烹
（
か
っ
ぽ
う
）
と
比
べ
て
遜
色

が
な
い
。
し
か
も
、
生
ご
み
を
肥

料
に
し
、
割
り
箸
を
コ
ピ
ー
用
紙

に
再
生
す
る
な
ど
、
エ
コ
問
題
に

も
取
り
組
む
。
さ
ら
に
若
者
に
体

験
出
店
を
促
す
な
ど
若
手
事
業
家

育
成
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
な
ん
で
も
、
新
幹
線
八
戸
開
業
事

業
実
行
委
員
会
の
プ
ラ
ン
が
実
っ

た
も
の
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
優

等
生
ぶ
り
に
学
ぼ
う
と
、
各
地
か
ら

の
視
察
団
が
絶
え
な
い
。

　
八
戸
市
は
、
青
森
県
の
南
東
部
に

位
置
す
る
人
口
約
25
万
人
の
都
市
。

古
く
か
ら
八
戸
藩
の
城
下
町
と
し

て
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
街
は
、

ご
多
分
に
も
れ
ず
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

の
変
遷
に
よ
り
空
洞
化
し
て
い
た
。

　
そ
こ
で
市
は
、
平
成
12
年
３
月

に
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

を
策
定
し
、
商
工
会
議
所
や
商
業

者
等
と
連
携
し
な
が
ら
中
心
市
街

地
活
性
化
に
向
け
た
対
策
を
講
じ

て
き
た
が
、
同
時
に
、
民
間
の
動

き
も
活
発
で
、
平
成
14
年
の
東
北

新
幹
線
八
戸
駅
開
業
に
合
わ
せ
、

新
幹
線
実
行
委
員
会
の
関
係
者
に

よ
り
設
立
さ
れ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

［A regular feature by Teru GAMO　　English adaption by Leonie Stickland］

‘Miroku yokochō,’ situated in Hachinohe 
City’s entertainment district. It satisfies all the 
criteria for how food stalls ought to be.

Firstly, the response of the stall owners is 
warmhearted. Their slow food, which uses 
local ingredients, is delectable. Conversation 
with the locals has grown livelier, and the 
stalls have become bases for disseminating 
tourist information. In fact, 25 establishments 
have s tal ls in Miroku yokochō , each 
competing with their own well-wrought menu 
items. ‘Hittsumi,’ ‘Hachinohe senbei jiru (a 
kind of soup),’ and cuts of domestic Oma 
maguro (tuna) make my mouth water just to 
hear about them.

The flavour of the local home-style 
cooking, too, compares favourably with that 
of professional restaurants. Moreover, the 
stalls are also engaged with environmental 
issues, making fertilizer from food waste, 
recycling disposable chopsticks into 
photocopy paper, and so on. What is more, 
they make use of the stalls as sites for the 
training of young business people, by such 
means as encouraging youngsters to try 
running a stall themselves, for the experience.

This means that among these endeavours, 
the Shinkansen Hachinohe (Station) Opening 
Project Executive Committee’s plan has born 
fruit, and there has been an incessant stream 
of inspection groups coming from all over 
Japan, with the intention of learning from its 
AAA performance.

Hachinohe is a city with a population of 
about 250,000, situated in the south-eastern 
part of Aomori Prefecture. Though it had 
flourished since feudal times as the castle-
town of the Hachinohe Clan, the town centre 
itself became hollowed-out, as commonly 
happens, due to the advance of motorisation 
and changes in consumers’ needs.

This triggered the following rough 
sequence of events: the municipality mapped 
out a Basic Plan for Central Business District 
Revitalisation in March 2000, and, in 
collaboration with the Chamber of Commerce 
and Industry, traders, and suchlike, adopted 
countermeasures aimed at the revitalisation 
of the CBD; at the same time, moves by the 
private sector were also vigorous, and, to 
coincide with the 2002 opening of the Tohoku 
Shinkansen’s Hachinohe station, a mobile 
food stall village called ‘Miroku yokochō’ 
was opened through the efforts of a venture 
business established by people connected 
with the Shinkansen Executive Committee. 
Incidentally, Hachinohe suffered only slight 
damage from this year’s tsunami.

The establishment I visited was ‘Wagaya 
(Our Place),’ which featured home-style 
cooking. The female proprietor, as round 
and warm as a cookie, welcomes customers 
with wholehearted, home-style cuisine. Her 
customer base is split equally between tourists 
and locals, and she has first-hand knowledge 
of conditions in Hachinohe and information 
for tourists. What is more, in response to my 
request, she took me to a reasonably-priced 
small bar. It was also nice that two of her local 
customers accompanied us, in a way typical 
of ‘the place of human kindness, the Deep 
North (Michinoku).’

The other day, for the first time in ages, 
I checked out the mobile food stalls in the 
area called Hakata in Fukuoka, but I was 
disappointed. The flavour of their hugely 
famous tonkotsu rāmen, a noodle soup 
dish made from pork-bone broth, was not 
satisfactory. Frankly speaking, it tasted 
awful—all the worse because it was a stall in 
Nagahama, THE place for food stalls in the 
very home of the dish. The European-style 
food stalls alongside Reisen Park, which I 
had visited first, were middling, the prices 
were on the high side, and the customers were 
all tourists, thus dampening my enthusiasm 
somewhat.

According to a taxi driver, most customers 
at Hakata’s food stalls now are tourists, and 
apparently there is no end to trouble over 
payment. The authorities also are embarking 
on countermeasures, thinking: ‘This won’t 
do!’

For the past several years, Hakata food 
stalls had been in a straitjacket. Under a policy 
that allowed neither new entrants into the 
business nor transfer of trading rights, they 
had been on a downward trend year by year. 
Now, apparently, there has been a dramatic 
plunge. This past summer, Mayor Takashima 
of Fukuoka City sensed a looming crisis, 
namely that it would mean the destruction of 
one aspect of Hakata culture, and so he made 
an attempt at its revitalisation by appointing to 
the position of ‘Food Stall Section Chief (Yatai 
Kachō)’ a Mr Tomohiko Usui, aged a mere 26, 
and seconded from the Ministry for Internal 
Affairs and Communications.

Mr Usui is highly motivated, tackling the 
task of reviving Hakata food stalls by making 
the rounds of them, eating and drinking at his 
own expense.

Being a tippler myself and enjoying 
bar-hopping, I have visited food stalls all 
over Japan, starting from the northern end: 
Obihiro, Hakodate, Hachinohe, Fukushima, 
Toyama, Matsumoto, and so on. A food-stall 
‘village’ has reportedly opened in Hokkaido’s 
Yubari, too, and it is crowded night after 
night, reclaiming its vigour after a long time. 
Conversely, there are also places that are in 
the doldrums, such as the ‘Hana no uramachi 
yume yatai hashigo yokochō (Flowery 
backstreet dream stall-hopping alley)’ in 
Matsumoto. Perhaps food stalls do not suit 
that highland city in central Honshu, with its 
pleasant image, endowed with such tourism 
resources as the alps and hot springs?

In metropolitan Tokyo, a new breed has 
appeared—‘Ebisu yokochō’ in Shibuya, where 
a market existing since post-war black-market 
days has morphed into a food-stall street, 
and is bustling with activity. It is special in 
that a hospitality consultancy firm has joined 
in the planning, there is a lot of variety, and 
skilled chefs are opening their own outlets. 
Numbering among them is Toshiyuki 
Ishikawa, an expert in Chinese cookery, 
who won the Chinese Cuisine division of 
a programme on TV Tokyo entitled ‘TV 
Champion.’ He whips up a Chinese hotpot 
dish before one’s very eyes, and it is indeed 
delicious. It is also great that the price is 
reasonable, too, at 600 to 800 yen per plate.

Rubbing Shoulders is the Attraction of 
Mobile Food Stalls

Nationwide, the star performer by far in 
terms of both popularity and quality, the very 
model among food-stall villages, is one called 

A Bird's-Eye View of Japan
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News Photos from JAPAN

❶ TOKYO
Tokyo Sky Tree is world's 
tallest tower: Guinness World 
Records
Photo taken on Nov. 17, 2011, shows Tokyo Sky 
Tree in Tokyo's Sumida Ward. Guinness World 
Records has recognized the 634-meter-high 
broadcast tower as the tallest tower in the world. 
The world's tallest architectural structure is the 
828-meter-high Burj Khalifa building in Dubai.

❷ TOKYO
Brad Pitt meets boys from 
Miyagi Pref.
American movie star Brad Pitt talks with boys who 
play baseball and were invited from quake- and 
tsunami-hit Miyagi Prefecture at a promotional 
event for the film ''Moneyball'' in Tokyo on Nov. 9, 
2011. Pitt who plays the role of Billy Beane, the 
general manager of the Oakland Athletics in the 
MLB, gave them baseballs with his autograph. 

❸ OSAKA
Costume-clad runners in 
Osaka Marathon
Combined photo shows participants in the 
inaugural Osaka Marathon running in their 
chosen attire in the city of Osaka in western 
Japan on Oct. 30, 2011. About 30,000 people 
took part in the event.

❹ SASAGURI
Yokozuna Hakuho in sumo 
ceremony
Grand sumo champion Hakuho (3rd from R) 
poses after performing a dedicatory ring entering 
ceremony in front of a huge bronze statue of a 
reclining Buddha, 41 meters in length, 11 meters 
in height and weighing 300 tons, in the town of 
Sasaguri, Fukuoka Prefecture, on Nov. 6, 2011.

Source : Kyodo News
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Cap clouds on top of Mt. Fuji
KOFU, Japan - Around fi ve layers of 
cloud, known as cap cloud, piled up on 
top of Mt. Fuji, are seen from the ground 
in Fujiyoshida, Yamanashi Prefecture, in 
central Japan, on Oct. 25, 2011.
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